

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ

一章「デス・ゲーム」

二章「野生のバニーガールと温泉」

三章「Ｓａｎｔａ－Ｘの幻影」

四章「はじめてのログイン」

五章「まさかあの娘と逃避行　Ｐａｒｔ２」

六章「想いは巡る」
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　俺たちは地下室で作業を進めていた。

　ヘッドアップディスプレイのように浮うかび上がる半はん透とう明めいのモニターに映る情報を、紙に書き写してゆく。コピペが出来れば楽なのだが、そういったコマンドは実装されていない。

「よし、これで『悪あく魔まの祭さい壇だん』への地図は写し終わったぞ。他ほかのデータは？」

「ちょっと待ってて。今他の作業してるから」

　小さな背中が返事をした。俺はグラスに残っていた水を飲むと立ち上がり、背中を向けている彼女の許もとへ行く。そして、ピアノを弾ひくような優ゆう雅がな指さばきでキーボードを叩たたく手元を覗のぞき込んだ。

　タイプライターのようなレトロなデザインのキーボード。その前に浮かび上がるモニターには、俺には理解出来ないアルファベットと数字の羅ら列れつが、みるみる行数を増やしてゆく。

「何してるんだ？」

「『リロード』ってツールを作ってるの。駆流かけるがログアウトせずに、この世界へ入り直すためのアイテムよ」

「本当にそんなのが作れるのか。凄すごいな、めぐるは」

　めぐるは手を止めると、俺を見上げてにっこり微笑ほほえんだ。

「えへへ、時間だけはあったからね。先生がいるわけじゃないから、自分で色々試行錯さく誤ごしての独学だけど。あ、でもここにくる前は教わってたんだ。結構褒ほめられてたんだよ。プログラムが上手うまいって。いいエンジニアになれるぞって」

「それならいっそ、脱だつ出しゆつ出来るアイテムとか、助けを呼ぶツールでも作ってくれないか」

　めぐるは再びキーボードを叩き始めた。

「それは無理よ。中からいじれるのはほんの一部だけ。それにあたしのユーザー権限じゃ、システムに直接触ふれることは出来ないわ」

　俺は肩かたをすくめると、近くの椅い子すを引っ張ってきて、めぐるの隣となりに座った。

「そのツールを作っているってことは……やっぱり、やるのか？」

「ええ。そうしないと、みんなを助けられない」

「もう少し時間をかけて考えてみても」

「ダメよ」

　めぐるは再び手を止める。

「あたしがあたしでいられる時間はもうわずかなの。だからその前に手を打たないと……それは説明したはずよ？」

「ああ。分かっちゃいるが……」

　煮にえ切らない俺の様子に、めぐるは心配そうに眉まゆを寄せた。

「どうしたの？」

「めぐるを残して俺だけ向こうへ行って……大だい丈じよう夫ぶなのかなって」

　一いつ瞬しゆん惚ほうけたような顔をしたが、めぐるはすぐに微笑んだ。やけに嬉うれしそうに。

「平気よ。あたしは安全なところで寝ねてるから。緊きん急きゆう用データ保護装置があったのはラッキーだわ。ここなら第だい六ろく天てん魔ま王おうには見つからないし。それより駆流の方が心配」

「俺が？」

　前にめぐるが話してくれた内容を思い出す。

　それは俺がこれから為なさねばならないこと。俺と、このエグゾディア・エクソダスの世界に囚とらわれている二年Ａ組の連中が生き残るために、めぐるが考えてくれた手段。

　ログアウトせずに、ログインし直す。そうすれば、今俺たちがいる場所ではなく、ゲーム本体へ移動できる──はずなのだが。

「ゲーム本体の方に行けるとは限らないとか？」

「それは大丈夫だと思う。ログから推測するに、こっちに来ちゃったのはログインした順番で一定の人数を意図的に振ふり分けたのが原因みたいなの。だからもう一度ログインすれば、普ふ通つうにゲーム本体に入ることが出来るはずだわ」

　とすると……あれか？

「俺が魔ま王おうヘルシャフトになれるって話が、怪あやしいとか」

　めぐるは首を横に振った。

「ヘルシャフトは駆流のアカウントに登録されてる生体情報と紐ひも付づいているみたい。だから、ほぼ間ま違ちがいなくヘルシャフトになれると思うわ。こっちにきちゃったのが、不幸だっただけで」

「不幸なのは、こちらに限らずだけどな……じゃ、何が心配なんだ？」

「それは……ううん。デバッグをちゃんとやれば大丈夫だと思う」

「奥歯に物が挟はさまったような言い方だな……余計に気になる」

「……向こうには可愛かわいい女の子がいるからね。駆流が使命を忘れて遊びほうけるんじゃないかって心配してるの」

「お……おいっ！　そんなことあるわけないだろ！」

　慌あわてる俺を見て、めぐるはいたずらっぽく笑った。くそう、からかいやがって。

「──にしても、そもそも何でヘルシャフトのユーザーが存在してるんだ。ＮノンプレＰイヤーキヤＣラクターじゃなかったのか？」

　めぐるは口元に指を当てて、小首を傾かしげた。

「普ふ段だんはＡＩで動かしておいて、何かのイベントとか特別なときは、運営側の誰だれかがログインするつもり……とかだったんじゃないかしら？」

「それなら、何で俺のアカウントがヘルシャフトに紐付いてるんだ？　俺はログインなんかしたことないぞ？」

「駆流の送ったデータをそのままプログラムに放ほうり込んでいたせいね。しかも、そのまま放置して、ろくにテストしていなかったみたい」

「ひでえ開発状じよう況きようだな……」

「管理も杜ず撰さんだったでしょうね。もしかしたら、敢あえてそうしていたのかも。事故を起こし易やすくするために」

「……めぐるは、この事故がやっぱり人じん為い的なものだって考えてるのか？」

　しばらくうつむいてから、めぐるは小さな声で答えた。

「そう思いたくはないけど……そうとしか思えない」

　そうつぶやくと、再びキーボードを操作する。すると新しいウインドウが開き、何行もの文字列が並んだ。

「今ログインしているユーザーの一覧よ。この一人だけ、権限が違ちがう」

　──ｒｙｕｕｊｉ

「これが？」

「ええ、この人は……」

　言い淀よどむように口を閉じると、めぐるは両手を挙げて背中を反らせた。

「それより一段落したし、お茶にでもしましょ」

「え？　ああ……完成したのか？」

「一応はね。チェックとデバッグをしなきゃだけど」

　俺はモニターに映っている文字列を眺ながめた。まったく分からん。

「まったく大したもんだ。天才プログラマーか」

「おだてても何も出ないよ」

　恥はずかしそうに微笑むと、俺の脇わき腹ばらをつついた。

「ひゃうっ!?」

　体が勝手にくの字に曲がった。

「あはははは、ヘンな声～」

「てめっ！」

　めぐるは笑いながら立ち上がると、素す早ばやく部屋を横切り、階段を駆かけ上がった。

「つかまえてごらんなさ～い、はははは」

「何だそのギャグでしか見たことのないセリフは！」

　俺も笑いながら追いかける。階段を上って一階の廊ろう下かを走るめぐるの背中を追った。廊下には大きな窓が並んでいて、外の日差しが差し込んでいる。城はモンフォールの頂上にあるので、一階からでも町を見おろすことが出来る。

　窓からの眺めは格別だ。つい窓の外に顔を向けると、めぐるもまた窓の外を見つめ、ゆっくりとした足取りになり、やがて止まった。

　立ち止まって窓の外を見つめるめぐるに手を伸のばす。

　めぐるの肩を摑つかまえようか、思い切って抱だきしめてみようか、そんなことを悩なやんでいるうちにタイミングを逃のがしてしまった。

　俺は手を下ろすと、めぐるの横に立ち、眼下に見えるモンフォールの町を眺めた。

　モンフォールは山の頂上付近が海に突つき出たような、小さな島だ。その頂に俺たちがいる城がそびえ立ち、山の斜しや面めんには張り付くように石積みの町が築かれている。

　城門から石いし畳だたみの細い道が、くねるように続いている。その両側に店が連なり、掲かかげる看板がアーチのように頭の上に並んでいる。細い道に多くの人が行き交かい、落ち着いた雰ふん囲い気きの中にも賑にぎやかさがあった。

「ここはいい町だな」

「ええ。町のみんなも穏おだやかでいい人ばかりだし」

「こんなところでずっと過ごすのもいいな」

　そう言ってから、俺はしまった──と、後こう悔かいした。

「ごめん。俺は、その……」

　俺の言い訳を断たち切るように、めぐるが言葉を挟んだ。

「どうして謝るの？」

「どうって……それは、めぐるが……」

　それからめぐるは、幸せそうな笑え顔がおを浮かべた。

「半年前なら、そんなこと言われたら怒おこってたかもね。でも、今は……違うよ」

　めぐる？

「今は……一人じゃないし」

　横目で見上げた顔が、微かすかに赤らんでいる。

「駆流と、いっしょなら……ずっといても、いいかな……って」

　その表情と声は、俺の胸の中に容よう赦しやなく踏ふみ込み、心をつかんだ。

　頰ほおが熱い。

「え、えっと……」

「あ！　そ、それよりお茶だったわ。ガレットも一いつ緒しよに食べましょ」

　恥ずかしさに耐たえられなくなったように、めぐるは目をそらした。

「そ、そうだな。どこへ行こうか？」

「プラールがいいかな。城門近くの方の」

　めぐるは城門近くを指さした。

　指の先を見つめ、俺は息を吞のんだ。

「──あれは」

　城門近くに分厚いコンクリートの壁かべが立っている。厚さ一メートル、高さ四メートル、横よこ幅はば二メートルの、一見すると何かのモニュメント。

　だが、その正体は『封ふう印いん』である。

　その封印にヒビが入っていた。

　あっ、と思った次の瞬しゆん間かん、その壁は内側から爆ばく発はつするように、粉々に砕くだけ散る。

　町の人々の悲鳴が聞こえた。

　砕け散った封印の中には、薄うすく光る魔ま法ほう陣じん『転移紋章ワープホール』があった。そこから、泥どろ水みずが流れ出るように、兵士が吐はき出された。氾はん濫らんした水が町へ広がるが如ごとく、汚きたない風ふう体ていの兵士が町の隅すみ々ずみへと侵しん入にゆうしてゆく。

　俺は窓から身を乗り出した。

　薄うす汚よごれた姿はまるでオークのようだが、その正体は人間。しかし、明らかに正気を失った瞳ひとみをしている。

　正気を失い、闘とう争そう本能だけで動く狂戦士──バーサーカー。

　転移紋章ワープホールから続々と現れるバーサーカーの中に、『天てん下か布ふ武ぶ』と書かれた旗がはためいている。

「式しき場ば……っ！」

　畜ちく生しよう！　転移紋章ワープホールを見つけやがったのか!!

　衛兵が慌ててバーサーカーの流入を防ごうとする。だが、逆にバーサーカーの波に飲み込まれて、姿を消してゆく。

「駆流！」

　めぐるに手をつかまれ、引っ張られる。そして階段を上ってゆく。

「おいっ！　どこへ行くんだ!?」

「教会よ！」

「今はそれどころじゃないだろ!!」

　めぐるは俺の手を、爪つめ痕あとが残るほど強く握にぎった。

「今だからこそよ！」

　階段を上りきると、こぢんまりした部屋に飛びこむようにして入る。そこは大きな窓から光が差し込む、厳おごそかな雰囲気のある教会だ。床ゆかも壁も石で出来た部屋に、金属の棺ひつぎがぽつんと置いてある。

「緊きん急きゆう用データ保護装置……」

「これを使うときが来たわ」

「でも、めぐる！」

「あれは第六天魔王なんでしょ!?　だったら、この町はもうおしまいよ!!」

　俺は悔くやしさと、申し訳ない気持ちで息が出来なかった。

「ごめん……俺が、ここへ来たせいで……」

　だがめぐるは無視するように、宙で手を動かしてメニューを操作している。

「あたしもごめん。デバッグもしてないプログラムを使わせることになっちゃう」

　めぐるは手の平に現れた緑色の宝石を俺に手て渡わたした。

「一応気を付けてプログラムを書いたから、致ち命めい的てきなバグはないと思うけど……」

「でも……」

　俺はまだ使うのは早いのではないか？　と言いたかった。

「待ってくれ。めぐるを残して行くなんて──」

「あたしだって、いつまであたしでいられるか分からない。なるべく早く、データ保護装置に入るのは悪い選せん択たく肢しではないわ」

「それは……」

　確かにその通りだった。

　めぐるはエグゾディア・エクソダスのキャラクターをアバターとして使っている。本来なら問題がないはずだったが、長い時間ログインし続けた影えい響きようで、意識データの整理、統合が始まってしまっている。

「お願いよ、駆流。あいつらが現れた以上、ここはもう終わり。今決断しないと、全すべてが手て遅おくれになるわ」

　めぐるの言うとおり、式場の軍が来た以上、モンフォールは終わりだ。町は破は壊かいし尽つくされ、金目の物は略りやく奪だつされ、住民は殺されるだろう。よく歩いた道も、通い慣れた店も、馴な染じみの人たちも、全て。

　それに何より、

「めぐる……」

　俺とめぐるが、ここで過ごす時間も終わりになる。

　だが、これから俺たちがしようとしていることは、とても危険な賭かけだ。

　もう二度と、めぐると会えないかも知れない。

　俺はめぐるを見つめ、めぐるも俺を見つめ返した。その瞳が涙なみだで潤うるんでいた。

「それと、さっき言いかけた……心配なことだけど」

　めぐるはつらそうな顔をした。

「『リロード』はログインし直すアイテム。仕組み的には、ロードし直すのに近い作りなの。だから……もしかしたら、記き憶おくに障害が起きるかも知れない」

　──何だって？

「それって、ひょっとして、ここであったことを忘れてしまうってことか？」

　めぐるはうつむいて、か細い声で答える。

「……かも知れない。ちゃんとテストする時間があれば、大だい丈じよう夫ぶだったんだけど……」

「そんなのっ……!!」

　意味がないじゃないか、という言葉をぐっと飲み込む。代わりに、

「心配ない」

　俺は決死の覚かく悟ごで微笑ほほえみを浮うかべた。

「だって、俺がめぐるのことを忘れるわけないじゃないか」

「……駆流」

　めぐるの瞳から涙が溢あふれた。

　そして体当たりするように、小さな体で俺に抱きついた。

「ほんとに……覚えててくれる？」

「当たり前だろ？　俺はめぐるのことを忘れない。何があっても。絶対に忘れたりするもんか。必ず助けに来る。めぐるを起こしに来るからな」

「うん……起こす方法は枕まくら元もとに書いて置いておくから……きっと、来てね」

　そう言って、寂さびしそうに微笑んだ。

「ああ、そのときは盛大に再会を祝おう。欲しいものを何でも買ってやるぞ」

「もう……そんなこと言っていいの？」

「向こうに行ったら魔ま王おうだからな。きっと金には困らない」

「……指輪」

「え？」

　めぐるの頰が、ほんのり染まった。

「指輪……あたしと駆流で、お揃そろいの……」

　──それって、

「……分かった」

　めぐるは指で涙を拭ふき、幸せそうな笑顔を浮かべた。

「え、えへへ……今から、楽しみだな……」

　めぐるは体を離はなすと、メニューに指をすべらせる。俺の体の周りに、青い光の輪が浮かび上がる。

「駆流。向こう側へ行ったら、きっとあの子を助けてあげてね」

「必ず助けるよ。約束する」

「それから……迎むかえに来てね」

　光の輪は数を増して、俺とめぐるの間に壁を作る。光の幅はばが太くなり、めぐるの姿が見えなくなってゆく。
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「ああ、必ず！　必ず戻もどってくるからな！」

　俺の視界は乱らん舞ぶする光で埋うめ尽くされた。青い光のトンネルに吸い込まれたような感覚の後、目の前が真っ暗になった。

　だが、耳にはめぐるの声がまだ響ひびいていた。

「待ってる……あたし、ずっと、ずっと、待ってるから！」
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　廃はい墟きよの島、モンフォール。

　その頂上にそびえる冷たい石の城に、教会のような寒々しい部屋がある。

　俺はそこで、雫しずく石いし乃音のんと向き合っていた。

　──見られた。

　俺がヘルシャフトであるという、決定的な瞬間を。

　メガネの向こうにある雫石の瞳は、見開かれたまま、瞬まばたき一つしなかった。唇くちびるを震ふるわせ、うわごとのような呟つぶやきを漏もらしている。

「これは……ヘルシャフト様が……いいえ、そんなはず……そんなはずない」

　見られた、決定的な場面を。

　くそ、どうする？　何て言い訳をしたらいいんだ!?

「そうよ、そんなはずない、ヘルシャフト様が、堂どう巡めぐりくんに化けて……？」

　そうか！　その解かい釈しやくがあったか！

「う、うむ。そうなのだ。実は２Ａギルドに潜せん入にゆうし、奴やつらの動向を探さぐろうと思ってな」

　雫石がハッと息を吞のんだ。そして引きつった笑え顔がおを浮かべた。

「そう……ですか。それはいつ頃ごろから？」

「え？　あ、ああ……それは……いや、これからしようかと」

「どうして、堂巡くんを？　鉢はち合あわせをしたら？」

「そこは上手うまく立ち回ってだな……」

　ダメだ！　キャラがブレまくってる！

　畜生！　魔王の鎧よろいがないと気持ちが切り替かわらない。

　俺はまっすぐ正面から雫石の顔を見つめている。

　見える世界がヘルシャフトと違ちがう。目の高さや自分の体の大きさが違うと、世界の感じ方が全然違うのだ。それが俺の気持ちを、堂巡駆流かけるに固定させている。

　いや！　だが、ここで何とかしないと！

「く……黒くろ髪かみの魔ま女じよよ。お前の働きにはいつも感謝している。領土も広がったことだし、お前にも所領を与あたえようと考えている」

　雫石の顔は蒼そう白はくとなり、目は冷たいガラス玉のように見えた。

「ありがとうございます。しかし、私はヘルシャフト様のお側そばで働きたいと思います」

　その声も機械のように、感情が感じられない。

「それに──これで納なつ得とくしました」

「ん？」

「初めて会ったとき、手に入るはずのない装備をしていたのは、そういうことだったのね」

「……え」

　初めて会ったとき。

　俺はレベルの低そうな地味な装備を、インフェルミアの倉庫から持ち出した。

　だがそれは、カルダートの近くで手に入るようなものでもなければ、俺のレベルで手に入るようなものでもなかった。それを雫石に指し摘てきされ、しばらくの間疑われていた。

　俺は、何と答えればいい？

　その通り──いや、違う。

　これは否定しなければ──それも違う。

　その頃から同一人物だったことになってしまう。

　俺は知らないんだ。

　何のことだと、訊きくんだ。

「それは何の──」

「『メガデストラクション』!!」

　雫石の手にはいつの間にか魔ま導どう書。そして俺の足あし下もとに、赤く光る魔ま法ほう陣じんが広がった。

　──くぅっ!?

　横っ飛びで攻こう撃げき魔ま法ほうの効果範はん囲いから逃のがれる。つま先が出た瞬しゆん間かんに、爆ばく発はつが起きた。激しい炎ほのおと爆ばく風ふうが部屋の中に渦うずを巻き、俺の体は吹ふき飛ばされた。

「ぐあっ!?」

　壁かべに叩たたき付けられ、床ゆかに落ちる。のんびり倒たおれていられない。恐おそらく追つい撃げきが来る。

「ま、待てっ！　雫石!!」

　飛び起きながら、俺はメニューを開く。

　口ではそう言うが、もうダメなことは分かっている。

　雫石は確信を得てしまった。恐らく、返事をするまでのタイムラグと、俺の表情や態度から真実を読み取った。

「噓うそよ……こんなのは噓。ヘルシャフト様が堂巡くんなんて下らない人間のはずがない。いいえ、あってはならない」

　雫石は危険な目つきで、ぶつぶつと自分に言い聞かせるようにつぶやいている。

「アレはあってはならないモノ。殺さなきゃ。壊こわさなきゃ。あれはヘルシャフト様じゃない。ヘルシャフト様じゃない！」

　こいつ──、

　本当に俺を殺す気か。

　ショックのあまりに混乱して、わけが分からなくなっている。一種のヒステリー。破は壊かい衝しよう動どう。もはや理り屈くつじゃない。制せい御ぎよ不能な感情が生み出す殺意。

　雫石が右手を伸のばす。その指先に魔法陣が展開した。

「『フレイムテンペスト』!!」

　させるか!!

　俺はメニューの中の、アダルトモードの魔法に触ふれた。

「『エクスタス』!!」

　ハート形をしたピンク色の紋もん章しようが、雫石の下半身に輝かがやく。

「くぅっ!?」

　雫石の顔が、驚おどろきに歪ゆがんだ。指先に広がった魔法陣が形を崩くずす。エクスタスの効果で精神力を失った結果だ。

「く……このっ!!」

　それでも雫石は再び魔法を作り上げようとする。崩れ掛かけた魔法陣が、再び形を取り戻してゆく。

　恐るべき精神力。だが──、

「『ヘル＆ヘヴン』!!」

「きゃぁあああああああああああああああああっ!?」

　雫石の口から絶ぜつ叫きようがほとばしった。

　石の教会が、拷ごう問もん部屋へと装いを変える。雫石の両りよう腕うでは鎖くさりで繫つながれ、左右の壁に固定された。強制的に両腕を開かされ、体を隠かくすことも、座ることも許されない。

　そして身に着ける装備もまた、この舞ぶ台たいに合わせるように姿を変えている。

　服と言うよりは、黒い革かわの紐ひも。縛しばり上げる紐が白い柔やわ肌はだに食い込み、雫石の細身の体を肉感的に見せている。

　胸を囲むように縛り上げているので、控ひかえめな膨ふくらみを強調し、サイズが大きくなったように見える。そして股こ間かんも、大事な部分を左右から締しめ上げているので、ぷっくりと膨れあがって淫いん猥わいさを増していた。

　羞しゆう恥ちよりも怒いかりに顔を赤くして、雫石は吠ほえた。

「こ、この……変態野や郎ろうっ！」

「この前は自分から体を差し出していただろ？」

「ふざけないで！　あれはっ！　あんたなんかじゃない！　ヘルシャフト様だからよ！」

「だが、俺がヘルシャフトだって確信をしたんだろ？　だからこそ許せない。殺さずにいられない」

「ぐ……っ!!」

　雫石は歯を食いしばる。ぎりぎりと歯ぎしりの音がした。

「雫石。俺は堂巡駆流だ。二年Ａ組の冴さえないぼっちの堂巡だ。そして──」

　俺は死し刑けい宣告を告げるように、

「魔ま王おうヘルシャフト──」

「認めないっ!!」

　俺の宣告を上書きするように、雫石が大声で叫さけんだ。

「噓を言うな!!　認めない！　私は決して認めない！　いくらそれが事実だと叫ぼうと認めない！　それは私の真実じゃない！　それが事実だと言い張るなら、私が事実をねじ曲げてやる!!」

　雫石は獣けもののような雄お叫たけびを上げ、暴れまくった。しかし鎖は金属音を響かせるだけで、千切れることも外れることもなかった。

「少し大人しくさせる必要があるな」

　俺の手には、いつの間にか乗馬用のムチが握にぎられていた。俺の意図を察し、雫石は怯おびえるどころか鬼おにのような顔で睨にらみ付けてきた。

「苦痛だろうが、快感だろうが、何を与えても私の意志を変えることは不可能よ」

　そうだろうな。お前は。

「だが、少し弱らせないと、まともに話も出来ないからな」

　俺は雫石の太ももを、軽くムチで打った。

「ひぅっ♥……!?」

　鋭するどい音が響ひびき、10という数字が浮うかび上がる。白い太ももに赤い筋が刻まれた瞬間、雫石は官能の表情を浮かべた。しかし、すぐに驚きの顔へと変わる。

「これは……」

「少し頭を冷やしてもらう。こうなった以上、俺の話を聞いてもらうぞ」

「ふざけないで！　誰だれがあんたなんかの──ひぃっ!!♥」

　今度は、柔やわらかそうなお腹なかへ赤い筋を刻む。ＨＰのダメージを表す数字と共に、再び雫石は愉ゆ悦えつに顔を歪ませる。

「こ……こんな手を使って、は、恥はずかしくないの？」

　恥ずかしい。いや、前はそう思っていたはずが、段々感覚が麻ま痺ひしてきたのか、今ではそれほどでもない。

　人間は刺し激げきに慣れる生き物だ。最初は恥ずかしい行こう為いでも、毎日していたら当たり前の出来事になる。たとえそれが、人殺しのような非日常的なことであっても。

　とはいえ、堂巡駆流の姿でするのは初めてだ。そのことを意識すると、心が揺ゆれる。

　だが、ここで怯ひるむわけにはいかない。

　せっかくここまでやって来た。こんなことで、全すべてを失ってたまるか。

「俺にはこれしかないからな。それに、目的のためなら手段は選んでいられない」

「も……目的？　ああ、分かった。ゲームの世界に転生したから、エロゲーみたいなことでもしようと思ってるのね」

　淫みだらな快楽に頰ほおを染め、雫石は見下すような笑みを浮かべる。

　こう言っちゃ何だが、今のお前はエロゲーそのものだぞ、雫石。

「俺の目的は、生きて元の世界へ戻もどることだ」

　雫石の背後に回ると、長い黒髪の下から艶つややかなお尻しりが顔を覗のぞかせている。俺は予告するように、染しみ一つない綺き麗れいな丸みにムチの先を当てる。

「……出来ることなら、お前らと一いつ緒しよにな」

「ちょ……っ！」

　制止の声を聞く前に、俺はお尻にムチを振ふり下ろした。

「いっっ!!」

　今までよりも、いい音が響いた。

「あ……はぁ……♥」

　雫石の顔を覗き込むと、目は裏返りそうになり、口はだらしなく開いていた。さらにもう一発、二発叩くと、体をのけぞらせて悦よろこびの声を上げた。

「ひっぁあああんんっ♥！」

　体から力が抜ぬけ、雫石はぐったりと鎖にぶら下がった。唇くちびるの端はしからは、よだれが垂れて糸を引いている。きっと、体を蝕むしばむ快楽に脳が冒おかされているに違ちがいない。

「雫石。俺は元の世界にいるとき、この世界を作っているゲーム会社の下した請うけでバイトをしていたんだ。そのときの担当キャラが、魔王ヘルシャフトだった」

「なん……ですって……？」

「この前インフェルミアで会った哀あい川かわさん。あれが俺の上司だ。あの人も仕事でちょうどログインしていて巻き込まれた。俺たちが何で巻き込まれたのかは、お前が前に想像していた仮説がまんま当たりだよ」

　この世界へ来たばかりの頃、雫石の立てた仮説を朝あさ霧ぎりから聞いていた。世界遺産体験コンテンツとエグゾディア・エクソダスが、同じシステムを共有していた為ため、何らかの障害でログインしてしまった説だ。

「だがな、これはただの障害じゃない」

「はん、誰もあんたの妄もう想そうなんて聞きたく──ひぎぃっ♥!!」

　鋭い音がして、お尻にムチの痕あとを付ける。それから俺は前に回り、雫石の控えめな胸をムチの先で持ち上げた。ピンク色をした胸の先は硬かたく尖とがり、雫石の意思とは関係なく、体が感じている淫らな愉悦を表現していた。

「俺たちをこのゲーム世界へ送り込んだ奴やつがいる」
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「……んっ、だ……だれよ」

　感じてしまっている甘い声で、雫石は挑ちよう戦せん的に訊きいてくる。

「それを調べている。それともう一つ、俺がお前たちを助けたいと思っているのは本当だ」

「だったら、素す直なおに殺されなさいよ……ぅあぁああん♥　だ、だめ、そこはっ！」

　ムチの先で雫石の胸の先を嬲なぶる。体が快感に反応してしまうらしく、体をくねくねとしならせた。

「確かにヘルズゲートを通ればログアウト出来る。だが、俺たちの意識データも消しよう滅めつしてしまう。現実世界で意識データの行き先──つまり俺たちの体を接続し、意識データを肉体に上書きする準備をさせてからでないと、俺たちは死ぬ」

　荒あらい呼吸を繰くり返しながら、雫石は上うわ目め遣づかいで俺を睨む。

「そんなの……信用しろっての？」

「信用出来なければ、俺たちの関係は終わりだ。俺は自分の命まで犠ぎ牲せいにして、お前たちを助けることは出来ない」

「いいわ。このまま嬲り殺しにしなさいよ。そうしたら、私はアジトのあるシャルトで復活する。カルダートまでは距きよ離りがあるけど、２Ａギルドの連中にその話をしてやるわ」

　この野郎。

「頭のいいお前のことだ。俺がして欲しいことくらい分かるだろ」

「なに？　しゃぶって欲しいの」

　妖よう艶えんな笑えみを浮かべ、俺をあざ笑う。

「２Ａギルドには黙だまったまま、俺に協力してくれ。今まで通り、黒の黎れい明めい団として」

「ええ、そのつもりよ──ただ」

　雫石は目に力を込めた。

「私が従うのはヘルシャフト様であって、あんたじゃない」

「同じ事だろ」

「違うわ。私はね、好きなキャラと演じている声優を同一視するようなことはしないのよ。もし、あんたがヘルシャフト様だと言い張るなら……」

　やや間を置き、低い声でつぶやいた。

「ヘルシャフト様は死んだ」

「雫石……」

「そしてヘルシャフト様は新しき神として、我々が冒おかすことの出来ない世界に君臨する。そして、これからは私がヘルシャフト様の遺志を継つぎ、この世界を征せい服ふくしてみせる」

「……雫石、今まで秘密にしていたのは、本当のことを言っても誰も信用してくれないと思ったからだ。だが──」

「いいから！　早く殺しなさいよ!!」

　拷問部屋に雫石の叫びが反はん響きようした。瞳ひとみから涙なみだが溢あふれていた。

「もう……これ以上、あんたなんか、見ていたくない……」

　──そうか。

　ここまで言ってダメなら仕方がない。

　こいつが２Ａギルドにこの事実を言いふらしたとして、あいつらが信用するかどうかが問題だが……今の雫石なら、聞く耳を持たれない可能性も高い。

　……いや、

　朝霧だけは信用するかな。

　いずれにしろ、過去は変えられない。これから出来ることで対処してゆくしかないんだ。

　俺は雫石のＨＰを０にするべく、ムチを振り上げた。




『拡張パックが適用されました』




　唐とう突とつに、俺たちの前にウインドウが開いた。

「なに……？」

　続けて、まるでウイルスに感かん染せんしたかのように、ポップアップウインドウが次々と開いてゆく。

「ちょ……何よ、これ？　何をしたの？」

「俺にも分からねえよ！　何だよ、こりゃ!?」

　拡張パックは既すでに適用済み──俺が条件を満たしたときに、適用されていたはずだ。しかし、今このメッセージが出てくるのは……メッセージの表示だけが遅おくれていた、ということか？

　今までせき止められていたメッセージが一気に吐はき出されたように、目まぐるしくメッセージが積み重なってゆく。そして──止まった。




『拡張パック適用後は、一度死ぬと復活することは出来ません。ご注意下さい』




　というメッセージが、無機質に浮かんでいる。

「な……」

　何だ？　この内容は……？

　──一度死ぬと復活出来ない？

　おい、

　ちょっと待て、

　でも、それって今さらだよな？

　ヘルシャフトである俺は、元から死んだら終わり。今さらそんなこと言われるまでもない。だが──、

　雫石も呆ぼう然ぜんとした顔で宙を見つめている。

　──見えているのか？　雫石にも？

　これは俺だけに表示されたものじゃない。雫石にも見えているということは、恐おそらく一いつ斉せい配信のインフォメーション。

　ってことは──!?

　俺は慌あわてて、振り上げていたムチを手放した。

　その瞬しゆん間かん、『ヘル＆ヘヴン』の効果が切れた。拷ごう問もん部屋だった空間が、元の教会へと戻り、雫石の服もいつもの装備になった。

　しかし雫石は、まだ『ヘル＆ヘヴン』にかかっているかのように、惚ほうけた顔で、虚こ空くうを見つめていた。

「ねえ……これって、どういうこと？」

「そのまま受け取るなら、もう死んでも蘇よみがえらないってことだろ……現実の死と同じで」

「そんな……」

「悪いな。シャルトで復活させることが出来なくなった。自力で帰ってくれ」

　立ち尽つくしている雫石の横を通り過ぎ、俺は部屋から出た。

　さすがの雫石もショックか。

　そりゃ、そうだよな。俺だってショックだ。

　だが、あいつのことだから、すぐに立ち直って新たな行動を開始するかも知れない。それが本当に俺の正体をバラしたり、俺の命を狙ねらう行動だったら？

　そう自問しても、不思議と危機感が湧わいてこなかった。

　なるようにしか、ならない。

　最近、色々なことが起き過ぎる。朝霧のこと、壮そう馬まのこと、鏡の仮面の男、ヘルズライン、オルゼリアのことが片付いたと思ったら、今度は復活出来ない仕様に変へん更こう。

　俺がこの世界の70％を支配下に置いたことで、拡張パックが適用された。とすると、俺のせいだと責められるかも知れない。

　だが、そうしなければ道が開けないのも事実。

　俺は階段を下り、前来たときは行かなかった城の地下へと向かった。

　恐らく、ここには何かがある。後から追加されたマップには、新たな手がかりがあるのがお約束だ。それに──、

　俺は一番下の階へ下りると、廊ろう下かの先を見つめた。壁かべにはランプが並び、黄色い明かりがゆらめいている。

　その突つき当たりにある木の扉とびらに、目が吸い寄せられる。

　理由は分からないが、予感がする。

　──絶対に、ここには手がかりがある。

　だが冷静に考えると、何の根こん拠きよもない。何で俺はそんなことを考えてしまうのだろう？

　俺は扉の前までゆくと、取っ手をつかむ。

「え？」

　小さなウインドウがポップアップして、『ＵＮＬＯＣＫ』と表示された。がちゃりとカギの開く音がする。

　カギのアイテムなんか持っていないのに……もしかしたら、条件さえ満たせば、勝手に開く仕様なのか？

　扉を開け、俺はおそるおそる中を覗のぞいた。

　出会い頭がしらにモンスターと出くわしたら困るな……って、魔ま王おうの鎧よろいを着てりゃいいじゃん。セルフツッコミを入れたときには、部屋は無人であることが確かく認にん出来ていた。

　人はいないが、生活感のある部屋だった。

　壁に本ほん棚だなと食器入れ。反対側には勉強机のような机と椅い子す。レトロなタイプライターっぽいキーボードが置いてある。

　部屋の中央には、丸テーブルと椅子が二脚きやく。テーブルの上には何かの作業をしていたのだろう、本が数冊と紙とペンが置かれている。

　ここは、荒あらされていないみたいだ。

　モンフォールはこの城も、城下町も、完全な廃はい墟きよなのに、ここだけはつい昨日まで誰だれかが使っていたような感じがする。

　それに、不思議と居い心地ごこちが良かった。

　俺は丸テーブルの上に置いてある紙を手に取った。

　それは地図だった。場所はどこだか分からないが、中央に印が付けられ、文字が書かれている。

「……悪あく魔まの祭さい壇だん？」

　なんとも不気味なネーミング。俺はなぜかその場所に近付きたくない、と思った。

　紙を元に戻もどすと、俺はざっと他ほかの場所も漁あさってみた。しかし、これといって収しゆう穫かくはなかった。

　一度、哀川さんと相談でもするか……。

　俺はシステムコマンドから瞬間移動テレポートを選び、選せん択たく肢しのインフェルミアに触ふれようとして、

「……」

　改めて、部屋の中を見回した。

　何だろう？

　妙みように去りがたい気持ちがする。

　思わず苦笑いを漏もらした。まったく、何をそんなに気に入ったんだか。

　──そうだ!!

　俺は唐突に、あることを思いだした。

　そうだよ。先に魔王の鎧を身に着けておいた方がいいんだった。インフェルミアに移動した瞬間に、ヤバいシチュエーションってことも有り得る。

　雫石に見られたばかりだしな。これ以上面めん倒どうを増やしたくない。

　俺は、雫石の件を哀川さんに報告する未来を想像した。

　途と端たんに重い気分になった。

　……先にカルダートへ行ってみようかな？

　雫石が戻る前に２Ａギルドの様子を窺うかがっておいた方がいいし。それと、メルにこの部屋のことを訊きいてみる必要もあるしな。

　俺は色々と理由をこじつけると、魔王の鎧を着るのをやめた。嫌いやなことを先延ばしにしているだけ、という非難を敢あえて受けることにして、メニューの移動先から、俺はカルダートを選んだ。




　　　　＋　＋　＋




　カルダートに戻った俺は、ギルドホールよりも先に郊こう外がいにある住宅地、カルダート・パークタウンの自宅（？）へやって来た。

「おおおおおおおお！　だーりんっ!!　だーりんなのだっ!!」

　激しい体当たりと、強きよう烈れつなハグを喰くらって、危あやうく死にかけた。だが、辛かろうじて一命を取り留めた。生きてるって素す晴ばらしい。

　俺は今、リビングのソファでぐったりとくつろいでいる。メルは俺を逃にがさないように、がっしりと腕うでに抱だきついていた。

「まったく。だーりんは新にい妻づまをほったらかし過ぎるのだ。家庭の危機なのだ」

「……何だよその設定」

　メルは左手を俺の前でひらひらと動かした。薬指にはめた指輪が光を反射し、きらきらと光る。

　アステルで買ったペアリング。ちなみに俺は指にははめず、チェーンを付けてネックレスにしてある。

「おい、それってそういう意味じゃないだろ。単にその指がいいって言うから、はめただけじゃねえか」

「もう手て遅おくれなのだ」

　確信犯!!

　使い方が誤りだとよく言われるが敢えてもう一度言おう！　この確信犯め！

　だが何を言おうと、メルはドヤ顔で指輪を見せつけるだけだった。

「そういや、お前。アステルの広場でのこと、本当に覚えていないのか？」

「む？　メルが別人のようだった、という話か？」

　見た目はメルのままだが、中身がまるで別人だった。話し方も、表情も、全然違ちがう。強しいて言うなら、別人がログインしているみたいな感じだろうか。メルはＮＰＣだから、ＡＩの設定が別キャラに差し替かわった、と言った方が近いかも知れない。

　俺と会って、凄すごく嬉うれしそうなリアクションと、その後のショックを受けたような反応がとてもリアルだった。

「言われてみれば、そんなことがあったような気もするのだが……よく分からないのだ」

「そうか……じゃあ、モンフォールの地下にある部屋のことは知っているか？」

「部屋はいっぱいあるのだ」

「えー、本棚があって、反対側の壁に勉強机っぽいのがあって……部屋の真ん中には丸テーブルと椅子があってだな……」

　メルは困ったように眉まゆを寄せると、腕を組んだ。

「よく分からないのだ。行ってみないと分からないのだ」

「そうか……今度、一度メルを連れて行ってみるか」

「それはいい考えなのだ！　旅行するのだ！　ハネムーンなのだ!!」

　メルはずいっと顔を近付けた。って、近い近い。

「いつ行くのだ!?　今か？　今なのか!?」

「今は行かない！　今は！　だから落ち着け！」

　メルはむくれると、俺の腕を強く抱きかかえた。

「つまらないのだ」

「カルダートでやらなきゃならない仕事があるからな。それとインフェルミアにも一度戻らないと」

　２Ａギルドと戦って深手を負った、アドラとグラシャも心配だしな。

　立ち上がろうとしたが、腕にメルの重さをずしりと感じた。中ちゆう途と半はん端ぱな姿勢で俺はメルに言った。

「放すんだメル。俺は出で掛かけてくる」

「……いやなのだ」

「会いに来てやったろ？　ワガママ言うんじゃない」

「もっと……だーりんと一いつ緒しよにいたいのだ」

「何でだよ？」

「……分からないのだ。でも、何だか離はなれていると、すごく寂さみしいのだ」

　まあ、これだけ懐なつかれると嫌な気はしないけど。

　俺はメルの頭を撫なでてやった。気持ちよさそうに目を細め、腕のロックが緩ゆるんだ隙すきに、

「あっ!?　だーりんっ！」

　すばやく腕を引っこ抜ぬくと、ソファから離れる。

「大事な用事があるんだ。いい子で待ってろよ」

「待って、待って……欲しいのだ」

　悲しそうな顔をするメルに背を向け、俺は家を出た。

　あの様子じゃ、モンフォールに連れて行ったところで、何か新しい情報が得られる可能性は薄うすい。今は時間が惜おしいからな。メルも、まあ可愛かわいいと言えば可愛いが、時間の無む駄だになってしまう。

　俺は足早にカルダート・パークタウンを出ると、ギルドホールへと向かった。
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　ギルドホールのロビーには、２Ａギルドがたむろっている一角がある。そこにいたのは、毒ぶす島じま、宮みや腰こし、扇おうぎ谷や、それと……誰だっけ、こいつ。

「おー堂巡じゃん。どっか行ってたのかよ？」

　ふんぞり返って座っている扇谷が片手を上げる。こいつのアホっぽい態度も、あまり気にならなくなってきた。前は一挙手一投足が気に障さわったのだが。これも慣れかな。

「ちょっと町をぶらぶらしてただけだよ。新しいアイテムとか売ってないかな、って思って」

「ふーん、ま、突っ立ってねーで座れよ」

　相変わらず偉えらそうな態度だが、それほど悪気があるわけじゃない。偉そうに、ふてぶてしい態度を取ることで、自分は強い人間なんだとアピールしたい、そう信じたい、或あるいはそこまでいかなくとも、そういう振ふる舞まいをすると気持ちがいい。

　所しよ詮せんはその程度のこと。深い考えがあるわけでも、何かを企たくらんでいるわけでもない。

　可愛いもんだ。

　俺は空いている場所を探し、一番近いところへ腰こしを下ろそうとした。

「え」

　三人掛がけのソファに毒島が一人で座っていたので、そこを選んだ──のだが、毒島が顔をしかめた。

　毒島は左ひだり端はしに座っていたので、俺は距きよ離りを取って右端に座ろうと思ったのだが、ダメなようだ。俺は下ろしかけた腰を上げ、扇谷とモブキャラが座っている方へ行こうとした。

「ちょ……何で避さけるし!?」

　心外そうな顔で文句を言う毒島だが、俺の方が心外だ。

「だって、嫌そうな顔してたから」

「か、勝手に解かい釈しやくすんな！　なんかうちが避けられてるみたいでムカつくし」

　じゃあ、お言葉に甘えて──と端に座ると、

「何でそんな警けい戒かいするみたいな」と文句を言われ、それならと真ん中に寄ると「近すぎるし」と怒おこられた。まったくもってこいつの感覚は難しい。

　そしてそんな風にイジられる俺を見て、扇谷はゲラゲラと笑った。宮腰がじっとりした目で睨にらんでいるのがちょっと恐こわい。

「一いち之の宮みやたちは？」

「まだ戻って来てねーよ。だよな？　山やま田だ」

　扇谷は隣となりに座っている地味顔のモブに話しかけた。そうだ、こいつ山田だった。

「アステルは遠いから、往復に時間がかかるよね」

　と、当たり前のことを言った。

　一之宮、レオンハルト、雛ひな沢ざわ、悠ゆう木きの四人は、大おお原はらとその取り巻きである大原ガールズと交こう渉しようするために、アステルへ遠えん征せい中だ。交渉の内容は、２Ａギルドに協力して欲しいという要求である。直接戦せん闘とうに加わりたくないのであれば、生産職のスキルを活いかし、後方支し援えんをしてくれるだけでも構わない。

　生産職である大原たちに有利なアイテムを作ってもらうのは、２Ａギルドにとってありがたいだろう。それに大原たちも、２Ａギルドに守ってもらえる。となれば、双そう方ほうにメリットがある。出来ない相談じゃない。

　だが、あの脳天気な大原と大原ガールズのことだ。もしかしたら、交渉が長期戦になる可能性もある。

　俺はホールの中を見回して、

「朝霧と有あり栖す川がわは？」

　と訊くと、隣の毒島が顔の半分で「うざ」という気持ちを表した。

「なに？　女子がそんなに気になんの？」

「いや、有栖川も……」

「は？　アリスちゃんを差別する気？」

　……なるほど。有栖川はもう女子扱あつかいになってるのか。いわゆるアレだ。ＬＧＢＴだ。性的マイノリティをバカにしたり、差別すると、怒られるというやつだ。

　ってことは、有栖川はもうカミングアウトしたということなんだな。みんなも受け入れていることだし、今後は俺も女子だと思って接することにしよう。

「あー……ええっと、女子だからじゃなくて、単に姿が見えないからだよ」

　毒島はいかにも機き嫌げんが悪そうに、つんと顔を上げると、

「アリスちゃんは市場へ買いだし。朝霧さんは知らない」

「最近、単独行動が多いわよねぇ。あの子」

　頰ほお杖づえを突つき、ソファにしどけなく座っている宮腰が、含ふくみのある言い方をした。

「え、なになに？　どうしたの？」

　有栖川が、両手に大きな紙かみ袋ぶくろを抱かかえてやって来た。

「今日はどのお店も安売りをしてて、ちょっと時間がかかっちゃった」

　テーブルの上に大きな紙袋を置くと、ふうと息を吐はきながら、額の汗あせをぬぐう。その顔はまさに美少女で、女子扱いするのに何の抵てい抗こうもなかった。

　……あれ？

　有栖川って、元々女子だったんじゃなかったっけ？

　なんか、よく分からなくなってきた。

　毒島は紙袋を覗のぞき込むと、楽しそうに微笑ほほえんだ。

「へー結構買い込んだね。今日ってごちそう？」

「あはは、結果的にそうなりそう。雛沢さんたちが帰ってきたりすると、ちょうどいいんだけどなあ」

　ふと思い出したように、俺は訊きいた。

「一之宮は、大原たちの後をすぐに追ったんだろ？　だったら途と中ちゆうで追い付くだろうし、そんなに時間はかからないんじゃないか？」

　俺の質問に、扇谷が呆あきれたように返事をした。

「なーに言ってんだよ。アイツら、自殺したじゃねーか。って、おめーはいなかったんだっけか」

　──自殺？

　ぞくっと俺の背筋が寒くなった。

　隣の毒島が、不安そうな声を出した。

「大原たち、オルゼリア教から解放された後、すぐ自殺しちゃった。うちら、カルダートへ来ないかって誘さそったんだけど」

　自殺──と言っても、実質は瞬間移動テレポートである。つまり、普ふ通つうの移動手段でアステルに戻もどるより、死んで蘇よみがえった方が早いからだ。しかし──、
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　毒島はますます不安そうな顔になると、俺の方を向いた。

「でもさ、なんかこの前ヘンなメッセージ出たじゃん？　あれって……」

　顔を引きつらせながらも、扇谷は軽いノリで笑った。

「ははは、あんなの冗じよう談だんに決まってるって。それに本当だったとしても、アレだよ、ほら、大原たちはその前に死んでっからさ。へーきだって」

「うん……そうだよね」

　しかし毒島の表情は晴れない。宮腰も暗い顔を上げた。

「でも、あのメッセージが本当かどうか、確かめる気になんてなれないし。もう、あーしは死なないからね。扇谷、冗談だってゆーなら死んでみてよ」

「ばっ、バッカじゃねーの!?　んなもん、ヤに決まってんだろ!!」

　毒島はすがるような目で俺を見つめる。

「ねえ、今までさんざん死んできたじゃん。今からもう、死んじゃダメとかって、出来るのかな？」

　俺に訊くなよ。

「それは……まあ、気を付ければ何とかなるんじゃないか？　そりゃもっとレベルが低かったらヤバかったけど、みんなもう強いしさ」

　暗く沈しずんでいた毒島の顔が、ぱあっと明るさを取り戻した。

「そ、そうだよね。うん、そうにキマり！　あー強くなっといてよかった～」

　有栖川は恥はずかしそうに、きゅっとエプロンドレスのスカートをにぎった。

「ボクはまだ自信ないかな……あはは」

「へーき、へーき。うちらが守ってあげるし！　ど、堂巡は……どうなの？」

「え？　俺は……やっぱり、自信ないかな」

「そっか……じゃあ、アンタも──」

　その時、けたたましい音を立ててホールの扉とびらが開いた。驚おどろいて顔を向けると、一之宮が凄すごい勢いで駆かけ込んできた。

「ひゃっ!?　あ、洸あきらくん!?」

　有栖川は怯おびえるように、身をすくめた。それほどに、一之宮の表情は殺気立っていた。

　こいつがこんな顔をするのは珍めずらしい──って、まさか!?

　俺の正体がバレたのか!?

　いや、でも雫石が一之宮と偶ぐう然ぜん出会う確率は低いはず──。

　緊きん張ちようした俺には目もくれず、一之宮は叫さけんだ。

「雛沢は!?　雛沢は戻ってないか!?」

　俺たちは、口を半開きにしたまま固まった。

　一之宮は素す早ばやくホールの中に目を走らせる。舌打ちをすると、さらに大きな声で怒ど鳴なった。

「どうなんだ!!　いるのか、いないのか!?」

　あまりの剣けん幕まくに有栖川は怯え、瞳ひとみに涙なみだを浮うかべた。扇谷が引きつった笑え顔がおを浮かべ、手を左右に振った。

「いやいや、何言ってんのアキラくん。雛沢と一いつ緒しよなのは、アキラくんたちっしょ？」

　そのとき、ホールの扉が音を立てて開いた。息せき切って入って来たのは、悠木とレオンハルトの二人だ。

　悠木は汗だくの顔をあげ、必死の形相で叫ぶ。

「どう!?　いた!?」

　何より、悠木がこんな大きな声で喋しやべることに驚いた。

　そして、のんびりソファに座っていた俺たちに、得体の知れない不安が忍しのび寄ってくる。

　宮腰が首を傾かしげて答えた。

「何をテンパってるか分かんないけど……見てないわ。メグは？」

「え……うちも……」

　男子たち、それに有栖川も首を左右に振った。

「そんな……」

　悠木が、崩くずれるように膝ひざをついた。

　一之宮は歯を食いしばり、肩かたをふるわせている。レオンハルトもいつもの頭のおかしい言動を見せず、黙だまったままうつむいていた。

　耐たえきれず、俺は一之宮に訊いた。

「一体、どうしたんだ？　雛沢がどうしたんだ？」

　一之宮は顔を歪ゆがめ、血を吐くように言った。

「雛沢が……死んだ」

　それは、この世界に来てからは実に軽い出来事だった。

　たとえ死んでも生き返る。デメリットと言えば、経験値を再び積むのに時間がかかるだけ。死というものが、生死の問題ではないという、元の世界であれば考えられない不条理な世界だからだ。

　──しかし、
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　俺の胸の中が、急速に冷えてゆく。

　あのメッセージは、本当だったのか？

　雛沢は、本当に？

　大原たちは？

　あのメッセージの表示のされ方はおかしかった。まるで引っかかっていたものが、一気に放出されたような。

　あれは、拡張パック適用の条件を満たした瞬間に、表示されるはずだったものじゃないのか？

「死んでない!!」

　悠木が突とつ然ぜん立ち上がった。

「きっとどこかにいる！　カルダートのどこかで復活してるに違ちがいないから！」

　悠木は目の周りを真っ赤にして、ギルドホールを飛び出して行った。

　その後ろ姿を呆ぼう然ぜんと見つめていたが、

「お、オレもちょっと見てくるわ」

「うちも……」

「そうだよ……雛沢さんは殺しても死ぬような人じゃないし。ボクも探してくる！」

　一人、また一人と立ち上がり、外へ出ていった。

　残ったのは、俺と一之宮だけ。

「……何があったんだ。一之宮」

　一之宮は、今にも泣き出しそうな、怒いかりの表情を浮かべた。
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　インフェルミアの自室で、俺は哀川さんと並んでベッドに座っていた。俺は魔ま王おうの鎧よろいを脱ぬぎ、堂巡駆流の姿。哀川さんはいつも通りの奴ど隷れいスタイルで、俺の話を聞いている。

「──それで、雛沢さんは見つかったの？」

「……いえ」

　哀川さんは沈ちん痛つうな面おも持もちでうつむいた。

「そう……でも、ここはエグゾディア・エクソダス。現実と違って死体が残るわけじゃないし、もしかしたら、どこかにデータが保存されている可能性だってあるし……」

　元気付けるようなことを言ってくれるのはありがたい。だが、俺は肩を落としたまま答える。

「結局、犠ぎ牲せい者しやを出しちゃいました。それも、俺が拡張パックを適用させたせいで」

　俺には、あのメッセージがフェイクだと思えない。

　この障害を発生させた黒幕の本気を伝えているような、そんな気がしていた。

　突然、頭が横に引っ張られる。

「……!?」

　哀川さんが俺の頭を抱だきしめ、その大きな胸にうずめさせる。

　抵抗する気力もない俺は、されるがままだった。

「勘かん違ちがいしないで。仮に雛沢さんが本当に亡なくなったとしても、これから誰だれが犠牲になったとしても、それは堂巡くんのせいじゃないわ」

　俺は哀川さんの豊かな胸の感かん触しよくを味わった。とても温かく、甘い香かおりがする、優やさしい感触だった。こんな時にと思うが、理り屈くつではない安らぎと、甘えたくなる魔ま力りよくがあった。

「優しいですね……哀川さん」

「ただの事実よ。雛沢さんを殺したのは、式しき場ばくんというクラスメート。そして元げん凶きようはこの状じよう況きようを作り上げた、謎なぞの黒幕……鏡の仮面」

　頭を撫なでてくれる哀川さんの手はどこまでも優しい。

　年上の女性が持つ、母性の力は凄い。それとも、男はいつまでたっても子供で、単純なだけということだろうか。

「私たちはただのプレイヤーであって、全知全能の存在じゃない。むしろ、堂巡くんは良くやってる。あなたが逃にげ出していたら、今いま頃ごろ２Ａギルドの子たちは全員死んでるわ」

「……ありがとうございます」

　俺は哀川さんの胸から顔を離はなした。ちょっと名残なごり惜おしいが。

「それで、その式場って、どんな子だったの？」

　──第だい六ろく天てん魔ま王おう、式場拓たく海み。

　話をしたことはない。だが教室ではいつも誰かと話をして、楽しそうに笑っていた。俺の記き憶おくからは、奴やつの笑顔しか思い出せない。

「俺はよく知らないんですが、他ほかの連中の話によると、陸上部で短たん距きよ離りをやっていた、明るくて良い奴だそうです。いつも笑顔で、コミュ力も高いとか」

　哀川さんは考え込む仕草をして、小さく唸うなった。

「とすると、他の生徒を配下にしてる可能性が高いわね」

　それは俺も予想していた。ほとんどのマップは走破したが、残る十四名の姿は見つからなかった。そこへ、壁かべの向こうから式場が現れた。となると、残りの生徒たちも壁の向こうにいると考えるのが自然だ。

「ええ。式場を頂点とする組織を作っている可能性があります。そいつらが全員、２Ａギルドを殺すつもりで来たら……結構ヤバイですね」

　ＮＰＣならともかく、元同級生のバーサーカーとか手に負えない。

　それに一之宮の話によれば、式場は相当にレベルを上げているらしい。泣いて暴れる悠木を抱かかえて、命からがら逃げて来た──そう語る一之宮の苦く悶もんの表情が目に焼き付いている。

「とにかく、なるべく早くヘルズラインを使って、外へ連れん絡らくを取りたいですね」

「そうね……図書館でマニュアルを奪うばわれたことが悔くやまれるわね」

　別に責められているわけじゃないが、何となく「あなたがもう少ししっかりしてれば……」と溜ため息を吐つかれた気がした。

「実は……もう一つ。モンフォールでしくじったことがあるんですが……」

「まだあるの？」

　苦笑いで哀川さんは肩をすくめた。

「もう、怒おこる気力もないわ。なに？」

　俺は雫石に正体がバレたことを、さりげなく、軽い出来事として報告した。

「なにやってんのよぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ!!」

　怒られた。ないはずの怒る気力を、絞しぼり出す程ほどの失敗だった。

　哀川さんは額に手を当てて、がっくりとうなだれる。

「……取り返しの付かないことをしたわね」

「はい……弁解のしようもないです……正直、他の連中に身バレするのは時間の問題な気がします」

　哀川さんは、今度は顔をのけぞらせ、天てん井じようを向いた。

「とすると……あの子はもう、インフェルミアに来そうにないわね……」

「まあ、さすがに……来たとしても、二度と入城させないよう御お触ふれを出しましたし」

　哀川さんは俺の方を向くと、大きく溜め息を吐いた。

「過ぎたことは仕方がないわ」

　あれ？　意外とあっさりしてる？

　俺の手に、哀川さんの手が重ねられ──え。

「でも、身の安全には気を付けてね」

「は、はい。まあ、俺は前から死んだら終わりなんで」

「そのことじゃないわ。可愛かわいさ余って憎にくさ百倍じゃないけど、雫石さんが堂巡くんを暗殺しようとするかも知れないじゃない？」

　うわぁ……すげえ、ありそう。

「インフェルミアにいれば安全だけど……」

　哀川さんの柔やわらかい手が、俺の手をきゅっと握にぎった。

　何だかんだ言って、俺のことを心配してくれている。俺は勇気づけられた気がした。

「気を付けます。とりあえず、この後ヘルゼクターと作戦を練りますよ」

「魔王軍で壁の向こうに攻せめ込むの？」

　死んだら終わり、となると２Ａギルドを連れてはいけない。だが──、

　目を閉じたまぶたの裏に、グラシャ、アドラ、サタナキア、フォルネウスの顔が浮うかぶ。

　あいつらだって、同じ事だ。

　死なせるわけにはいかない。

　哀川さんが俺に体を寄せ、軽く寄り掛かかってきた。

「これから先、クラスメート同士で戦うことになるかもね」

「そうですね……」

　もしそうなったら、俺はどうしたらいいんだ？

　式場や、他の奴らも殺さなきゃならないのか？

　自分の命を、２Ａギルドの命を救うために、他のクラスメートを殺すのか。

　ヘルゼクターたち、ＡＩキャラを助けるために、他のクラスメートを殺すのか。

　逆に言えば、俺たちを殺そうとする連中を助けるために、２Ａギルドやヘルゼクターを見殺しにするのか。

　少し悩なやんだくらいで、答えが見つかるような問題じゃない。

　寄り掛かる哀川さんの重みだけが、確かなものに感じられた。




　　　　＋　＋　＋




　インフェルミアの中心にそびえる魔王の塔とう。その上層階に位置する、魔王と四幹部のヘルゼクターだけが入ることを許される魔王の間。
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　久々に全員が勢せい揃ぞろいだ。

　アドラが俺に向かって、深々と頭を下げる。

「ご心配をおかけして、誠まことに申し訳ございません」

「うむ。もう大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　アドラに代わってグラシャが答える。

「ああ、もう全快だぜ！　ま、とっくに治ってたんだけどよ。王様が安静にしてろっつーから、そこらに狩かりに行ったりして遊んでたぜ」

　グラシャ、それ安静じゃない。

「二人とも元気なようで何よりだ。また務めに励はげんでくれ」

「かしこまりました」

「おうっ!!　この前はちっと油断したけどよ、次はこのオレさまがまとめてボコボコにしてやっからよ！」

　アドラもメガネの位置を直し、不気味な笑えみを浮かべた。

「勝ったとはいえ、あれだけの屈くつ辱じよく……あの男、ただではおかぬ」

　今までであれば心強く思ったセリフも、今はもの悲しく聞こえた。

　もはや、こいつらでは２Ａギルドに対たい抗こうするのは難しい。

　奴らはレベルを上げれば上げただけ、どんどん強くなる。才能も、実力も関係なく、淡たん々たんと事務作業のように経験値を上げていけば、強くなるのだ。

　こいつらにはそれが分かっていない。

　あれだけダメージを喰くらったのに、次は勝てると本気で思っている。

　次戦えば、間ま違ちがいなく倒たおされてしまうというのに。

　俺は、切なさに胸が締しめ付けらるような思いがした。

「相変わらず頼たのもしいな。だが独断で戦いを挑いどんではならん。必ず、俺の指示を待て」

「「はっ！」」

　アドラとグラシャは声を合わせて、返事をした。

「さて、まずは報告を聞くか。今回は……あるとすればサタナキアとフォルネウスだけだと思うが……」

「フォルネウスは特にないんだもん！」

　だろうと思った！

　フォルネウスは満面の笑みを浮かべ、羽をぱたぱたと動かしている。なぜ、そんな褒ほめてといわんばかりの態度なのだ。

　対処に困っていると、サタナキアがすっと手を挙げた。

「ヘルシャフト様。バルトルク森林地帯のダークエルフから、少し気になる報告が上がってきております」

「ほう？　何だ」

「バルトルク森林地帯の向こう側にある、壁に囲まれた一帯についてです。アステルにある扉とびらが開き、中から人間の軍団が現れたとのことです」

　俺は思わず身を乗り出した。

「詳くわしく話せ」

「はい。数は不明ですが、確かく認にん出来ているだけで二十万は下りません」

「なに!?」

　魔ま王おう軍ですぐに動かせる兵は、せいぜい二万。各地に出兵の命令を出せば、五万近くになるが……あとはエルフ軍が三万にダークエルフ軍が二万……数の上では圧あつ倒とう的に不利だ。

　しかし人間相手なら、数で劣おとっていても跳はね返せるか。

「問題なのは、人間ながら戦せん闘とう時にバーサーカーとなる、という報告があることです」

　アドラがぴくりと眉まゆを上げた。

「何だと？　狂戦士になるというのか」

「ええ。ですので人間とは思えない力を発揮するとか。所しよ詮せんは人間なので、体は脆もろいのですが、少々厄やつ介かいです。自らの体を破は壊かいしながらも、一いつ切さい頓とん着ちやくせずに戦い続けるそうで、腕うでを失っても、足を失っても、這はって向かってくるそうです」

　狂戦士バーサーカーとは文字通り、理性を失いひたすら戦い続ける戦士のことだ。オークには多いが、人間でというのは珍めずらしい。

「その不気味さと異様な圧力に、戦意を削そがれる者たちもいて……非常に厄介な存在である……とのことであり──」

　グラシャは戦いの喜びを堪こらえきれないように、牙きばを剝むいて笑う。

「面おも白しれえじゃねえか。なあ、王様。とっととぶっ殺しに行こうぜ！」

　サタナキアは気分を害したように眉を寄せた。

「まだ報告の途と中ちゆうです。静かにして下さい。ええっと……人間共の首領は第六天魔王と名乗る男です。人間ながら、恐おそるべき力を持っているとか。アステルの町をほぼ一人で制圧したとも」

　一之宮の話に誇こ張ちようはない、ということか。一体、どれだけレベルを上げやがったんだ。そんな奴やつが十四人もいると思うと、ぞっとする。

「第六天魔王とバーサーカー軍団の動向を見張れ。それと、魔王軍を動かす準備をしておくのだ」

「かしこまりました」

「承知致いたしました」

「おうよ」

「はーい、なんだもん」

　それぞれの返事を聞き、俺は次の手段を考える。

「またウルリエルとゼラギエルの力を借りる必要がありそうだな……」

　それでしたら、とサタナキアが視線を向ける。

「私がお使い妖精フエアリーを放っておきます。何とお伝え致しましょうか？」

「そうだな……バルトルク森林地帯に駐ちゆう留りゆうしているエルフ軍に、バーサーカー軍団を見張らせるのだ。奴らがアステルの町を出たら、至急連れん絡らくを寄こすように。それと、近々伺うかがう旨むねも伝えてくれ」

　承知致しました、と言って、サタナキアはうやうやしく頭を下げた。

　バーサーカーの軍はなかなか手て強ごわそうだ。２Ａギルドと三つ巴どもえの戦いになる可能性もある。そうなれば、誰だれが死んでもおかしくない。

　こいつらだって──、

　俺はヘルゼクターの四人を見つめた。

　バーサーカー軍団との戦争になった場合、だれが先せん鋒ぽうを務めるかで言い争っている。

　こいつらと、突とつ然ぜん別れの時がやってくるかも知れないんだ。

　明日あした会えるとは限らない。

　俺はふとした思い付きを口にした。

「……また、どこかへ寄り道しながら行くのも良いな」

　フォルネウスが、ぱあぁっとまぶしい笑顔を浮かべる。

「本当なんだもん!?　わーいっ！　ヘルさまとお出かけなんだもん!!」

「だ、駄だ目めですよ、フォルネウス。あ、遊びではないのですから」

　そう言うサタナキアも、早くもそわそわした様子を見せている。

「いいな！　軽く腕慣らしに、反はん抗こう的な蛮ばん族ぞくでも蹴け散ちらしながら行くか！」

「旅程の手配は、吸きゆう血けつ鬼き軍団にお任せを」

　グラシャとアドラも満まん更ざらでもない様子だ。

　楽しい思い出を一つでも多く。

　一いつ緒しよに過ごす時間を少しでも長く。

　俺は柄がらにもなく、そんな感傷的な気分に浸ひたっていた。
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　その数日後、俺たちはインフェルミアをヘルザード号で出航し、エルフの国アルズヘイムを目指した。

　俺はヘルザード号の甲かん板ぱんに立ち、行く手の海を見つめていた。今はバルガイア大陸の沿岸部を航行中。右手にはマルドレイク山さん岳がく地帯の険しい山々が続き、所々から噴ふん煙えんが上がっている。天気は快晴。帆ほも風をよくはらんで快調だ。

　ヘルザード号の後ろには、軌き跡せきが白い泡あわの線となって海に引かれ、その後をなぞるように、輸送船が十隻せき続く。アンデッド軍団を中心にした一万の兵を連れて来ているのだ。

「キング。魔王軍の半数の兵を動かすとは、かなり大きな戦いを想定されてらっしゃるのでしょうか？」

　艦かん内ないの見回りを終えて、アドラが俺のもとにやって来た。

「うむ。第だい六ろく天てん魔ま王おうの軍がいつ動くか分からないからな。それに、壁かべの海側を調査するつもりでもある」

「奴らが出て来た壁で囲まれた一帯……恐らくは第六天魔王の王国。その調査というと、アステル以外からの侵しん入にゆうを？」

「そうだ。あの『壁の王国』へ密ひそかに兵を送り込む。高い壁だが、お前たちであれば乗り越こえることが出来よう」

　カルダートのような城じよう壁へきを持つ町は、力ちから尽ずくで門や城壁を破る必要がある。

　だが、壁の王国はあくまで拡張パックのマップとして区切られているにすぎない。拡張パックが有効になっている以上、壁だって乗り越えられるはず。アステルの門だって開いているんだしな。気付かれずに中には入れれば、式しき場ばたちを出し抜ぬけるかも知れない。

「お、ってことは、暴れられそうだな」

　船室で部下たちと酒を飲んでいたグラシャが、酒瓶びん片手に上がってきた。

「うむ。だが、敵の戦力が分からん。まずは中へ入れることを、確認することからだ」

　式場みたいな奴が待ち構えているとも限らない。もし、壁を乗り越えた瞬しゆん間かんに、そんな奴らと出くわしたら……。

「まずは斥せつ候こうを出せ。用心深く進むのだ。よいな」

　先さき程ほどまで舳へ先さきから突つき出た角のような柱、バウスプリットに腰こし掛かけていたサタナキアが話を聞きつけてやって来た。

「ヘルシャフト様。そのお役目、ぜひ私にお命じ下さい」

「ふむ……だが、場所は夜の岸がん壁ぺき。よじ登るのにも時間と労力がかかる。ならば、先発隊は空を飛んで壁の上に行き、足場を築く方がいいだろう。しかも隠おん密みつの作業となれば、ここは──」

　俺はアドラに視線を向ける。

「は。かしこまりました」

　アドラが得意そうな微笑ほほえみで、頭を下げた。

　しょんぼりしたサタナキアに何と言ってフォローするか？　と考えていると、

「あっ！　何か飛んでくるんだもん！」

　はるか上空からフォルネウスの声がした。

　見上げると、高さ五十メートル以上はあるマストの天てつ辺ぺんに、白い羽を広げた堕だ天てん使しが座っている。

「どんな奴だ!?　フォルネウス！」

「分かんないけど、何だかキラキラしてるんだもんっ！」

　ハッと気付くと、サタナキアは空に向かって手を伸のばした。すると、進行方向からフォルネウスの言っていたキラキラ光るものが飛んできた。

　その光は、サタナキアの手の平の上にふわりと着地する。

「ご苦労様です」

　サタナキアがねぎらいの言葉をかけると、その小さな妖よう精せいはスカートをつまんで、可愛かわいらしくお辞じ儀ぎをした。

「お使い妖精フエアリーか」

　エルフが使う、遠えん距きよ離りの通信手段だ。

　手の平サイズの妖精から話を聞くと、サタナキアは俺の方を向いた。

「ゼラギエル様、ウルリエル様からの伝言です。ヘルシャフト様のお越しを、一日千秋の思いでお待ちしておりますとのことです。また、バーサーカーに動きはない、との報告も添そえられています」

　俺は少し考えてから、サタナキアに返事を送るように言った。

「兵も連れて行くので、到とう着ちやくまではまだ数日かかる。俺も会うのを楽しみにしている、と伝えてくれ」

　再びサタナキアがお使い妖精フエアリーを空に放つと、小さな体はあっという間に空の彼方かなたへ見えなくなった。

「ん？」

　俺の視界の隅すみに、小さなアラートが表示された。

『新たなクエストが発生しました！』

　そのアラートを指でタップすると、ウインドウが開いた。

『キルス地方で盗とう賊ぞくの集団が魔ま獣じゆうの村を襲おそっています！　被ひ害がいが拡大中。盗賊を征せい伐ばつし、魔獣を助けて下さい！』

　……何だ？　これは。

　見慣れないウインドウの色とデザインだった。

　さらに言えば、内容も見たことがない。普ふ通つうは俺たち魔ま族ぞく側の行動に対して、クエストが発生するシステムになっている。だが、これは討とう伐ばつ対象が人間だ。

　なによりこのクエストに付けられたタイトル、

「エグゾディア・クエスト……」

　ここに来て、ゲームのタイトルを冠かんしたクエストだと？

　俺の呟つぶやきを耳にしたサタナキアが、不思議そうな顔をした。

「ヘルシャフト様？　そのエグゾディアとは一体？」

「俺にも分からん。だが、そういったクエストが発生しているようだ」

　いっちょ前に腕うでを組んで考え込んでいたフォルネウスが、あっと声を上げた。

「その名前、知ってるんだもん！」

「本当なの？　フォルネウス」

　また変なことを言うのではないかと、心配そうに問いかけるサタナキア。しかしフォルネウスは自信満々でうなずく。

「うんっ！」

「おいおい、また的外れなことを言うんじゃねーだろーな」

　みんなの気持ちを代弁するようにからかうグラシャに、さすがのアドラもうなずかざるを得ない。オチの心構えをするように、メガネの位置を直して訊きいた。

「で？　何なのだ、そのエグゾディアとは」

　俺もどんなアホなことを言うのかと身構える。さあ、こいっ！

　フォルネウスは、夏のひまわりのような笑え顔がおで答える。

「神様の名前なんだもん」

「……」

　神様？

　俺は、にこにこと笑っている堕天使の顔を、じっと見つめた。

「神様とはどういうことだ？　フォルネウス」

「だからフォルネウスが前にいたおうち、天界の神様なんだもん」

　なにぃ!?

　ちょっと待て。本当にいるの？　神様って。

　そういやサタンも、『これから神を倒たおす』とか何とか言ってたけど、あれって比ひ喩ゆじゃなかったのか!?

　しかしこの世界を八割方支配したが、神なんぞ影かげも形も見つかってないぞ？

「フォルネウスよ。この世に神などというものが、本当に存在するのか？」

「いるんだもん。だって、フォルネウスが地上に堕おちてくる前は、一緒に暮らしてたんだもん」

　アドラは疑わしそうな目で、フォルネウスを見おろした。

「それにしては、なかなか思い出せないようだったが……適当な思い付きではないだろうな？」

「ち、ちがうんだもんっ。ちょっと、忘れてただけなんだもんっ」

　フォルネウスは、両手をぶんぶん振ふり回して否定する。

「ちゃんと天国に一番近い島に、天国への階段があるんだもん。その階段を上っていけば、神様のおうちに着けるんだもん」

　何だか予想外の情報が出て来た。

　ん？　天国に一番近い島？

　そういえば、船でログレス大陸に向かう途と中ちゆうに見える島しま影かげを、カルハリアスがそう呼んでいたような。

　しかし、カルハリアスの話では、波や風が邪じや魔まをして近付けないということだったな。

　もしかしたら、天国に一番近い島も拡張パックに含ふくまれているのかも知れない。

　とすると、今なら上陸が可能。そして、エグゾディアという神も、拡張パックで登場する存在ということになる。

　どんな奴やつなんだ？

　俺たちを助けてくれる存在か、或あるいは──、

　新たなラスボス。

　俺は宙に表示されっぱなしになっているウインドウを見つめた。

　一度、こいつをこなしてみるか。

　俺は受じゆ諾だくのボタンを押した。

「針路をキルス地方に取れ」

「ん？　どうかしたのかよ？　王様」

　怪け訝げんな顔をするグラシャに、

「キルス地方で、人間に襲われている魔獣族がいるようだ。救きゆう援えんに向かう」

「んだとぉ!?　マジかよ！」

　グラシャは慌あわてて魔獣族の水夫に指示を出し始めた。

「てめぇら！　キルスに行くぞ!!　帆を増やせ！」

　天に向かって伸びるマストに、巨きよ大だいな黒い帆が登ってゆく。帆はすぐに風をはらみ、青空に黒い翼つばさを広げた。

　魔ま王おう軍の旗き艦かんヘルザード号は速度を増し、キルス地方へ向かった。
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　キルス地方には、そのものズバリなキルスという名の中心都市がある。

　港にヘルザード号を停てい泊はくさせ、俺はヘルゼクターのみを連れて町へ向かった。

　人間が支配する、政治も経済も安定した町だったはずだ。それが今や、見る影もなく荒あれ果てていた。

「これはひどいな……」

　町の規模はカルダートに近い。恐おそらく住人も万単位──もっとも高度なＡＩを搭とう載さいしたＮＰＣはそんなに多くなかっただろうが、それでもかなり大きな町だ。

　そんな町なのに、人ひと影かげはなく、延々と廃はい墟きよが続いている。町の中央には、爆ばく撃げきされたように破は壊かいされた一帯があった。

「一体、何があったのだ……」

　その問いには誰だれも答えることが出来ない。俺たちはかつては賑にぎわっていたであろう通りを歩いて行った。

「キング、あれを」

　アドラが指さす先に、白い煙けむりが一本、空へと伸びている。

　俺は黙だまってうなずくと、音を立てないようにして、煙が上がっている場所へ近付いてゆく。用心して物もの陰かげから様子を窺うかがうと、

「ああっ！　いやっ！　やめて、やめてくださいっ！」

　一人の少女が両りよう腕うでを縛しばられて吊つるされていた。

　その周りには、下品な笑いを浮うかべる男が四人。人間だが、武装しているところを見ると兵士のようだ。しかし身なりは悪く、落ちていた古い鎧よろいを拾って、継つぎ合わせて着ているところを見ると、真っ当な兵士ではないらしい。

「おねえちゃんっ！　おねえちゃんをいじめないでっ！」

　幼よう稚ち園えんくらいの幼女が一人の男に抱だきかかえられている。必死に暴れているが、男の力には逆らえない。

「大人しくしろ、ガキが！　焼いて食っちまうぞ！」

「ひっ!?」

　目の前で煙を上げている焚たき火を見て、幼女は震ふるえ上がった。

「や、やめてください！　その子には手を出さないで！　私でしたら、好きにして構いませんから……きゃっ!!」

　一人の男が少女の頰ほおを張り倒した。

「命令すんじゃねえ！　家か畜ちくの分際で、俺に指図するな！」

「そんな……命令だなんて、私は……」

　少女の頰に涙なみだが流れ、連れん鎖さするように幼女も大声で泣き出した。

　──どうやら、あれがクエストらしい。

　というのも、少女の頭には長い耳が生えている。

　お尻しりには丸くてふわふわした尻尾しつぽ。

　光こう沢たくのある水着のような服に網あみタイツ。

　早い話が──バニーガールだった。

「確かに、獣けものと言えば獣かも知れんが……」

　魔獣の範はん囲いが広すぎないか？　とはいえ、耳も尻尾も本物っぽいが。

「おい、どーすんだよ。王様」

　焦じれたようにグラシャが催さい促そくをしてくる。確かに、小こ汚きたないおっさんに可愛い女の子がいたぶられるのを見ているのは、気分が悪い。

「うむ。グラシャ、助けてやれ」

「うぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ!!」

　命令するやいなや、凶きよう悪あくな笑顔を浮かべて飛び出して行った。

　そして五秒後には悪党四人は地面に倒れて、動かなくなった。

「うあぁあああっ！　くそっ！　ぜんっぜん物足りねぇええええええええ!!」

　苦く悩のうするように頭をぐしゃぐしゃと搔かき毟るグラシャを無視し、サタナキアは少女の縛いましめを解いた。

「おねえちゃぁあああんっ！」

　駆かけ寄るちびっ子バニーを抱きしめ、バニーガール少女は涙を落とした。

「ありがとうございます……本当に、ありがとうございます」

　少女とちびっ子は俺たち一人一人に律りち儀ぎに頭を下げる。その度たびに、大きな耳もぱたぱたとお辞じ儀ぎをするように折れた。

「ん？」

　目の前に『エグゾディア・クエスト達成！』というウインドウが現れた。

『報ほう酬しゆうとして魔ま法ほう石二百個を獲かく得とくしました！』

　何だ？　魔法石って。

　何かのアイテムか素材だろうか。後で調べようと思いウインドウを消すと、バニーガール二人はまだ頭を下げ続けていた。

「もうよい。それよりも聞かせてくれ。一体何があったのだ？」

「はい。私たちは近くの森に住むバニーガールなのですが」

　名前そのまんまなのかよ。

「昔は人間ともいい関係を結んでいたのですが、町がすっかり荒こう廃はいしてからというもの、人間たちの心もすさんで、私たちを狩かるように……」

　サタナキアは形の良い眉まゆを歪ゆがめて、ぽつりとつぶやく。

「何と酷ひどいことを……」

「しかし、キルスの町はどうしてこうなったのだ？　確か平和な町だったはずだが」

「はい……しばらく前に、キルスを治める領主の館やかたが襲おそわれたそうです。それも辺り一帯を破壊し尽つくす程ほどの酷い有様で……それから治安も悪くなり、町は荒廃の一いつ途とを──」

　俺は、そーっと離はなれようとしている堕だ天てん使しの頭を、わっしとつかんだ。

「フォルネウスぅうううううううううううう!!　お前が原因かぁああああああ!!」

　前に俺がフォルネウスに命じた、キルスの領主に親書を渡わたすというお使い。それを、こいつはこともあろうに領主の館を壊こわして、周囲の人間も皆みな殺ごろしにしてきたのだ。

「それがまさか、このようなことを引き起こそうとは……」

　頭が痛い。

「分かった。この件は俺たちに任せておけ。人間たちはいまどこにいるのだ？」

　少女は港と反対の方角を指さした。

「あちらの方角に砦とりでを造っていて、私の仲間が大勢捕とらえられているんです」

「そうか。ならば、俺たちが解放してやろう」

　慌てて少女が付け加える。

「で、でも、相手は数が多くて！　全部で五百人はいるって……」

　グラシャは溜ため息を吐つくと、がくりと肩かたを落とした。

「少ねぇ……」

「え？」

　バニー少女とバニー幼女は、目をぱちくりさせた。

「なあ、王様。オレ一人で行っていいか？」

「まあ、そう言うな。みな船旅で退たい屈くつしているだろう。ここは全員で楽しんでこい」

　ふっと、してやったりな笑えみを浮かべると、アドラが早さつ速そく歩き出した。

「あ、ちょっと待て！　先に行くんじゃねえ！」

　その横を、こんどはサタナキアがモデルのような歩き方で通り過ぎてゆく。

「そんなところでぼーっとしてると置いてゆきますよ」

「てめっ！　サタナキア!!」

「うわーい♪　フォルネウスもがんばるんだもん！」

　が、俺はわっしとつかんだフォルネウスの頭を放さない。

「お前はお仕置きとして黙って見ていろ」

「えええええええええっ!?　ひ、ひどいんだもんっ!?　ヘルさまは悪あく魔まなんだもんっ!!」

　だからお前は俺を何だと。

　人間たちの砦はなかなかの規模だった。濠ほりを巡めぐらし、壁かべを高くし、見張りと武器もしっかり揃そろえていた。

　が、レベルを上げた２Ａギルドならともかく、ごく普ふ通つうのＮＰＣではヘルゼクターの敵ではなかった。

　三人が襲しゆう撃げきを開始して三十分後、砦は陥かん落らくし、人間は全ぜん滅めつ。捕ほ虜りよを全員解放した。

　そんなわけで、バニーたちは俺たちに感謝することしきり。

　ぜひ村に、と招待された。

「我らが英えい雄ゆう！　魔王ヘルシャフト様とヘルゼクター様！」

　村を挙げての歓かん迎げいだった。

　数百人の村人が全すべて女性で、しかも全員バニーガールなのは驚おどろきだが。まあ、これなら人間の男たちが狙ねらいたがるのも分かる。

「グラシャ様っ、本当にカッコ良かったですっ！」

「筋肉がステキ！」

「しかもゴランドの王様のご子息とか……♡」

「おっ!?　何だ、オレのこと知ってんのか！　へへへ、よーし今日は盛り上がろうぜ！」

　そんな感じで狼おおかみにウサギが群がる一方、

「アドラ様……お美しい」

「クールで、気品があって、なんて尊い……」

　うっとりと見つめるバニーたちを、アドラは興味なさそうにあしらっていた。

「私はキングのご命令に従ったまで。私への歓かん待たいは無用。感謝の気持ちはキングに向けるがいい」

　そんな言葉にも、きゃぁあああああと黄色い歓かん声せいが沸わく。

　そしてサタナキアにまで、

「サタナキアお姉様……なんという綺き麗れいなお姿♥」

「わたくしを助けて頂いたときの、凜々しく、颯さつ爽そうとしたお姿、一生忘れられません」

「あの、ぜひ温泉でお体を洗わせて下さいませ♥」

「え、あ……いえ、私は……」

　あいつ、何気に女にモテるんだよな……。

　助けて欲しそうに俺のことを見つめていたが、バニーの集団に連行される姿を敢あえて見送った。

「つまんないんだもん」

　と、ふくれていたフォルネウスだが、料理を食べ始めたら機き嫌げんが直った。単純で助かる。

　食事に酒、歌にウサギのダンスと、さんざんにもてなされた。

　特にダンスはエロくて、なかなかよかった。

　先を急がねばと思いつつ、ついつい楽しくて居座ってしまう。夜も更ふけたので、一晩ここで泊とまることにして、俺たちも温泉に入ることにした。

　来ました、温泉イベント！

　と喜んだ瞬しゆん間かんが、俺にもありました。

　自然石を積み上げて湯船とした、野や趣しゆ溢あふれる露ろ天てん風ぶ呂ろだった。

「いやー、いい湯だな。王様」

「キング、これならば、キルスは保養地として開発をするのも良いのではないかと提案します」

　男湯があった。

　なぜだ。

　バニー族、全員女なのに。

　俺は魔ま王おうの鎧を着た姿で湯船に体を沈しずめた。岩風呂からお湯が溢あふれる。

　うむ。確かにいい湯だ。

　鎧を着たままだと、洗車しているような気分になるが、自分の体を見なければそれも気にならない。

　湯気が漂ただようお湯の中には、グラシャとアドラもいる。グラシャは岩に寄り掛かかり、目いっぱい足を伸のばしている。アドラは湯船の中でも背筋を伸ばして座っていた。

「考えて見たら、お前たちと一いつ緒しよに風呂に入るのは初めてだな」

　アドラのメガネが真っ白に曇くもっていて、思わず噴ふき出しそうになった。

「確かに、以前であればこのような振ふる舞まいは──」

　アドラは眼鏡を外すと、お湯につけて曇りを取る。そして裸ら眼がんのまま、俺を見つめた。

「許せなかったでしょう」

　……え？

　思わずグラシャの方を見ると、

「ま、確かにな」

　えっ？　え!?

「魔王ともあろう者が、思い付いたように些さ事じとも思えるクエストに参加し、あまつさえ部下と一緒に風呂に入るなど、王者たる重みなし──そう判断したでしょう」

　ちょっと待て。

　まさかの、《ＬＯＹＡＬＴＹ》危機!?　久々すぎて、忘れてた！

　意識を集中して、アドラとグラシャのステイタスを確かく認にんする。

　アドラ《ＬＯＹＡＬＴＹ》ＭＡＸ

　グラシャ《ＬＯＹＡＬＴＹ》ＭＡＸ

　……あれ？

「お前たち、俺に反旗をひるがえすわけでは……」

　アドラは口元に微かすかに笑みをたたえ、グラシャは苦笑いを浮うかべている。

「んなわけねーだろ。今さら」

「ええ。以前は魔王らしくない振る舞いを見ますと、妙みように殺意が湧わいたものでしたが……最近は不思議とそういったことが起きません」

　なに？

　お前たち。

　心が、成長しているのか？

「まったくもって奇き妙みような話なのですが、キングの足りない部分を見るにつけ、よりお支えせねばという気持ちが強くなり……むしろ、そのような下々には見せない一面を、私には見せてくださるのかと、嬉うれしくなります」

　アドラの顔がやや紅潮しているのは、お湯のせいだろうか。それとも──、

「おう、オレたちがついていてやらなきゃって気になるぜ！」

　グラシャ。お前も。

「まったく、お前たちは──」

　涙るい腺せんが緩ゆるんだ。

　ふと上を向いた。

　夜空に輝かがやく満天の星。

　どうか涙なみだがこぼれ落ちないように。

「今夜は、最高の星空だな」

　アドラとグラシャも星を見上げた。

　最高の仲間と見る星は、やはり最高だ。
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　このまま魔王軍の艦かん隊たいと一緒にアルズヘイムまで行くつもりだったが、ちらっと２Ａギルドの様子も見てみようと思い付いた。

　ちょっと様子を覗のぞくだけで、すぐに戻もどってくるつもりだが、アドラたちには、俺が戻らなくても予定通りの日程で船を進めるように命じておいた。

　何かトラブルがあって動きが取りづらくなった場合、魔王軍をここで足止めしておくのは得策ではない。俺だけであれば、直接アルズヘイムへ向かうことも出来る。

　それどころか、カルダートから大陸の西の端はじ──エドフ砂さ漠ばくの港町へテレポートして、そこから船に乗れば、魔王軍の艦隊よりも早く着いてしまう。

　俺はキルスの町から離れると、魔王の鎧よろいを脱ぬぎ、カルダートへ瞬間移動テレポートした。

　いや、本当、システムコマンドの瞬間移動テレポートは素す晴ばらしい。これで海も渡わたれれば、最高なんだけどな。

　俺は出店が並ぶ路地に目を走らせ、用心深く歩いて行く。

　雫しずく石いしが俺の正体をバラしている可能性もあるし、黒の黎れい明めい団を使って俺を襲撃するということだって考えられる。

　それに、朝あさ霧ぎりの動向も不気味だ。最近は単独行動が多く、２Ａギルド内でも何をしているのかが分からなくなっているらしい。何を企たくらんでいるのか分からないが、いずれにしろ気を引き締しめてかからねば。

「やっぱり、だーりんなのだ!!」

　引き締めた紐ひもを思いっきり引っ張られた。緩める方向に。

　白金の竜りゆう姫きは土つち煙けむりを上げて走ってくると、俺に飛びついた。

「迎むかえに来てくれたのだな！　では出発するのだ！」

「出発って……どこに？」

「何を言っておるのだ。モンフォールに決まっているのだ」

　ああ、この前の……。

「いや、今は忙いそがしいから、また今度な」

　すると、メルはしょんぼりとして、俺から離はなれた。諦あきらめきれないように、俺の上着の裾すそを指先でつまんでいる。

「だーりんと一緒にお出かけしたいのだ……」

「別に行きたくないわけじゃないが、優先しないといけないことがあるんだよ」

「モンフォールの部屋は知らないのだ。でも行って見れば、何か思い出すかも知れないのだ」

「そりゃ、そうかも知れないが……」

「もっと……かまって欲しいのだ……」

　まあ、それが本音だろうな。

　確かに放置しっぱなしで可哀かわい想そうな気もするが、式場みたいなヤバイ奴やつが現れたんだ。今は我が慢まんしてもらおう。

　俺はメルの頭を、わしゃわしゃと撫なでた。

「いまちょっと忙しいんだ。一段落したら遊んでやるから、いい子で待ってるんだぞ」

　メルは上着をつかんでいた指を離すと、肩かたを落とした。

「わかったのだ……いい子にしてるのだ。その代わり、早くまた、会いに来て欲しいのだ」

「ああ」

　俺はメルに背を向けると、ギルドホールへ向かった。

　しばらくしてから、ちょっと雑にあしらいすぎただろうか？　と、少し可哀想に思った。だが、今は非常に大事なときだ。申し訳ないが、少し我慢してもらおう。幾いくつか問題が解決したら、そのとき相手をしてやればいい。

　──いかん。メルのせいで気が緩んで、警けい戒かいを怠おこたった。

　ばったりと、悠ゆう木き羽う衣い子こと出くわしてからそう思った。

　悠木はどこか虚うつろな瞳ひとみをして、ふらふらと歩いていた。周囲を見回しながら歩いているので、俺はあっさり見つかった。

　でもまあ、俺のことなんて無視するだろう。でも、正体が魔王ヘルシャフトだと知られていたら──。

　悠木は、地上から五センチくらい浮いているんじゃないか？　と疑いたくなるくらい、ふわふわした様子で俺に近付いてくる。

「……ねえ、いた？」

「え？　い、いたって……誰だれが？」

　悠木は、じろりと俺を睨にらんだ。その目の周りが、寝ね不ぶ足そくのようにくすんでいる。

「なるちゃんに決まってるでしょ。雛ひな沢ざわ菜な流るちゃん」

「……」

　こいつ、ずっと探し続けているのか。

　もうあれから何日経たつと思ってるんだ。復活してりゃ、絶対にギルドホールへ戻ってくるだろ……。

　しかし、鬼き気き迫せまる悠木の顔を見ていると、そんなことは言えなかった。

「すまん……最近、見てない。俺はカルダートの外にいることが多いから、そっちを気を付けてみるよ」

　悠木は上うわ目め遣づかいの三白眼で俺を睨んだ。それは、世の中の全すべてを呪のろっているような目だった。

「見たら、すぐに教えてよ」

「……分かった」

　ゆらりと身をひるがえすと、悠木は角を曲がり、ギルドホールと反対方向へ歩いて行く。

　その背中は、あまりにも痛々しかった。
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　ギルドホールのロビーを覗くと、いつもの場所に扇おうぎ谷やだけが座っていた。

「堂どう巡めぐりか……おめーもヒマそうだな」

「みんなは？」

「しらね」

　扇谷は投げやりな様子で答えた。

「悠木は雛沢を探し続けてっし、毒ぶす島じまと宮みや腰こしは相変わらず二人でつるんでて、よくわかんね。アリスと山やま田だ、レオンハルトはあんまかわらねーけど……旗はた振ふりってか、仕切る奴がいねーからな」

「え？　一いち之の宮みやは？」

「ヒキコモリ中。飲んだくれてる」

　なにぃ!?　あの一之宮がか!?

　思わず呆ぼう然ぜんとして、言葉を失った。

「そ……そうなのか……じゃ、朝霧は？」

「一人でどっか行ってるみてーだが、よくしらね」

「そうか……ちなみに、雫石なんて、戻って来てないよな？」

「はぁ？　何でアイツが戻ってくんだよ？　どーせ悪あく魔ま大好きクラブで遊んでんだろ？」

　黒の黎明団な。

　メンバーの五ご間まと鼓つづみ田だに加えて、今ではオルゼリア教に監かん禁きんされていた吉よし原わらと松まつ戸ども参加している。その二人は、事実魔ま王おう軍に助けられたわけだし、黒の黎明団入りしても不思議じゃない。今ではヘルシャフトに心しん酔すいしているらしい。

　だが、首領の雫石が今どうしているのやら。２Ａギルドに俺の正体をバラしていないのは朗報だが、逆に何を考えているのか分からないのが不気味だ。

「分かったよ。ありがとう、扇谷」

「別に……けど、なんだかなー」

　突とつ然ぜん、扇谷は失しつ笑しようした。

「なんか全員、おめーみたいになってきたって思ってな。２Ａギルド、堂巡化」

「なんだよ、それ」

　苦笑いを浮かべると、俺は階段を上って一之宮の部屋へ行った。しかし、ドアをノックしても反応がない。

「おーい一之宮。いるんだろ？　堂巡だ」

　だが返事がない。『踊おどる一いつ角かく獣じゆう亭てい』にでも行っているのか？　と思った頃ころ、ドアが開いた。

「……堂巡、か」

　青白い顔をしていた。この世界では体形はそんなに変わらないはずだが、やつれているように見えた。

　何も言わないが、扉とびらを開けたままにして背を向けたので、入っていい、ということだと解かい釈しやくする。中に入って扉を閉めると、二人きりになった。

　床ゆかには空の酒瓶びんが散乱している。一方、壁かべ沿いには瓶が立てて綺き麗れいに並べてある。とにかくかなりの量だ。現実世界なら病院に入れられているだろう。

「かなり飲んでるな……」

「この世界はダメだな。いくら飲んでもアル中になれない」

「なりたいのかよ」

「現実なら、体を壊こわしてもいいはずだが、気持ち良く酔よっ払ぱらうだけだ。なぜこれだけ飲んでもＨＰが減らないんだ」

　そう嘆なげきながら、ワインのボトルに直接口を付けて豪ごう快かいにあおる。

　少しよろけると、一之宮はベッドに勢いよく腰こしを落とす。ぎしりと軋きしむ音がした。俺は倒たおれていた椅い子すを起こして、そこへ座る。

　何と言って、切り出したものか。そう思っていると、

「俺は、死なせてしまった……」

　穴の底から響ひびくような声だった。一之宮はボトルを置くと、両手で顔を覆おおった。

「本当に、死んでしまったんだ」

「でも、お前のせいじゃないだろ？」

「目の前で雛沢が殺されて……何も出来なかった。式場とやりあえば殺される。それが分かった」

「例のメッセージは、その時は？」

「表示された。雛沢が倒れた、ちょうどその時だ……」

　一之宮の指が曲がり、力が込められる。歯を食いしばり、怒おこっているような、泣いているような形に口が歪ゆがむ。

「式場の拳こぶしが雛沢の背中から飛び出していた……雛沢が倒れるのが、やけにゆっくり見えた。俺は駆かけ寄ろうとした。でも足が動かなかった」

「一之宮……」

「恐こわかったんだ……やり直しがきかない。失敗が許されない。死が、本物の死であることが、こんなに恐おそろしかったのかと、その時初めて分かった。元の世界にいたときだって、実感したことはなかった」

　その気持ちは、分かる。こんなことで共感したくはなかったが。

「なあ、そいつは間ま違ちがいなく式場だったのか？」

「……どうだろうな。服装は全然違ちがうし、雰ふん囲い気きも違っていたが、雛沢は確信していたみたいだ」

　そういや、雛沢は隣となりの席だったな。

「俺たちの名前も呼ばれた。笑ってたよ。その笑え顔がおが恐かった」

　話を聞いているだけで、俺も気分が悪くなりそうだ。

「あいつは昔の式場とは違う。クラスメートのつもりで近寄ると、殺される。しかも奴は俺たちよりもはるかにレベルが高い。俺に出来たのは、暴れる悠木を引きずって、逃にげ帰ることだけだった」

「上等だろ。それだけ出来れば、大したもんだと思うけどな」

「お前は当事者じゃないから、そんなことが言えるんだ」

　そう言われると返す言葉もないが……そこを何とかひねり出す。

「お前が自分を責めるのは分かるが、他ほかの連中はそうは思ってないぞ？　むしろ、お前がいつも通りになるのを待ってるはずだ」

　一之宮は顔を上げると、自じ嘲ちよう的な笑みを浮うかべた。

「俺がしていたことなんて、誰だって出来る」

「そうでもないんだよ」

「俺はもう失敗した。雛沢を死なせてしまった」

「……それは式場のせいだろ？　お前のせいじゃない」

「しかし世間はそうは見ない……俺は、ここにいてはいけないんだ」

　──世間？

　俺は一之宮の言葉に、違い和わ感かんを覚えた。

「世間は……事実を自分が思う形に編集する。真実はどうでもいいんだ……自分がそう思いたいように事実を見る。俺は助けようとしたんだ。だが、絶対にそうは思わない」

　何を言いたいんだ？　こいつは？

　一之宮は残ったワインを一気飲みした。ボトルが手から滑すべり落ち、床に転がった。

「堂巡、これだけは信じて欲しい。俺は今回のトラブルには無関係だ」

「ああ、もちろん信じてる。だから、とりまとめ役を頼たのむ。今の２Ａギルドは烏う合ごうの衆しゆうだ。式場がカルダートへ攻せめてきたら、悲ひ惨さんなことになる」

　一之宮はベッドに倒れるように横になった。

「来るのか……式場が」

「目的は分からないが、式場は俺たちを殺すつもりなんだろ？　だったら来る。いずれな。でも、今このままじゃ犠ぎ牲せい者しやが増える。雛沢が本当に死んでしまったとしても……犠牲者が少ないに越こしたことはない。全ぜん滅めつするより、一人でも生き残った方が良くないか？」

「……また俺にリーダーなんて面めん倒どうなことをしろって言うのか」

「またも何も、今でもリーダーなんだよ」

「全滅したら、どうやって詫わびたらいいんだ」

「お前がやってダメなら、誰がやってもダメだろ」

　一之宮は手で目を覆う。口元が微かすかに微笑ほほえんだ。

「相変わらず口が上手うまいな」

　手を顔から離はなし、ベッドの上で大の字になった。

「……目が覚めたら、下におりる」

　徐じよ々じよに一之宮の目が閉じてゆく。

「分かった」

　俺は腰を上げると、部屋を出ようとした。扉を開けたとき、背後からかすれた声が聞こえた。

「……どうして、俺はこのゲームにログインしているんだ……教えてくれ凛り々り子こ」

　──なに？

「俺を……巻き込む……な」

「お、おい。一之宮？」

　俺は慌あわててベッドに駆け寄った。

　お前、今何を言おうとした？　もう一度ちゃんと話せよ!!

　結構ぐらぐらと大きく揺ゆすったが、目を覚ます気配がない。

　俺は諦あきらめて、部屋を出た。すると廊ろう下かの向こうから、毒島と宮腰がやって来るところだった。

「ちょうどいい、毒島、宮腰！」

「へっ!?」

　毒島はびっくりした顔をして立ち止まった。隣の宮腰は、苦々しく俺を睨にらんだ。

「ちょ……なに呼び捨てにしてんの？　キモいから──」

「ちょっと一之宮を見ててくれないか」

　宮腰を無視して毒島に頼む。すると、さらに驚おどろいた顔をした。

「え？　ドア開けてくれたの!?」

「ああ。それと酔い覚ざましに効く魔ま法ほうとかあったら、使ってやってくれ」

「うん……でも、困ったな……アリスちゃんの方が得意かも」

「分かった。俺が呼んでくる」

「なんでアンタが仕切ってるし！　どーゆーことか説明……って、テメ無視すんな！」

　宮腰の相手をしているヒマはない。俺は有あり栖す川がわの部屋へ行くとドアを叩たたいた。いない。俺はきびすを返し、階段を駆け下りるとロビーを見回した。ここにもいない。

　ってことは、『踊る一角獣亭』か？

　俺はギルドホールの外へ出た。店先に明かりが灯ともされ、暗くなった町を優やさしく照らしている。

　雑ざつ踏とうを縫ぬうように足早に進むと、徐々に人ひと影かげがまばらになってゆく。焼け落ちたオルゼリア教の教会が見えてくる。そしてその前には、大きく口を開けた穴がある。

　拡張パックが一時的に適用されたときに起きた陥かん没ぼつ。それがもう一度開いていた。

　これもやはり拡張パックの一部だったのか。

　縁ふちまで行って覗のぞき込むと、深さ二、三十メートルはある穴の底に遺い跡せきのような石組みと何本もの柱が見えた。中心にあるのは、階段状になった半円形の舞ぶ台たい。ローマ時代の円形劇場というか……ん？

　前見たときは、ただの遺跡としか思わなかったが……今見ると、アステルの広場にあった舞台に似ているように感じる。

「あれは……」

　舞台の上に、白い人影が見えた。

　──朝霧？

　誰だれかと向かい合って話をしている。一体、誰と？

　穴の縁を見回すと、ゆるやかな斜しや面めんが見つかった。朝霧もここを下りたのだろう。俺は物音を立てないように、その坂を下っていった。

　穴の一番底に下りると、遺跡のような柱に身を隠かくした。柱から柱へ、用心深く進む。そうしている内に、微かに声が聞こえてきた。内容まではよく聞き取れない。だが、それより。朝霧が話をしている相手の顔を見て、思わず声を上げそうになった。

　そこには朝霧の顔があった。

[image: ]

　正確に言うなら、

　鏡に映る朝霧の顔。

　──鏡の仮面。

　おい。

　どうして、朝霧が──。

　心臓の音がうるさいほど、大きく鳴った。

　やっぱり、朝霧は鏡の仮面の仲間なのか？

「……こんなの……ただの人殺しよ」

　朝霧の声。

「私の顔を見ろ」

　これが、鏡の仮面の声？

　機械で加工された、無機質で不気味な声だった。

「何が見える？」

「……」

「怒いかりを、憎にくしみをぶつける行こう為い。それは全すべて己おのれへと反射する」

　鏡の仮面に映るのは、向かい合った朝霧の顔。鏡に映った朝霧は、朝霧自身に語りかける。

「正義だと思う怒り。理り不ふ尽じんと感じる憎しみ。親しい者を失ったことに対する復ふく讐しゆう心。それらは君が己の利益を損そこなわれたからに過ぎない。君が利益を得ようとすれば、他人の利益を侵しん害がいする。結局、人は己に向かって剣けんを向けることしか出来ない生き物なのだ」

「復讐心を抱かかえているのは、あなたじゃないの？」

　機械で加工された含ふくみ笑いが、ノイズのように聞こえていた。

「私は解げ脱だつした。そのような感情は些さ末まつなことだ」

　一体、何の話をしているんだ？　朝霧は……本当に犯人の仲間なのか？

「私は人間という生き物の正体を検証したい。そして、それを広く知らしめたいのだ。平和、平等、倫りん理り、そのようなものは人間本来の性質に反するものだ」

「本来の性質に反するかどうかは分からないけど、身に着けることは出来ると思う」

「それは君に余よ裕ゆうがあるからだ。しかし、余裕がなくなったとき、人は本ほん性しようを見せる。例えば──」

「……何が言いたいの？」

　鏡の仮面に映る朝霧の顔が、険しくなった。

「二人のうち、助かるのはただ一人。どちらかを犠ぎ牲せいにしなければならない。そのとき、君ならば、どうする？」

「あたしが頼んだんじゃない!!」

　突とつ然ぜん、朝霧が激しい感情を露あらわにした。腰こしに下げた剣の柄つかに手をかける。

　その時、穴の上で爆ばく発はつ音が轟とどろいた。

　──何だ!?

　続けて、人々の悲鳴や叫さけび声が重なってゆく。

　穴の縁を見上げるが、星空以外には何も見えない。

　再び目を舞台に戻もどすと、そこにいるのは朝霧ただ一人。鏡の仮面の姿は消え失うせていた。

　まさか、瞬間移動テレポート？

「堂巡……くん？」

　──しまった。

　騒さわぎに気を取られて、柱の陰かげから飛び出してしまっていた。今さら隠れることも出来ず、俺は舞台の下まで歩み寄った。

「朝霧。今話していた相手は誰だ？」

「あたしが訊ききたいよ。堂巡くんこそ、鏡の男の仲間じゃないの？」

「なに？」

　とぼけているのか？

　にしては、妙みような雰ふん囲い気きだ。朝霧は俺を警けい戒かいのまなざしで見つめている。少し怯おびえているようにも見える。

「俺には、鏡の仮面と相談をしているようにも見えたが」

「それは、堂巡くんがそう思いたいからだよ」

「そうか？　でも打ち合わせをしていたじゃないか」

「……話の内容がよく聞こえなかったんだね？」

　朝霧は簡単なカマかけに引っかけるほど脇わきが甘くない。しかし──、

「この遺跡って、アステルのステージに良く似てるよな」

　朝霧の表情が固まる。当たり。

「この遺跡は、お前に見せるために用意されたものなんじゃないのか？」

「今日はよく喋しやべるね。堂巡くん」

「朝霧は……この世界に来るのは初めてじゃないな？」

「堂巡くんは」

　朝霧はじっと俺を見つめる。

「……どこまで知ってるの？」

　俺は返事が出来なかった。

　朝霧が今にも泣き出しそうな顔をしていたから。

　うるんだ瞳ひとみは、まるで俺にすがり付くよう。

　半開きのピンクの唇くちびるからは、今にも「助けて」という言葉が聞こえてきそうな──、

「あーっ!!　こんなところにっ！　堂巡くん！　朝霧さんっ!!」

　有栖川の声が頭上から響ひびいた。

　見上げると、穴の上で有栖川が口に手を当てて叫んでいる。

「は、早く来てーっ！　て、敵が！　敵が攻せめて来たんだよーっ!!」

「何ぃい!?」

　叫ぶ俺の横を、朝霧が駆かけ抜ぬけて行った。慌てて俺も追いかける。

　坂を駆け上がり、穴から出てみると、

「な……」

　城門の近くから火の手が上がり、叫び声が聞こえてくる。

　町の人たちが右へ左へと逃にげ惑まどっている。その向こうから、剣を振ふり回す兵士がやって来た。適当に切った髪かみに、汚よごれた顔。みすぼらしい鎧よろいに、全身埃ほこりだらけの、汚きたない姿をした男たち。

　意味の通じない雄お叫たけびを上げ、人を斬きり、嚙かみ付き、目に付いたものを片っ端ぱしから壊こわしてゆく。それはまさに、狂戦士そのものだ。

　朝霧はすかさず剣を抜いた。

「城門は破られたの!?　警備兵は!?」

「そ、それが……普ふ通つうに入って来ちゃったみたいなんだ」

　思わず俺は、そんなバカな──と言おうとして、

「あ……」

　サタナキアの報告を思い出した。

『問題なのは、人間ながら戦せん闘とう時にバーサーカーとなる、という報告があることです』

　モンスターであれば町の中には入ってこられない。力ちから尽ずくで城じよう壁へきを破り、警備兵を突とつ破ぱしない限り、そもそも入ることが出来ないのだ。

　だが、人間に対しては無防備だ。自由に町の中に入ることが出来る。

　そうしている間に、人々の悲鳴と、剣が肉を斬り、骨を断たつ音が、家の窓を割り、屋台を壊す音が、こちらに近付いて来る。

　あれが狂戦士だとすれば──、

　式場か!!

　狂戦士たちは白目を剝むき、獣けもののように口を開いて、意味不明な雄叫びを上げていた。そんな集団の中に、旗がひるがえっている。

　──天てん下か布ふ武ぶ。

「有栖川！　他ほかの連中はどこにいる!?」

「えっ？　た、多分ギルドホールにいると思うよ」

「行くぞ!!」

　俺はきびすを返すと、ギルドホールへ向かって駆け出す。が、動く様子のない朝霧に気付いて足を止める。

「朝霧っ！　急げ!!」

「町のみんなを助けなきゃ！」

　くっ！

　俺はとって返すと、朝霧の手首をつかんだ。

「あれは式場の軍だ！」

「え……？」

　朝霧は驚おどろきに目を見開いた。

「ここへ来たってことは、一之宮たちを追ってきたってことだ。つまり、奴やつの獲え物ものは俺たちだ！　ここにいたら町が廃はい墟きよになる！　行くぞ!!」

　だが、それは朝霧を逃がす方便だ。式場の奴は、通過した町を徹てつ底てい的に破は壊かいしなければ、気が済まない。それは、モンフォールを見れば明らかだ。

　俺と朝霧、有栖川はギルドホールに向けて全速力で走った。

　走りながら俺は、疑問を感じた。

　──モンフォール？

　何で俺は、モンフォールが式場に落とされたって思ったんだ？

　それを言うなら、アステルだろ？

　混乱しているのか？　俺は。

　きっとそうだ……多分、廃墟つながりで連想しただけだろう。

　今度は唐とう突とつにメルのことを思い出した。

　そういえば、メルは大だい丈じよう夫ぶだろうか？

　俺は心の中で、カルダート・パークタウンのメルの家を思い描えがいた。しかし、今からメルの安否を確かく認にんしに行く余裕はない。

　なに、メルのことだ。バーサーカーごときにやられるような奴じゃない。あいつなら大丈夫だろう。そう思い込むと、俺たちはギルドホールに駆け込んだ。すると扇谷の裏返った声が出で迎むかえた。

「どこ行っていやがったんだっての!!　朝霧っ、アリス！　堂巡も!!」

　そこには、２Ａギルドが全員集まっていた。その中心には──一之宮。

　先さき程ほどとは見み違ちがえるような、引き締しまった顔をしている。

「敵は見たか？　状じよう況きようは？」

　俺の方を見て訊いたので、咄とつ嗟さに答えた。

「敵はＮＰＣの人間だ！　城壁も警備兵も役に立たない。しかもバーサク状態で、手が付けられない」

「分かった。ＮＰＣとはいえ、人間相手は気が引けるが、やむを得ない。排はい除じよを──」

「それより早く逃げるんだ！　カルダートから脱だつ出しゆつしよう！」

「なに？」

「あれは式場の軍だ！」

　そう言った瞬間、しんと静まり返った。

　一之宮が苦しげな表情を浮うかべる。

「……確かなのか？」

「ああ、天下布武の旗があった」

　ふたたび静せい寂じやくが広がった。

　おいおい、じっとしてるヒマなんてないんだぞ!?

「奴らの狙ねらいは俺たちだ！　このままじゃカルダートが巻き添ぞえだ。すぐに裏門から出発しよう!!」

　一之宮は気合いを入れるように、一度強く息を吐はいた。

「よし！　南門から出よう。近くに駐とめてあるドラゴンホースを使うぞ！」

　ドラゴンホースは馬を爬は虫ちゆう類るいにしたような生き物だ。顔はトカゲにそっくりだが、人間に従順で、馬のように足が速い。

　裏口に向かって走る２Ａギルドの中で、ただ一人逆方向に駆け出した奴がいた。

　──悠木!?

「ぅぅううううううううあああああああああああああああああっ!!」

　雄叫びを上げて外へ飛び出してゆく。

「悠木を押さえろ!!」

　俺はそう叫んで後を追った。

「うわぁあああああああああああああああああああっ！」

　しかし、絶ぜつ叫きようを上げながら疾しつ走そうする悠木は速い。

　畜ちく生しよう！　全然追い付けねえぞ!!

　しかし俺の横を風が吹ふき抜けてゆく。

　朝霧!?

　悠木が角を曲がった。

　続けて朝霧の姿も、その角へ消える。さらに俺は、一之宮、扇谷、レオンハルト、にも追い抜かれ、数秒遅おくれて角を曲がる。

「!?」

　角を曲がったところで、扇谷たちが立ち止まっていた。危あやうくぶつかりそうになる。

　って、何で立ち止まっていやが──、

　立ちふさがる２Ａギルドの背中の先には、カルダートが燃える炎ほのお。

　その炎を前に狂戦士バーサーカーの人ひと垣がきが、黒く浮かび上がっている。

　その真ん中に、奴がいた。

「へえ……お前ら、こんなとこにいやがったか」

　片方の口の端はしをにっと上げて、笑った。

「出迎えご苦労」

　狂きよう気きの目。

　狂気の微笑ほほえみ。

「──っ」

　胸の中がぞっとしたものでいっぱいになる。

　恐こわい。

　俺は後ずさり、素す早ばやく建物の角に身を隠かくした。

　──え？

　何で？

　俺は何をしているんだ？

　自分の手を見ると、小刻みに震ふるえている。

　なぜだ。

　壮そう馬まにも、魔ま王おうサタンにだって立ち向かった、この俺が。

　体が勝手に震えている。

「く……」

　俺は必死に恐きよう怖ふを堪こらえ、角からそっと顔を覗のぞかせた。

　狂戦士の前に立つ男──間ま違ちがいない。

　格好や表情に教室での面おも影かげはないが、あれは式場拓たく海みだ。

　髪は手入れをしていないらしくボサボサ。服もまるでオークのように、肌はだの露ろ出しゆつが多く鋲びようや棘とげの打たれた革かわの上着。そのボロさが逆に凄味を感じさせる。鎧を着ていないのと、両りよう腕うでに嵌はめた手てつ甲こうから、闘とう士しであることが分かる。

　でも、だからって何だって言うんだ。

　なぜ、あんなただのクラスメートを怖こわがってるんだ？

　式場は鷹おう揚ように辺りを見回した。

「これで全部か？　数が少ないような気もするがまあいい。殺してから考える」

　俺の心臓が、痛いほどに縮こまった。

　一之宮が責めるように叫さけぶ。

「式場！　お前は一体、何を考えているんだ!?　同じクラスの仲間だぞ!?　それを！」

　しかし式場は、薄うす気き味み悪わるい笑いで返す。

「ばぁか。何が仲間だ、クソが。そういうテメーは仲間が殺されたのに、見殺しにして逃げ帰ったじゃねえか。だろ？　一之宮くぅーん」

「……ふざけるな」

　そうつぶやいたのは、一之宮ではない。

　悠木だ。背中が怒いかりに震えている。

「なるちゃんは、死んでなんかない。今は、見つからないだけ」

　式場は「あぁん？」と眉まゆを歪ゆがめた。

「もしかして、雛沢のことか？　ああ、鳥みたいに簡単に死んだな」

「だから死んでないって、言ってんだろ!!」

　悠木とは思えない叫び声だった。だがその裏に、涙なみだと悲痛な思いが込められている。

「死んだに決まってんだろうが！　バカが!!」

　ＨＰまで削けずられそうな恫どう喝かつだった。

　２Ａギルドの面々は、戸と惑まどいの表情で顔を見合わせた。その様子を、式場は怪け訝げんな顔で眺ながめていた。

「死んで生き返るとか、何の宗教にハマってんだカスが！　ここはな、ゲームじゃねえんだよ!!」

　俺の心臓は早はや鐘がねのように鳴り響ひびいていた。

　やはり、壁かべの向こうでは、最初からそのルールだったんだ。

　死んだら終わり。ゲームオーバー。

　だが悠木はビビるどころか、式場に向かって歩き出した。強く、拳こぶしを握にぎりしめて。

　はっと気付くと、朝霧が飛び出すように後を追い、悠木を後ろから押さえた。

　悠木は、病的な目つきで朝霧を睨にらみ付ける。

「邪じや魔まをしないで!!」

「今は逃にげるのよ！　無む謀ぼうだわ！」

　悠木は朝霧を振ふり払はらうように、拳を振るった。それは何の遠えん慮りよもない、本気の一いち撃げきだった。朝霧は紙かみ一ひと重えの差で、ギリギリ避よけた。

「羽衣子ちゃん！」

「うるさい！　あいつ、あいつは、なるちゃんを……許せないっ！　殺す！　絶対殺す!!」

　俺は鬼おにのような形相で吠ほえる悠木を、呆ぼう然ぜんと見つめた。

「殺す、殺す、殺してやる！　体を穴だらけにして、手足をむしり取ってやる！　首を引きちぎって、踏ふみ潰つぶすっ!!」

　鬼き気き迫せまる表情で、滂ぼう沱だの涙を流しながら、悠木は叫んだ。

「はははははは！　口だけかよ。テメーも逃げただろうが」

　式場は悠木をせせら笑った。

「だが正解だぜ。おかげで何日かは長生きできた。見殺しにした賢かしこい自分に感謝するんだな」

　もう耐たえられないとばかりに、朝霧が叫ぶ。

「いいかげんにして！　一体、どうしちゃったの!?　式場くん！」

「朝霧。お前らこそどうかしてるぜ？」

「え？」

「何で、つるんでんだよ？　お前ら」

「つるむ……って」

　ここは現実とは違ちがう世界だ。力を合わせ、パーティを組み、ギルドを作る。そうして困難を乗り切る。朝霧にとってそれは前提条件であり、そこに疑問を投げかけることの方が、理解が出来ない。

　だが、俺には少し分かる。

　それは、他人が恐いからだ。

　他人と接するのが不安なのだ。

　なぜなら、自分が他人を傷付けるのが恐いからだ。そして他人が自分を傷付けるのは、もっと恐い。

　だが、朝霧は戸惑うだけだ。

「そ、そんなの！　あたりまえでしょ!?」

「違う。違う。違う！」

　なぜこんなことが分からない？　という式場の口ぶりに、朝霧は戸惑いの色を浮かべた。

「いいか!?　他人なんか信用できねーんだよ！　信用出来る人間は──」

　みんなが解けないクイズの答えを披ひ露ろうするように、式場は得意げに微笑む。

「死体だけだ」

「うあぁあああああああああああああああああああああああっ!!」

　悠木が飛び出し、そしてすぐに足が力を失った。

「な──」

　力の抜ぬけた体はぐにゃりと曲がるように、前に倒たおれた。

「ごめん……悠木さん」

　俺の後ろで、有栖川が悠木に杖つえを向けていた。そして大声を上げた。

「朝霧さん！　悠木さんを早く！」

　素早く悠木の体を抱だき上げると、朝霧はきびすを返した。

　その様子をつまらなそうに眺めていた式場は、ぺっとつばを吐く。そして両手の手甲をぶつけ合わせた。

「茶番は終わりだ。じゃあ、殺すぞ」

　２Ａギルドはじりじりと後退を始めた。俺も、今すぐ逃げ出したい。

　だが、逃げ切れるか？

　そう思った矢先、バーサーカーたちが咆ほう哮こうを上げて向かって来た。

「来るぞ！」

　一之宮と朝霧が剣けんを抜く。

　俺も戦わなければ。そう思うが、足が動かない。

　そうだ、俺の戦せん闘とう力は、みんなには到とう底てい及およばない。参加しても、意味がない。いや、だったら何か作戦を考えろ。

　だが、何も思い付かない。

　くそっ！　本当に、どうしちまったんだ、俺は!?

　頭を抱かかえたとき、馬の蹄ひづめの音が近付いて来た。何頭もの音が重なっている。

　後ろを振り返ると、バーサーカーとは反対の方角、南門の方からドラゴンホースの群れがやって来た。

　その中に、ドラゴンホースに跨またがる、人ひと影かげが二つ。

　──毒島と宮腰！

　俺は角から飛び出すと、２Ａギルドに向かって叫んだ。

「ドラゴンホースが来たぞ！　撤てつ退たいだ!!」

　俺の声に反応して、２Ａギルドが一いつ斉せいに戻もどってくる。ちょうど、毒島と宮腰が俺の前でドラゴンホースを止めた。

　飛び乗るようにして、その一頭に跨がる。

　一之宮が悠木を鞍くらに乗せてから、跨がった。

「乗ったらすぐに出ろ！　落ち合う場所は、魔王殺しの剣ホーリーグレイヴを見つけた場所だ！」

　魔王殺しの剣を発見した場所。つまり、ここから南下したラムル山脈のダンジョン跡あと。

　２Ａギルドは、次々とドラゴンホースに跨がると駆かけ出してゆく。

　俺もドラゴンホースの腹を蹴けろうとして、

「朝霧！　もういい！　早くしろ!!」

　最後までバーサーカーと剣を合わせている朝霧に向かって叫ぶ。

「『アクセラレーター』!!」

　朝霧は奥の手を使った。ＨＰの半分を消費して、一時的に己おのれのスピードを上げ、攻こう撃げきのウエイトもゼロにする。

　俺が瞬まばたきする間に、十数体のバーサーカーを斬きり伏ふせる。しかしアクセラレーターの効果はすぐに切れる。朝霧はバーサーカーが怯ひるんだ隙すきに背中を向け、俺の方へ駆け出した。

「早く!!」

　先さき程ほどまでの超ちよう人じん的な速度に比べると、焦じれったい程に遅おそい。

「朝霧っ!!」

　すぐ後ろにバーサーカーが迫せまっている。朝霧は地面を蹴って、空中で回転すると、俺の後ろに飛び乗った。そして振り向きもせずに、後ろに剣を突つき出す。

　追ってきたバーサーカーが串くし刺ざしになった。

「早く出して!!」

　朝霧の緊きん迫ぱくした声に、俺は思いきりドラゴンホースの腹を蹴った。矢が放たれたようにドラゴンホースが駆け出す。

　追いすがってくるバーサーカーに向かって、朝霧はさらに必殺剣を振るった。

「『ライトニング』！」

　光の軌き跡せきがバーサーカーの群れを斬り裂さいた。

「!?」

　だがその後ろから、式場が飛び出した。

「待てよ、このヤロウ!!　テメーら、早く追えぇえええええええ!!」

　俺は音が聞こえそうなほど脈打つ心臓を押さえた。

　大だい丈じよう夫ぶ。逃げられる。

　だが、振り向くのが恐こわい。

「お、追ってきてるか？」

　震ふるえる声で訊きくと、背中から暗い朝霧の声が返ってくる。

「ううん。足は特別速くはないみたい」

　俺は自分でも驚おどろくくらい、深い溜ため息を吐ついた。

「……そう、か」

「いくらレベルを上げても、ドラゴンホースと同じ速度じゃ走れないもんね」

「そ、そうだな」

「だから安心していいよ」

「……」

　知ったような口をきくな、と心の中で悪態を吐いた。

　ギリギリだった。

　あと少し遅おくれていたら、お前は殺されていたんだぞ！

　そして俺も！

　俺はお前を助けると誓ちかったのに!!

　だが、しばらくすると──、

　何で俺はそんなに腹を立てたのか、不思議に思った。

　それに、

　俺はまだ朝霧を助ける誓いを大切にしていたのか、と自分自身に驚いた。

　疑いながら信じ、恐おそれながら大事に思っている。

　自分でも、自分の心が分からない。

「……このままラムル山脈のダンジョン跡を目指すぞ」

「そうだね」

　朝霧は俺の腹に手を回した。

　本当は警けい戒かいしなければいけない場面だ。

　もし、このまま、腹を斬られたら──、

　俺の背中に人の重さが寄り掛かかる。

「……？」

　柔やわらかい弾だん力りよくが、背中に押し当てられた。その柔らかさを通じて、激しい鼓こ動どうが伝わってくる。腹に回された腕うでが震えている。しがみつくような腕から、俺は朝霧の恐きよう怖ふと不安を感じ取った。

　それは錯さつ覚かくかも知れない。

　朝霧が俺を籠ろう絡らくしようとしているのかも知れない。

　だが、

　その恐怖と不安は、俺と同じものに思えた。

　不思議と、気持ちが重なっているような、そんな気がした。
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　カルダートから落ち延びた俺たちは、グラールシュトックからラムル山脈のダンジョンを通り抜け、サンディアーノまで撤退した。

　ラムル山脈のダンジョンは、わざと落らく盤ばんを起こして通れないようにしてきた。これでバーサーカー共も、そう簡単には追ってこられない。

　それから俺たちは、逃にげるための足を確保するため、船の手配をすることにした。あいにく丁度いい船がなく、古い船を修復して使うことになったが、完成まで四、五日かかるというのが造船所の返事だった。

　それまでは、式しき場ばの軍がやって来ないことを祈いのりつつ、レベル上げをすることになった。２Ａギルドのレベル上じよう昇しようは、魔ま王おう軍としては歓かん迎げいできないが、この際やむを得ない。

　尤もつとも俺はレベルが上がらないので、何もすることがない。

　と言うより、カルダートへはこっそり様子を伺うかがいに行く程度のつもりだった。

　早いところアルズヘイムへ行って、魔王軍と合流しないと。

　それにウルリエルたちに確かく認にんしたいこともある。

　エルフたちが、式場の軍を見張っていたはずなのだ。それが、どうしてカルダートまでやって来たのか。

　あの大部隊が、エルフやダークエルフの目をごまかして出しゆつ陣じんしたとは、到とう底てい思えない。まさか、寝ねていたわけじゃないだろうな。

　２Ａギルドのことも気がかりではあるが、一いち之の宮みやは復活したし、バーサーカーもそう簡単にはラムル山脈のこちら側には来られないだろう。

　山脈を越こえるのはたとえバーサク状態になったとしても人間には無理だし、ダンジョンを掘ほり返すのも時間がかかる。

　船を使えば話は別だが、壁かべに囲まれていたせいか、奴やつらには造船技術も操船技術もないらしい。これは２Ａギルドにとっても、魔王軍にとっても大きなアドバンテージだ。

「ひとまずは、エドフ砂さ漠ばくの西せい端たんにある港町までテレポートか……」

　そこから船で一日行けば、そこはアルズヘイムだ。




　──そんなわけで、

　俺は魔王軍よりも一足早く、アルズヘイムのヴァイスクローネ城へとやって来た。

「まったく、今度は何用だ。魔王」

　ウルリエルは相変わらず気位が高く、尊大な態度だった。

　さすがは管理者の補ほ佐さ機能までこなすエルフの女王。

　惜おしむらくは──全ぜん裸らで俺の膝ひざの上に乗っていなければ、完かん璧ぺきだったのだが。

「寝ね心地ごこちが悪いぞ、魔王。もっと腕で包むようにしろ」

「はあ……」

「ああ、今くらいがいいな。それにしても魔王の鎧よろいとは面おも白しろいものだ。戦うときは硬かたくなるが、こうしているとぷにゅぷにゅして、何とも触さわり心地ごこちが良い」

　ご満まん悦えつのウルリエルを、向かい側に座っているゼラギエルが睨にらみ付けていた。そしてこちらも、やはり全裸。こめかみに血管を浮うかばせ、目をつり上げている。

「ちょっとウルリエル。いくらなんでも、甘え過ぎじゃありませんの？」

「妬やくな妬くな。お前には実質アルズヘイムを自由にさせてやっている。政治と行政で遊んでいればいいだろう」

「く……わたくしが支配者のはずなのに、なぜか臣下扱あつかいされている気がしますわ」

　ここはヴァイスクローネ城にある会議室兼けんサウナである。低温に設定してあるので、長時間いてもさほど厳しくはない。

「──が、俺はそろそろ出ようと思うが」

「よかろう。ではベッドへ連れて行くがよい」

「……」

　もう、何なんだ。この女王様。

　ゼラギエルも呆あきれた顔で、溜め息を吐いている。

　俺はウルリエルを抱だいたまま立ち上がると、会議室の奥側のドアを開けた。

　そこはもう、ベッドルーム。天てん蓋がい付きのゴージャスなベッドが鎮ちん座ざした、女王様の寝しん室しつ兼、俺専用の接待部屋である。

　会議室のドアを開けると、即そく寝室ってこの造り、どうなの？

　設計を指示したのはゼラギエルだけど。

　俺はウルリエルを優やさしくベッドに横たえた。

「うむ、では存分に私を愛めでるがいい」

「あー……でも」

　俺は救いを求めるようにゼラギエルを見たが、つんと顔を背そむけられた。その動きに合わせて、巨きよ大だいな胸がぶるんと左右に揺ゆれるのが大だい迫はく力りよく。

　ウルリエルは目を細め、くすくすと笑った。

「どうした？　私に助言を求めに来たのであろう？　ならば、誠意を見せるがいい」

「あのな……言っておくが、俺が支配者だぞ？」

「無論そうだとも」

「じゃあ、ヘルズラインについて教えてくれ」

「ほぅ……どこかで聞いた気がするが……どうにも思い出せんなぁ……」

　こっ、この野や郎ろう！　ニヤニヤしやがって！　絶対知ってるって顔だろ、それ！

「仕方あるまい。ならば──」

「あ、少し待て。魔王」

　何なんだよ。フェイントかよ。

「お前は人間……に擬ぎ態たいすることが出来たはずだな。ここでやって見せよ」

　え!?

「まあっ！　そうなんですの!?　ぜひ、わたくしも見てみたいですわっ！」

　余計なこと言いやがって！　ゼラギエルまで目を輝かがやかせてるじゃねえか！

　俺が渋しぶっていると、

「どうした？　私に訊きたいことがあるのだろう？　うん？」

　と煽あおるようなことを言いやがるエルフの女王様。

「まったく、仕方のない奴だな……」

　人間になった瞬しゆん間かんに、いきなり殺したりしないだろうな？

　俺は魔王の装備を外し、どうせ脱ぬぐことになるならと、思い切って通常の装備もオフ。

　生まれたままの姿を、二人の女王の前に晒さらした。でもさりげなく手を前に組んで、大事なところを隠かくしてしまった。

　ウルリエルは俺の人間の姿を見たことがあるが、ゼラギエルは初めてだ。果たしてどんな反応をするか、ビクビクしながら様子を窺うかがうと、

「まあまあまあ！　どうしましょうっ!?」

　よだれを垂らさんばかりの笑え顔がおで駆かけ寄ってきた。

「う……わ」

　身長百九十はあるゼラギエルが駆け寄ってくるのは、堂どう巡めぐり駆流かけるの姿で見ると軽く恐怖を覚える程ほどの大迫力。肉にく食しよく獣じゆうに襲おそわれる無力な動物のように、俺は固まっていた。

　俺の顔よりも大きな胸を、ぶるんと揺らしながら手を広げ、

「何て可愛かわいらしいのっ♥」

　捕ほ食しよくされるように抱きしめられた。巨大な胸に顔がどこまでも沈しずみ込んでゆく。窒ちつ息そくしそうになり、よじ登るように首を上げ、何とか胸の海から鼻を出す。

　目をキラキラと輝かせるゼラギエルが見おろしていた。

　体格差は完全に大人と子供だ。

「どうだ？　この姿も一興だろう。ゼラギエル」

　ベッドから下りて、ウルリエルも俺の横に並んで立った。普ふ段だんはヘルシャフトの姿なので意識していなかったが、ウルリエルも意外と背が高い。少なくとも、俺よりは。さすがはエルフ。

「まったくですわ！　こんな楽しみを独り占じめしていたなんて、許せませんわ」

　そう言って、ゼラギエルは俺に頰ほおずりした。

　綺き麗れいなお姉さん二人に囲まれ、何だか子供に戻もどった気分。しかし、本当の子供というわけではないので、色々と問題もある。

「あら？」

　抱きしめられて前を隠せなくなった俺は、ゼラギエルの太ももに硬いものを押し付ける結果となっていたのだ。

　ゼラギエルはねっとりとした笑みで俺の顔と、自分の太ももを突つっつくモノを見比べた。

「本当にかわいい♥　さ、今日はわたくしたちが可愛らしくなった魔王様を、美味おいしく頂いてしまいますからね？」

「い、いや……この姿でも俺は、魔王ヘル──」

　俺の顔を強ごう引いんに横に向かせ、ウルリエルは唇くちびるを奪うばった。

　柔らかい舌が積極的に俺の口こう腔こう内に入り込み、貪むさぼるように動き回る。俺の舌に絡からみつき、撫なで上げる。それはくすぐったくも、背筋がぞわぞわするような快感だった。

　ウルリエルはそれだけでは気が済まないのか、なかなか唇を離はなさない。今度は、歯と歯は茎ぐきの形を確認するかのように、丹たん念ねんに愛あい撫ぶしてきた。

　なぜか尾びてい骨に響ひびく快感だった。

　ただされるがままに口の中を蹂じゆう躙りんされ、思考力が落ちてきた頃ころ、やっと唇を解放された。

「ふふ……その姿では魔王と名乗ったところで、説得力がないな」

「う……ウルリエル……お前……」

「今この時だけは、貴様は我ら二人の女王の性せい欲よく処理係だ。我らの協力が欲しいのだろう？　ならば、せいぜい尽つくすが良い」

　口元に嗜虐的な笑みを浮かべ、欲よく情じように光る瞳ひとみで俺を見つめるウルリエル。これだけストレートに欲よく望ぼうをぶつけてくるのは珍めずらしい。

　やはりゲームの管理業務を担になうだけあって、人間に対しては根本的な好意があるのだろうか。その想おもいを、偶ぐう然ぜん巡めぐってきたこの機会にぶつけているのかも知れない。

　突とつ然ぜん、体が浮いた。

「え？」

　ゼラギエルが俺の脇わきの下に手を入れ、小さな子供のように持ち上げていた。

「うふふ……たっぷり可愛がってあげますからね♥」

　そしてゼラギエルもまた、俺に熱ねつ烈れつなキスをしてきた。

　長い舌が俺の口の中を隅すみ々ずみまで侵しん略りやくし、ゼラギエルの唾だ液えきが口の中に流れ込んでくる。それは花の蜜みつのように甘い香かおりがして、酒に酔よった気分になる。

　ふと気付くと、ゼラギエルは唇を離し、俺のことを慈じ愛あいに満ちた顔で見つめていた。だがその瞳は、妖あやしく、美しく、そして淫いん猥わいに光っている。

「わたくしともっと気持ちのいいこと、したくない？」

　今や俺は、成熟したお姉さんにもてあそばれる小さな男の子でしかなかった。

「……うん」

　素す直なおにうなずくと、ゼラギエルは俺を抱きかかえたまま、ベッドに倒たおれた。俺はゼラギエルという肉の布ふ団とんの上に横になっている。

　エルフの女王が布団とは、なんとも贅ぜい沢たくなものだ。

「さあ、わたくしの体を好きにしていいのですよ？」

　俺の頭を撫でながら、優しく囁ささやく。

　俺はおそるおそる手を伸のばし、ゼラギエルの褐かつ色しよくの乳ち房ぶさに触ふれた。

「んっ……そうですよ。このおっぱいは、あなたのものですから……遠えん慮りよしなくてもいいのですよ」

　そう勇気づけられ、寝ているのにあまり型かた崩くずれを起こさないゼラギエルの胸を揉もみ始めた。その胸があまりに大きいので、自分の手が小さくなったような錯さつ覚かくを起こす。その小さな手で、必死になって揉みしだいた。

　もう片方の胸に顔を近付け、ぴんと上を向いた胸の先を、そっと舐なめた。

「んっ、はぁあっん♥」

　ゼラギエルのあえぎ声に気をよくして、胸の先にしゃぶり付くと口の中で転がすように舐め回す。

「あん……っふふ、いいですよ。がんばって♥」

　男が女を組み敷しいている……はずなのだが、冷静に自分の姿を想像すると、木にしがみついた蟬せみのように思えた。

　ゼラギエルの体は抱き心地が素す晴ばらしく、しがみついているのは至福の快感だった。もっと体を密着させたくて、無意識に下半身を擦こすりつけた。

　硬くなった俺のモノがゼラギエルの股またの間に入り込む。しかし、食虫植物が獲え物ものを捕とらえるように、ゼラギエルは股を閉じて、俺のモノをキツく挟はさみ込んだ。

「あ……っ」

　思わず声を上げると、ゼラギエルが淫みだらで、いたずらっぽい笑みを浮かべた。

「ゼ、ゼラギエル……」

「はい？　なにかしら？」

　白々しく首を傾かしげると、太ももをぎゅっと閉じた。俺が再びうめき声を上げると、ゼラギエルの瞳は、ますますいやらしく輝いた。

「その体でもしっかり出来るように、練習をしましょう？　さ、腰こしを引いて」

「う……」

　言われた通り腰を上げ、少しだけゼラギエルの太ももから脱だつ出しゆつする。

「押し込んで」

　苦く悶もんの表情を浮うかべて、腰を前に突き出す。強きよう烈れつな快感が俺の股こ間かんを襲った。

　お伺うかがいを立てるようにゼラギエルを見上げると、昂こう奮ふんに頰を染め、唇を半開きにして微笑ほほえむ顔があった。

「上手ですよ。では、続けて……はい、いちに、いっちに♥」

　その声に合わせ、俺は腰を振ふる。

　ゼラギエルの胸に顔を埋うずめ、込み上げる快楽に必死に耐たえる。

「いいですよ、がんばって♥　ほら、いちに、いちに」

　もう我が慢まんの限界だった。

　俺は歯を食いしばると、思い切って高く腰を上げ、ゼラギエルの太ももから引き抜ぬいた。

　やっと強烈な快感から解放され、ほっと溜ため息を吐ついたとき、太ももよりも強い力で握にぎられた。

「がっ……!?」

「私を放ほうっておくとはいい度胸だ」

「う、ウルリエル……や、やめ」

　まるで牛の乳を搾しぼるように、ウルリエルは上下に手を動かしてゆく。

「どうだ？　もう出そうか？」

　救いを求めるようにゼラギエルを見つめるが、逆に楽しそうな笑顔で見つめ返される。この先の展開を興きよう味み津しん々しんで見守っているようだ。

　もうダメだ──、

　そう思った瞬間、ウルリエルの手が離れた。

「え……？」

　妖よう艶えんな微笑みを浮かべ、ウルリエルは俺の股の間を見つめている。

「ふふふ、びくびくと震ふるえて可哀かわい想そうに」

　だったら早く最後まで、と懇こん願がんしそうになる。しかし、

「そこに立て」

　ベッドの上に立つように促うながされ、俺は言われたとおり快感の余よ韻いんで震えるものを、ウルリエルの前に差し出した。ウルリエルはベッドの上で四つん這ばいになり、顔を近付ける。

「いじめてばかりでは可哀想だからな。少しは飴あめもやろう」

　にたりと微笑むと、舌を出して、先っぽをちろりと舐めた。

　それだけで、びくんと跳はね上がる俺のモノを、ウルリエルは愛いとおしそうに見つめた。

　その様子を見ていたゼラギエルは体を起こすと、

「ウルリエル、わたくしも一いつ緒しよに味わわせて下さいな」

「良かろう」

　ウルリエルが少し場所を譲ゆずり、ゼラギエルも俺の脚あしの間にひざまずいた。

「──っ!!」

　二人の女王の舌が、硬かたくなったモノをさらに硬くするように舐め上げる。二枚の舌がまるで打ち合わせでもしたように、連係をして隙すき間まなく快感を与あたえてゆく。

　美しいエルフの女王二人が、俺の前にひざまずいて奉ほう仕しをしている。奪い合うように俺のモノを舐め合っている姿。その眺ながめは美しくも淫猥で、昂奮せずにはいられなかった。

　そんな眺めを見ていると、すぐにまた限界が来そうだった。俺は目をそらして、上を向く。

「!?」

　突然、先っぽが熱いものに包まれた。

　顔を下に向けると、先せん端たんを咥くわえたウルリエルが意地悪そうな瞳で見上げていた。その横では、幹に絡みつくようにゼラギエルが長い舌を伸ばしている。

「ウ、ウルリエル……それ、もう、ヤバイから」

　ちゅぽんと音を立て、ウルリエルが口を離した。

「だらしのない奴やつめ」

「わ、悪い……でも、う!?」

　空いた俺のモノを、すかさずゼラギエルが奪うように咥えていた。

「ゼラギエルっ！　ま、待って！」

　救いを求めるような声を出すが、ゼラギエルは知らんふりでちゅぱちゅぱ吸い上げる。更さらには口の中で舌を器用に動かして絡みつける。暴力的なまでの快楽に、思わずつま先立ちになった。

　二人で交こう互ごに咥え、もう一人は下にぶら下がっているものをそっと持ち上げ、やわやわと軽く手の平の中で転がした。

　一人が口を離すと役割を交代し、途と切ぎれることなく極ごく上じようの快楽が与えられ続けた。

　もうダメだ。そう思った時、

　ちょうどウルリエルが口から俺のモノを吐はき出し、その先を自分の顔に向けた。

「よく我慢したな。もうよいぞ」

　すかさずゼラギエルがウルリエルに顔を寄せ、二人は口を開いた。

　ぬらぬら光る口の中を見た瞬しゆん間かん、俺の我慢は決けつ壊かいした。

　俺は溜めに溜めたものを吐き出し、今まで味わったことのないような、気が遠くなりそうな快感に襲おそわれた。
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　二人の女王の顔に白いマーキングを施ほどこし、その光景を朦もう朧ろうとする頭で見つめている。俺は腰が砕くだけたように、その場にへたり込んだ。

　ウルリエルとゼラギエルはうっとりした表情で、顔に降りかかったものを指先に取り、見つめている。そしてその指先を口に含ふくむと、悦よろこびに体を震わせた。

　それから二人の女王は、お互たがいの顔についたものを舐め合うと、揃そろって俺に妖艶な微笑みを向けた。

「うふふ、ステキでしたわ……でも」

「うむ。こんなものはまだ前菜に過ぎぬ。これからが本番」

　ゼラギエルはウルリエルに、にっこりと微笑みかけた。

「まあ、今日はあなたと気が合いますわ」

「同意だな。ゼラギエル」

　二人は舌なめずりでもしそうな顔で、俺にのしかかってくる。

「ま、待ってくれ。ちょっと休まないと……」

　ウルリエルは俺の股の間に触れると、

「『レストレーション』」

　すると、不思議と下腹部にもやもやした欲よつ求きゆう不満がたまり、力を失いかけたモノが再び元気を取り戻もどした。

「おい……ウルリエル。今のは何だ」

「言わずとも分かるだろう。精力回復の魔ま法ほうだ」

「……」

「アダルトモードが使えるのが、貴様だけだと思っていたのか？　魔ま王おうよ」

　俺を見下し、ウルリエルは支配者の微笑みを見せる。この女王、とんでもない切り札を持っていた。

　力を取り戻した俺のモノを見つめ、ゼラギエルがうっとりとつぶやいた。

「ステキ……これでエンドレスに楽しめますわね」

「な!?　ちょ、ちょっと待て。そこまでのんびりしているわけには──ぐぅっ!?」

　ゼラギエルが巨きよ大だいな胸を俺の顔の上に載のせた。

「そんなことをおっしゃるのは、この口ですの？」

　口を塞ふさがれ、俺はうなることしか出来ない。

　下半身ではウルリエルが愛あい撫ぶを再開し、股間に再び快感が走る。腰から背筋にかけてぞくぞくと震えが登ってきた。

「まだ貴様が楽しんだだけではないか。私たちを楽しませぬ内は、帰さぬからな」

　ゼラギエルも胸で俺の口を塞いだまま、やさしく頭を撫なでてきた。

「わたくしたちを満足させないと、解放してあげませんからね♥」

「言っておくが本気だからな。時間切れなど、ぬるいことは言わぬ。満足しなければ、永遠に終わらぬからな♡」

　俺はエルフの恐おそろしさを、この時初めて思い知った。




　　　　＋　＋　＋




　あれから六時間。レストレーションなどの回復魔法をかけられた回数は、もう覚えていない。胸ときめく甘美な時間というより、もはやほとんど修しゆ行ぎようである。

　一いつ旦たん休きゆう憩けいということで、俺は二人に挟まれベッドに横になっている。

　休憩と言っても、極上の肢し体たいに挟まれているので心が安まることはない。

「なかなか頑がん張ばっているからな。幾いくつかの質問には先に答えてやろう」

　俺の胸を撫でながら、ウルリエルはぽつりと言った。

「本当に？」

「確かヘルズラインのことだったな？　地じ獄ごくの悪あく魔ま共と話がしたいのか？」

「まあ……そんなところだ」

「それなら、アステルの大図書館に──」

「それはもう盗ぬすまれた」

「なんだと？」

　俺は、ヘルズラインを鏡の仮面に盗まれたことを話した。

「なあ、ウルリエル。地獄と交信をするのには、あの本が必要なのか？」

「そんなことはない。あれはマニュアルだ。『悪魔の祭さい壇だん』の使い方が書いてある本に過ぎぬ」

「悪魔の……祭壇？」

　どこかで聞いたような。

　いや、見た？

　どこだ。

　思い出せ、堂巡駆流！

　ある記き憶おくが、頭の中に閃ひらめいた。

「モンフォールか!!」

　確か地下の部屋に、悪魔の祭壇と書かれた紙があった。俺は慌あわててメニューを開き、拾しゆう得とくアイテムを見直してみるが、やはりない。

　くそっ！　何で俺はあのとき回収しておかなかったんだ！

「どうかなさいましたの？」

　ゼラギエルが俺の頭を抱だきしめ、心配そうな目で見つめた。

「いや……何でもない。悪魔の祭壇についての情報に、少し心当たりがあるだけだ」

「まあ、それは喜ばしいですわね」

「それにしては、浮うかない顔ではないか」

　ウルリエルは、甘えるように足を俺の足に絡からめてきた。

「いや……気がかりなことはあるけど、道は開けた。感謝する」

　ゼラギエルが思い出したように言った。

「そういえば、バルガイア大陸は今大変みたいですわね？」

「ああ、第だい六ろく天てん魔ま王おうのことか？」

　ゼラギエルの代わりに、ウルリエルが答える。

「そうだ。魔王よ、その第六天魔王とは何だ？」

　何と説明しようか、少しだけ悩なやんだ。

「奴は……別の世界から来た連中だ。２Ａギルドと同種の存在。しかし敵対している……恐らくな」

「そうなんですの？　でしたら、人間同士の争いには関かかわらない方が宜よろしいのでは？」

「そうしたいところだが……」

　俺は、大事なことを思い出した。

「そういえば、奴らの軍がカルダートへ進軍したぞ。見張りは何をしていたんだ？」

　ゼラギエルは目を丸くした。

「サタナキアからお使い妖精フエアリーを受け取ったので、言われた通り見張りを立てておきましたが……バルトルク森林地帯の守備隊からは、毎日報告が来ておりますわ。アステルの町から兵が動いたことはございません」

　……一体どういうことだ？

　エルフの目をごまかして、あれだけの軍を動かすことは不可能だ。とすると……何か抜ぬけ穴のようなものでもあるのか？

「守備隊には、もう一度確かく認にんしておきますわね」

「ああ、頼たのむ」

「それで魔王。其そ奴やつらは危険なのか？」

「ああ。今はまだそれ程ほどの脅きよう威いではないが、いずれ我らの障害になる。それに、このまま東に進めば、ヘルランディアだ。嫌いやでも戦うことになるからな」

「であれば、今のうちに叩たたくか」

　ウルリエルは重要な提案を、あっさりと口にした。

「そうですわね。バルガイア大陸の北西にそんな敵がいては、わたくしたちのログレス大陸の喉のど元もとに剣けんを突つき付けられているようなものですわ」

　二人の女王の意見がまとまった。

「もう間もなく魔王軍がここへ到とう着ちやくする。そうしたら、壁かべを乗り越こえて潜せん入にゆうだ。吸きゆう血けつ鬼き軍団は空を飛べるからな。壁の上から侵しん入にゆう用のロープを下ろし、他ほかの軍団を引き上げる」

　だが最大の問題は、

　──式場と、その仲間たち。

　カルダートでは式場の姿しか見なかったので、もしかしたら残って守りを固めているかも知れない。他の連中も相当に高レベルであることは想像に難かたくない。そんな奴が十四人もいることになる。

　何か対策を講じなければ。

「まだ他に悩みがありまして？　ヘルシャフト様」

　ゼラギエルが俺の耳元で甘く囁ささやく。

「第六天魔王は恐るべきレベル……いや、強さを誇ほこっていると聞く。どうやって、対たい抗こうすべきかと思ってな……」

「魔王よ、ならば新しい魔ま術じゆつ具の召しよう喚かんをしてみてはどうだ？」

　ウルリエルが良く分からないことを言った。

「何だ、それは？」

　ウルリエルは体を起こすと、バカにしたような目で俺を見おろした。

「この前、拡張パックが適用されたときに、周知されていたであろう」

　え？

　もしかして、あのもの凄すごい勢いで表示されたメッセージの中に重要な告知が？

「いいからメニューを開け」

　俺は体を起こして、ベッドの上にあぐらをかく。そして、ウルリエルの指示通りにメニューを開いていった。

　どうやらウルリエルにはメニューが見えるらしく、俺に寄り添そうようにして手元を覗のぞき込んで来た。

「見ろ、新しい項こう目もくがあるだろう」

　魔術具召喚。

　それを選ぶと、説明のテキストが表示された。

『新サービス！　これは今までのガチャと違ちがい、メニューを開けばどこでも引けるというスグレモノ！　ぜひ、どんどん回しちゃって下さい!!』




　結局ガチャか！　ガチャなのかぁああああああああ!!




「どうかしたか？　魔王」

「いや……何でもない」

　危あやうく取り乱しそうになった。

　落ち着け、俺。

　最近はもう開き直っているのだ。

　借金がなんぼのもんじゃい。生きて帰ったら、全部踏ふみ倒たおしてやる。

　訴そ訟しようだ。訴訟戦争だ。ＳＮＳで情報を拡散して世論操作をするクレーマーになってやる。

　俺はテキストを読み進めた。

『余所よそでは手に入らない貴重なアイテムが手に入ります。これさえあれば、忙いそがしい方でも有利にゲームを進められます！　ビバ！　課金！　兄貴、戦争は金だよ。金さえあれば、何でも出来る。金を払はらう人がお客様なのです。無課金ユーザー？ｗ』

　って、おい。多分、落書きがそのままテキスト化されてるぞ。マジでデバッグもしてないのか。これはそれ以前の問題だと思うが。

　まあ、キツいスケジュールでラリって書いてたんだろうな。どうせ後で消そうと思って。忘れても誰だれかツッコむから大だい丈じよう夫ぶ、って思ってまさかの全員スルー。で、そのまま実装されて大だい炎えん上じよう──というところまで想像して、我に返った。

　どんなアイテムが手に入るのか、幾つか例が書いてある。




　◯ワンターンキル。どんな相手も瞬しゆん殺さつできる（一度のみ）

　◯プラチナ・リフレクト。敵の攻こう撃げきを倍にして反射するシールド（使用制限あり）

　◯ＯＬＥサマナー。別のフィールドにいるプレイヤーを召喚する（一度のみ）

　◯恥はずかしい水着（装備アイテム）

　◯ワールド・ツアー。世界中のどこへでも移動できるチケット（一度のみ）

　◯大人のおもちゃセット（アダルトモード専用）

　◯ビキニ・アーマー（装備アイテム）

　　等々。

　……この、ちょいちょい入ってくる不ふ穏おんな文言が気になるが、それはそれとして目を見はるアイテムも、確かにある。

　特に、ワンターンキル。

　これさえあれば、式場がどれだけ強かろうが関係ない。一いち撃げきで倒せる。

　しかし──、

　今までの何度死んでも蘇よみがえるという仕様での「殺す」とは、まったく意味が異なる。

　本当の意味での、殺人になってしまうのではないか？

　……使うか使わないかは別として、とりあえず回してみよう。そんな超ちようレアアイテム、簡単に引けるとも思えないし。

「ん？」

『このガチャは直接課金するのではなく、イベントなどで手に入る魔ま法ほう石を使うことで回すことが出来ます』

　えっ!?　うそっ!?　そんなシステムになったの!?

　一回五十個。三連で二百個。五連で五百個って、そんなにいるの？　しかも、連続で回す方が損をするって……あ、三連だとスーパーレアアイテムが一つ確定で、五連だとスーパーレアアイテムとウルトラレアが一個ずつ確定なのか。

　確かに欲しいアイテムだらけだし、ここは課金してでも大量に回した方が良くないか？




『魔法石はショップで購こう入にゆうも出来ます。※現在停止中』




　うおおおおおおおおおおいっ!?　せっかくその気になったっていうのに!!

　試ためしたくても、魔法石なんて持ってない……ん？

　所持している魔法石の個数が、二百個と表示されている。

　──そういえば。

　キルス地方でバニーガールを助けるクエストをやったとき、なんとか石ってのをもらったっけ。これがそうなのか。

「よし、ものは試しだ。やってみよう」

「頑がん張ばって下さい、ヘルシャフト様！　わたくし応おう援えんしてますわ」

「ふふ、エルフの女王が付いているのだ。よほどの疫やく病びよう神がみでない限り、良いアイテムを引き当てるだろう」

　応援されても頑張りようがないというか……それと、さりげなくプレッシャーをかけるなよウルリエル。

　一回ずつ回して回数を稼かせごうかとも思ったが、せっかくちょうど二百個あるのでレア確定の三連で。

　すると空中に白く輝かがやく宝石が現れた。その石はきらきらと光り、まぶしく、美しい輝きに包まれる。なかなか手の込んだ演出だ。やがて、光が収縮すると小さな紙が現れた。

「何だこれは？」

「スキル許可証のようだな」

　ウルリエルは俺の目の前に浮かぶ紙を、ひょいと手に取った。

「ふむ。宝箱の罠わなを解除するスキルだ」

「へえ？　それなりに使い出がありそうだな」

「但ただし、罠の解除が可能なのは、罠レベル５。すなわちレベル５のモンスターが潜ひそんでいる宝箱までだ。それ以上は解かい析せき不能と書いてある」

　使えねえ!!

　レベル５なんか、一発殴なぐって終わりじゃねえか。

　そんなことを考えている内に、二つめの石が現れた。

「あら？　今度は金色に光っていますわね」

　ゼラギエルが俺の右みぎ腕うでに抱だきつき、その巨きよ大だいな胸を押し当てて来た。

　普ふ通つうに考えると、さっきよりはいいモノが出てくるはずだ。さあ来い！

　光が弾はじけると、そこに一人のエルフの少女が立っていた。

　エルフ……ではあるのだが、なんか見た目がぱっとしない。大おお袈げ裟さに光っていた割りに、拍ひよう子し抜ぬけだ。

「……ウルリエル、こいつは何なんだ？」

　ウルリエルはさして興味もなさそうに言った。

「戦せん闘とうで使えるキャラだな。これでも一応レアリティはスーパーレアだ」

　うそっ!?　これで!?

「じゃあ、実は凄く強いとか、使い勝手がいいとか」

「うちの歩兵に毛が生えたようなものだ」

　畜ちく生しよう！　詐さ欺ぎだ！　レアリティ詐欺！

　続けて三回目の魔法石が現れた。

「おっ!?」

　虹にじ色いろに光っている！　これは期待出来るのでは？

　まぶしく輝き、中から現れ──と思ったら、魔法石の下に魔ま法ほう陣じんが現れ、再び輝きだした。派手な演出!!　焦じらすような長い煽あおり!!　こいつは期待出来るぞ!!

　光が弾け、中から現れたのは──一枚のカードだった。

　若じやつ干かんの拍子抜け感を味わいながら、俺はそのカードを手に取った。一見するとトレーディングカードゲームのようだ。

「これは……楯たて？」

　デザイン化された模様だが、楯に見える。色は白に近い銀色。

「それが新たに追加されたアイテムだな。名はプラチナ・リフレクト」

「さすがウルリエル。よく知っているな」

「カードにそう書いてある」

「……だな」

　説明テキストには、アイテム例の説明文と同じようでいて、少しだけ詳くわしい内容が書いてあった。

『敵の攻撃を倍にして反射します。同時に複数のプラチナ・リフレクトは使用出来ません。効果の持続時間の制限はありませんが、一定のダメージを受けると消しよう滅めつします』

　やっとまともなアイテムが手に入った。これなら式場との戦いでも、有効に使える。

「さて、そろそろ潮時かな」

　ウルリエルがそう切り出してくれたので、俺はベッドの上に立ち上がった。

「そうだな、もう夜が明けるし。俺もモンフォールに行って、悪あく魔まの祭さい壇だんの資料を回収してこなきゃ──」

「何をとぼけたことを言っている？」

　ウルリエルが不快感を露ろ骨こつに表した。

「貴様、まだ私を満足させていないではないか」

　え、そうなの？　割と傷付くんだけど。

「まったくですわ。わたくしも思いっきり絶頂感を味わいたいですのに」

　ゼラギエルまでが、深い溜ため息を吐ついた。

「……すみません」

　条件反射で謝る俺。そんな俺を、ゼラギエルは軽々と抱き上げる。

「汗あせもかきましたし、入浴でも致いたしましょう」

「そうだな。私の体を洗わせてやるぞ、魔ま王おう」

　ウルリエルもご機き嫌げんな様子でベッドを下りる。

「いや、本当にのんびりしてるヒマは……」

　という俺の言葉はスルーされ、やたらゴージャスな風ふ呂ろ場ばへ連れ込まれた。

　俺が二人の女王を満足させ、やっとのことでお許しが出たのは、朝になり、昼が過ぎ、日が沈しずんでからのことだった。




　　　　＋　＋　＋




　夢のような、ある意味地じ獄ごくのような二日間を終え、俺は再び海を渡わたりバルガイア大陸にやって来た。

　アルズヘイムからの航路で一番近いのは、エドフ砂さ漠ばくの港町。船を下りるとすぐに、モンフォールへ瞬間移動テレポートした。

　目的は無論、悪魔の祭壇の資料を回収するためだ。

　俺は地下室へ行く前に、教会に寄った。そこには金属製の棺かん桶おけがぽつんと鎮ちん座ざしている。

「……壮そう馬ま」

　俺はその棺ひつぎに触ふれた。

　お前も厄やつ介かいな奴やつだったが、式場はそれ以上にヤバイ。もしお前がいてくれたら、２Ａギルドやヘルゼクターを強化出来たかもしれないのにな。

　と、思ったが、頼たのんだところで壮馬がそんなことをするはずはなかった。逆に蘇らせたら、即そく俺を殺そうとするはずだ。

　俺があいつにしたことを思い返すと、今さら説得する自信が俺にはない。

　俺は壮馬が眠ねむる棺に背を向けると、階段を下りて地下室へ行った。

　テーブルの上には、先日見た紙がそのまま置いてあった。ほっとした。

　俺は椅い子すに座ると、改めてその紙を眺ながめる。

　間ま違ちがいなく、悪魔の祭壇と書かれている。よく見ると、地図全体を直線で囲ってあった。

「もしかして……壁かべか？」

　アステルの町にそびえる壁。それを上から見た図に似ている。

　とすると、これはやはり壁の向こうの地図。

　テーブルの上に散乱している他ほかの紙にも目を通す。

『ヘルズラインは悪魔の祭壇から使用出来る。場所はジルデ山の山頂にある神しん殿でん』

　俺は慌あわててマップに目を移す。すると中央に、ジルデ山と書かれた▲マークがあった。

「ここか……」

　壁に囲まれた地域の、ほぼ中央だ。

　俺は他のメモを漁あさった。するとすぐに悪魔の祭壇について書かれたものが見つかった。

『ヘルズラインのインターフェイス。触れるとメニューが開くので、通信する相手を選せん択たくする。後は音声でやり取り。但し、悪魔属性のキャラクターでない限り、使用は不可能。これは一いつ般ぱんユーザーが不用意に使うのを避さけるためである』

「……悪魔属性限定？」

　とすると、ヘルズドメインの開発者は、ゲーム内で仕事をするときは悪魔属性のキャラとしてログインしていたということか。地獄ヘルズドメインの悪魔とは、なんともシャレが効いている。どちらかというと、社畜の方が合ってる気もするが。いずれにしろ、これは特に問題ない。

　なぜなら、俺は魔王ヘルシャフト。悪魔だからだ。

　実に……都合が良いな。

　俺は椅子に座り、メモと地図を何度も読み返した。

　ここに辿たどり着ければ、外の世界へ救いを求める手段が──助かる望みが手に入る。

　もっと昂こう奮ふんして、喜んでいいはずなのに、俺は心がざわつき、落ち着かない。

　誰だれがこの資料を残したんだ……？

　ウルリエルでさえ知らなかったことを。

　キーボードが置いてある机の方に、俺は問いかけた。

「これって──」

　そこに、誰かが座っているような気がして、質問が喉のどまで出かかった。

「……あれ？」

　無人の机と椅子の背を見つめ、俺は自分に問いかける。

　俺は、誰に訊きこうとした？

　何をしようとしたんだ？　俺は。

　額を押さえた。

　どうかしてる。

　でも、

　この胸の苦しさは、何なんだ。

　胸が締しめ付けられるような、泣きたくなるような、この気持ち。

　前にも、感じたことがある。

　確かあれは、Ｓａｎｔａ─Ｘが適用されたとき。

　視界を埋うめ尽つくす、一面のノイズ。

　そのノイズの向こう。

　女の子がいた。

　確か見たことのない女の子だった。

　でも、見たことがないほど可愛かわいかった、はずだ。

　あれは、誰だったんだ？

　俺は改めて、部屋の中を見回した。

　ここは、何なんだ？

　悪魔の祭壇自体が、拡張パックに備わっているシナリオ？　ここは用意された手がかりの一部？

　いや、それならこんな業務用マニュアルがあるはずない。これは明らかに、管理側の情報だ。

　とすると、開発者がログインをして、ゲームの中で開発作業を進めるための、いわばゲーム内に存在する開発分室。

　それなら納なつ得とくがいくが……。

「だーりん？」

　誰もいないはずの部屋に、声がした。

　反射的に振ふり向くと、ドアの近くにとても可愛い女の子が立っている。

「……メル？」

　そうだ。メルだ。

　一いつ瞬しゆん、誰か分からなかった。

　いつものハイテンションさは鳴りをひそめ、どこか悲しげな目をしている。

「どうしてここに？」

「うん……だーりんが言ってた地下室のこと……思い出したら、だーりんが喜ぶと思ったのだ。それで、見て回ってたのだ」

「そうか……悪かったな。メル。それで、何か思い出したか？」

　メルは首を左右に振った。

「なにも思い出せないのだ。なのに──」

　メルの瞳ひとみから、涙なみだが一筋流れた。

「すごく……悲しいのだ」

「お、おい、メル？」

　メルはよろよろと近付いてくると、俺に抱だきつき、胸に顔をうずめた。

「寂さみしいのだ。つらいのだ。もう、メルはわけが分からないのだ」

　そんなこと言われても、どうしたらいいのか分からない。

　俺が経験豊富なら、気の利きいた慰なぐさめの言葉の一つでもかけられるのだろうが、生憎あいにくとそんなボキャブラリーは持ち合わせていない。

　俺はメルの背中に手を回し、小さな体を抱きしめた。

　腕うでの中のメルを見おろした、その光景はどこかで見たような──、

　って、当たり前か。

　メルと出会ってから、抱きつかれたことなんて何度もあった。

　いつの間にか気持ちが落ち着き、さっきまでの良く分からない感情のうねりは、消え去っていた。

　俺はメルの二の腕をつかむと、体から引き剝はがした。

「ちょっと出で掛かけてくる」

「もう出掛けてしまうのか？　もっと一いつ緒しよに探検するのだ。何か思い出せるかも知れないのだ。もっと、メルをかまって欲しいのだ」

「聞き分けのないことを言うんじゃありません」

　俺はテーブルの上の紙を残らず回収した。メルは寂しそうな瞳で、その紙を見つめた。

「悪魔の祭壇とやらに……行くのか？」

「ああ。多分、これで……問題が解決する」

　メルはぱっと明るい笑え顔がおを浮うかべた。

「それじゃ、それが終わったらメルとずっと一緒にいられるのだ！」

　止めどもなく、涙を流しながら。

「おい、そんなに泣くことないだろ？」

「分からないのだ」

　俺は苦笑いで頭を搔かいた。情じよう緒ちよ不安定すぎるだろ。

「それでお前は、悲しいのか、嬉うれしいのか、どっちなんだ？」

「もちろん、とても、とても、嬉しいのだ。でも、だーりんは問題を解決してしまうのだ」

「ん？」

「それは嬉しいことなのだ。でも、でも、すごく悲しいのだ」

「どうしたんだよ？　わけが分からないぞ」

「メルにも分からないのだ！」

　……仕方ないな。

　俺はしぶしぶメルの体を抱き寄せ、落ち着かせるように背中をぽんぽんと叩たたいた。

　メルは声を殺して泣いている。

　何が悲しいのか、さっぱり分からない。以前にも妙みようなことを口走ったことがある。あのときは何か深い意味があるのかと思ったが、単に情緒不安定な上に、キャラクターが崩ほう壊かいしているだけなのではと考え直した。きっとこれもバグなんだろう。

　俺は肩かたをふるわせているメルを見おろした。

　服がメルの涙と鼻水とよだれで汚よごされてゆく。内心、いやだなあ、と思いながらも我が慢まんした。







[image: 四章「はじめてのログイン」]







　初めてこの世界に来たときは、昂奮した。

　次世代ＶＲシステムのテストを兼かねた社会科見学。世界中にある世界遺産を、実際にその場にいるような臨場感で楽しめるという前評判だったが、そんなの誰も信用していなかった。

　でもログインしてみると、それは評判以上のリアルだった。

　見るもの、触ふれるもの、そして肌はだに感じる日差し、爽さわやかな風、その風に乗って運ばれてくる森の香かおり。それらは全すべてが本物に思えた。

　目覚めたのは、エデッサという名前の小さな村だ。周りには二年Ａ組のクラスメートがいた。人数は半分以下しかいなかったが、他の連中は別の場所へ行っているのだろうと思って、あまり気にしなかった。

　村の人たちは、みな優やさしく穏おだやかだった。外国語が喋しやべれなくて困ると思ったが、日本語が通じたので助かった。こういうところはリアルじゃない方がありがたい。

　この人たちも誰かがログインしているのだろうか？　このサービスを提供している会社の社員か何かだろうか？　そんな疑問をぶつけてみるが、彼らは首をひねるだけだった。

　完全に役になりきっているのだろうと思って、俺たちはますます喜んだ。

　とにかく、初めて体験する次世代ＶＲシステムに俺たちは大はしゃぎだった。だがすぐに、奇き妙みような点に気が付いた。

　──ここは、どこだ？

　世界遺産の一つに来たはずだが、ここがどこの国の何という世界遺産なのか、誰も知らなかった。

　確かに自然の美しい村だ。村はずれに森がある以外は、緑の丘おかに囲まれているだけの、特に見るべきもののないところだ。ここの何が世界遺産なのか分からない。

　説明を求めても、移動しようにも、何の説明もないし、どうやったらログアウト出来るのかも分からない。

　その村で一晩を過ごし、二晩を過ごす頃ころには、俺たちは不安と恐きよう怖ふでパニックになりそうだった。

　村を出ることにした。

　俺たちは森に続く道を歩いて行った。

　今から思えばお笑いぐさだが、何の装備もなく、手ぶらで。

　しかも草原ではなく、森の中を。

　村を出てしばらく行くと、見たこともない生き物が現れた。

　人間のように二本足で立っているが、まるで豚ぶたのような顔。緑色の肌。汚きたならしく、ボロボロの服を着て、手には錆さびだらけの鉈なたを持っている。

　俺たちは呆ぼう然ぜんとした。

　ただ、立ち尽くしていた。逃にげるでも、戦うでもなく。

　それがモンスターとの最初の出会い。そいつはオークだった。

　そいつは、バカみたいに突つっ立ってる俺たちに襲おそいかかると、先頭にいた的まと場ばを斬きり倒たおした。その光景は現実とは思えなかった。

　地面に倒れ、それでもまだ悲鳴すら上げられない的場を、オークは何度も突き刺さしていた。その度たびに的場の体から数字が浮かび上がる。その数字が赤くなり、次の瞬しゆん間かん、的場の体は光の粒つぶとなって消えた。

　オークは俺たちに視線を移すと、にたりと笑った。

　それから先はよく覚えていない。

　気付くと、村の入り口で倒れていた。

　涙とよだれを垂らし、体は泥どろだらけ。漏もらしている奴やつもいた。

　恐怖と衝しよう撃げきに震ふるえ上がり、言うことを聞かない体を無む理り矢や理り動かし、必死に逃げたのは覚えている。泣き叫さけびながら、何度も転び、その度に助けてくれ、置いていかないでくれ、と叫ぶ。だが、他人を助けようなどという奴は誰だれもいなかった。

　人数を確かく認にんすると、女子の板ばん東どうの姿がなかった。

　あいつは一番鈍にぶくて、足が遅おそい。恐おそらく、犠ぎ牲せいになったのだろう。俺たちは泣いた。それは悲しみだろうか。それとも生き延びた喜びだろうか。あいつが餌え食じきになったおかげで、時間が稼かせげた。俺たちはあいつのおかげで助かったのだ。

　それから俺たちは、細心の注意を払はらい、この世界のことを調べた。

　その結果、ここは世界遺産のＶＲなどではなく、ゲームの世界だと断定した。

　少しずつ、確実に、生き抜ぬく術すべを探した。

　ゲームであれば、一度死んでも復活出来るのでは？　そんな儚はかない期待を抱いだいたこともあった。しかし、的場も板東も、それ以降姿を見せることはなかった。

　最初はハムスターのようなモンスターを選んで倒した。次にウサギ。次にキツネ。

　徐じよ々じよにレベルを上げ、その度に俺たちは強くなった。

　レベルが10を超こえたとき、オークはもう俺たちの敵じゃなかった。

　狩かられる者から、狩る者へ。

　俺たちは自信を付け、己おのれの強さに酔よった。

　次し第だいに俺たちは気が大きくなり、傲ごう慢まんになっていった。

　他ほかの村にも遠えん征せいをし、そこでも暴れ回った。モンスターはただの経験値にしか見えなくなった。他の人間は、俺たちを尊敬し、崇あがめるのが当然だと思うようになった。

　もはや恐こわいものは何もなかった。

　弱い頃、頼たよれるのは二年Ａ組の仲間しかなかった。弱い俺たちは肩を寄せ合い、力を合わせて生き延びていた。脅きよう威いは俺たち以外の全てだった。

　だが今では俺たちを脅おびやかすものはいない。唯ゆい一いつ、俺たちに脅威を与あたえるとすれば、それは──すぐ隣となりにいる仲間たちだった。

　その頃になると、仲間内での諍いさかいが多くなった。自分の思い通りにならないと、怒いかり、憎にくしみ、口くち汚ぎたなく罵ののしった。

　その日も俺は多た岐き川がわの奴と言い争った。

　宿屋の部屋に戻もどり、怒りを反はん芻すうしている内に、唐とう突とつに恐ろしくなった。




　──今夜、俺が寝ねている間に、多岐川は俺を殺しに来るのではないか？




　恐怖が俺の全身を包んだ。

　人殺しなんてそう簡単に出来ることじゃないと、自分に言い聞かせた。しかし、よくよく考えてみるにつれ、俺の心はより恐怖に支配された。

　この世界には、法律がない。

　人を殺しても、捕つかまえる警察もいない。

　誰も守ってくれないし、罰ばつするものもいない。完全な無法地帯であることに今さら気が付き、衝撃を受けた。

　俺たちの関係は、恐ろしく危あやうい均きん衡こうの上に成り立っている。俺は今まで、法や秩ちつ序じよといったものが当然のようにあるものだと思っていた。人間とは、そういうものだと思っていた。

　だが違ちがった。

　この世界へ来たばかりの頃にオークに襲われた恐怖が蘇よみがえり、その日は一いつ睡すいも出来なかった。翌日、多岐川と顔を合わせたとき、仲直り出来ないものかと思ったが、あいつは憎らしそうな顔で俺を睨にらんだ。

　もう、ダメだ。

　このままでは、殺される。

　だからその日、多岐川が一人でレベル上げに出掛けたとき、後ろから襲いかかった。俺のクリティカルパンチを連打で打ち込み、大ダメージを与えた。驚おどろく多岐川を抱かかえ上げ、崖がけから投げ捨てた。

　この世界では、元の世界なら死ぬような高さから落ちても、ダメージを喰くらうだけだ。しかしダメージは高さに比例する。俺は崖を覗のぞき込んだ。高さ百メートルはありそうな断だん崖がい絶ぜつ壁ぺき。あれだけＨＰを削けずった後なら──、

　案の定、崖の下で光がはじけ飛んだ。

　多岐川は死んだ。

　俺は地面に大の字になり、恐怖からの解放を喜んだ。




　三日後、いなくなった多岐川の捜そう索さくをすることになった。

　それまでの間、俺は必死にレベルを上げた。睡すい眠みん時じ間かんは一時間。飯を食っている間も、片手で倒せるモンスターを倒し続ける。

　今の俺にとって、恐ろしいのは二年Ａ組の連中だけだ。

　こいつらは俺と同じ力を持っている。

　だからお互たがい手出しが出来ない。それ故ゆえに、常に不安なのだ。

　だが、より大きな力を持てば、安心出来る。

　捜索を打ち切ってから一ヶ月が過ぎたとき、俺を疑いの目で見ている奴がいることに気付いた。女子の立たち波なみという奴だった。

　立波は俺が多岐川を殺したと思っているに違いない。

　もしかしたら他の連中にも話をしているかも。俺のいないところで、俺を殺す相談が進められているのかも知れない。

　この世界にルールはない。俺たちの間にも、決まりはない。誰かが、あいつ怪あやしいとつぶやき、周りが同調すれば、それで終わりだ。

　俺は自分の身を守ろうとしただけなのに。だが、俺を犯人にしたい奴から見れば、そんなことを信じるはずがない。俺を殺すこと自体が目的になっているに違いない。

　どんな罠わなを仕し掛かけるつもりなんだ。

　もう誰も信用出来ない。

　俺は二年Ａ組の奴らが恐くて恐くて、眠ねむれなくなった。

　眠れなくなって数日後、立波が「ちょっと疑ってた。ごめん」と謝ってきた。俺はほっとした。もうこれからは安心してやっていける。多岐川のあれは、事故みたいなものだったのだ。悪夢は忘れよう。

　人を信用することは、とても楽だ。

　その夜は、久々に眠ることが出来た。

　そして、俺は立波に襲われた。

　寝ているところを、何度も剣けんで突き刺された。死に物もの狂ぐるいで抵てい抗こうし、気付けば、立波が床ゆかで動かなくなっていた。

　俺は己の甘さを、単純さを呪のろった。

　殺やられる前に殺らなければ。

　生き残るにはそれしかない。

　だが、これ以上殺せば、もう後には引けない。

　殺し続けるにも勇気が必要だ。

　そんなとき、俺はゲームやマンガで見た、とある戦国武将を思い出した。

　──鳴かぬなら殺してしまえホトトギス。

　圧あつ倒とう的な強さを誇ほこり、容よう赦しやなく敵を殺し、縁えん故この者にも苛か烈れつな処しよ罰ばつを下し、戦国の世を駆かけ抜けた英えい雄ゆう。

　俺も、織お田だ信のぶ長ながみたいになれればいいのに。

　いや。

　なれる。

　ならねばならぬ。

　その頃、俺のレベルは60を超え、他の連中とのレベル差は10以上あった。しかも、俺は他の人間を従え、さらにそいつらを凶きよう暴ぼう化させるバーサクリングスキルを獲かく得とくしていた。

　もう恐いものはない。

　そうだ、この世界では、俺こそが第だい六ろく天てん魔ま王おう。

　だが、二年Ａ組の奴らだって放ほうっておけば、俺と同じ力をいずれ得る。

　今のうちだ。

　将来の不安を取り除くのは、早い方がいい。

　俺は他人が恐い。

　俺を越こえる可能性が存在するのが恐い。

　死にたくない。

　そして俺は、

　殺した。

　殺し続けた。

　そして最後の一人を殺したとき、心の底から安らぎを感じた。

　やっと安心できる。

　──いや、

　まだだ。

　この世界のどこかに、二年Ａ組の他の連中もいるはずだ。もっと強く。圧倒的な差を付けなければ。どんなに油断しても、何があっても負けないくらいに力を付けなければ、安心出来ない。

　……そうだ、

　それに、もう一人いた。殺していない奴が。

　多岐川を殺してしばらくした頃ころ、一人行方ゆくえ不明になっていた。

　グループに馴な染じめないぼっちが、気付くと消えていたんだ。

　元々、クラスでも存在感がなかったので、誰も気にも留めなかった。

　きっとオークにでも殺されたんだろうと、高をくくっていた。

　だが、今の俺はそこまで甘くない。

　死を確信するまでは、探し続けねばならない。

　今から思えば、あいつは賢かしこい。

　あいつは誰とも関かかわろうとしなかった。常に一人だった。

　やつが正しかったのだ。

　俺たちが他人と一いつ切さい関わらず、一人で独立を守っていれば。

　心安らかに、平和に暮らせたかも知れない。

　だが、もう遅い。

　放っておけない。

　俺を脅かす可能性は、全すべて取り除かなければ。

　奴やつが賢いのなら、尚なお更さらだ。

　見み逃のがせば、いつか命取りになるかも知れないのだ。

　殺さなければ。

　地の果てまでも追いかけて。




　　　　＋　＋　＋




　モンフォールで無事に悪あく魔まの祭さい壇だんのマップと仕様書を手に入れ、俺は再び２Ａギルドが身を潜ひそめているサンディアーノへやって来た。

　すぐにアルズヘイムに戻って魔ま王おう軍と合流するつもりだったが、どうせテレポートですぐに移動できるのだ。ちらっと様子を見るくらい良いだろう。

　俺は港に停てい泊はくしているヨットを眺ながめながら、海沿いの道を歩いていた。相変わらず、嫌いやになるくらいの青い空と白い雲。気持ちのいい潮風を胸いっぱいに吸い込んだ。

　アルズヘイムに戻ったら、いよいよ壁かべの王国への侵しん攻こうだ。

　式しき場ばが留守にしている間に壁の内側を制圧する。バーサーカーだけなら、何とかなると思うが、消息不明の二年Ａ組の生徒が壁の向こうにいて、留守番をしていると厄やつ介かいなことになる。

　もし話が通じるなら説得も可能だが、あまりにも不確定要素が多すぎる。

　打開策としては、レベルを上げさせた２Ａギルドに、相手をさせるという方法もある。だが、短期間でそこまでのレベルアップが可能かどうかも疑問だ。

　２Ａギルドのレベルは現在40から45程度。

　式場のレベルがどれくらいか知らないが、まだちょっと心こころ許もとない。せめて50以上にはしておかないと。

　しかしそれは、同時に俺の首を絞しめることにもなる。そこまでレベルが上がると、ヘルゼクターでも手も足も出なくなる。

　完全に詰つんだ。投とう了りよう、と言いたいところだが、次また頑がん張ばればいいさ！　なんて吞のん気きな状態じゃない。一歩間ま違ちがえれば死だ。

　俺が想像出来る最善の方法は──、

　式場が山の向こうでモタモタしている間に、魔王軍が壁を乗り越こえて、中へ潜せん入にゆう。戦うことなく身を潜めながら悪魔の祭壇へ行き、ヘルズラインを使って外へ救きゆう援えんを頼たのむ──これがベストのシナリオだ。

　上手うまくすれば、すぐに俺たちの意識データをサルベージしてくれるかも。

　だがそれは、ヘルゼクターとの別れを意味している。ウルリエルやゼラギエルともだ。

　いくらヘルゼクターが殺されないように気を遣つかったところで、俺たちが無事ログアウトしたら、それまでだ。恐おそらくデータは全て削さく除じよされる。

　胸が締しめ付けられるような、切ない思いが込み上げた。

　──よそう。考えても仕方がない。

　良い方法なんて、あるはずがない。

　それよりも今は、式場と悪魔の祭壇だ。

　式場の奴……本当に別人のようになっていやがった。

　それに、俺はなぜそこまで奴を恐れているのだろう。自分でも理解不能だ。

　考え事をしながら海を眺めていると、白い大型ヨットが目の前を横切ってゆく。

　あれ？

　甲かん板ぱんに立っているのは２Ａギルドの連中だった。

「今朝、やっと修復が終わったんだよ」

　声のした方を見ると、椰や子しの木に寄り掛かかってヨットを見つめる少女がいた。

「朝あさ霧ぎり……」

　俺は朝霧に二、三歩近づき、足を止めた。そして朝霧の視線に誘いざなわれるように、２Ａギルドのヨットを改めて見つめた。

　舳へ先さきには一いち之の宮みやと毒ぶす島じま、宮みや腰こし、それに帆ほを張っているのは、レオンハルトと扇おうぎ谷やだった。有あり栖す川がわと悠ゆう木きは船室にいるのかも知れない。

　察するに、試運転というか、処女航海みたいなもんか。中古だけど。

　一応、俺のことは放って置いて、ラグーナ辺りへ逃にげろと言っておかないとな。

　何はともあれ、海の上に逃げれば当面は安心だ。

　それよりも──、

　俺は、朝霧が２Ａギルドの連中を、こんなところから眺めている方が、気になった。

「朝霧。最近は単独行動が多いみたいじゃないか」

「そうだね。誰だれかさんの影えい響きようかな」

　それきり言葉が途と切ぎれる。

「式場のせいで話が途と中ちゆうになっていたけど、あの鏡の仮面と朝霧はどういう関係なんだ？」

「あんな変な人、知り合いのはずないよ。堂どう巡めぐりくんは？」

「一度、見かけたことがあるだけだ」

　南国の日差しを受けて、海はまぶしいほどキラキラ光っている。その中を進むヨットは、どこか別の世界を航海しているように見えた。

「ねえ、あたし思うんだけど」

　そう言って黙だまり込むので、つい朝霧の方に目を向ける。朝霧は海を見つめたままだった。

「そろそろ、腹を割って話し合った方がいいんじゃないかな。あたしたち」

　いきなり核かく心しんに迫せまるか。

「じゃあ、朝霧から」

「こんな時だけレディファースト？」

　苦笑いを浮うかべてから、朝霧はさらっと言った。

「二度目だよ。あたしがこの世界へ来るの」

「……あさ」

　朝霧、お前、やっぱり──、

「次は堂巡くんの番。この世界が何なのか、知ってるの？」

　何て答える？　情報を出し過ぎてはいけない。ひょっとしたら、俺が知らない間に魔王殺しの剣ホーリーグレイヴを手に入れているかも知れない。

「知っている。ここは、エグゾディア・エクソダスというゲームの中だ」

　当然、朝霧も知っているはずの情報。俺が出せるとすれば、バイトでデータ作成の下した請うけをしていた、というところまでか。

　だが、気になるのは朝霧と鏡の仮面の関係だ。それに、以前グラスレーナの大聖堂で観みた脅きよう迫はくのＭＡＤ動画。あれも朝霧の仕し業わざと見ていいだろう。

　そして一之宮と、何か確かく執しつがありそうだ。二人はお互たがいを疑っている。

　果たして、どちらが本当のことを言っているのか。

　海風に、朝霧の髪かみが柔やわらかに踊おどっている。まなざしは寂さびしげで、横顔からは疲つかれた雰ふん囲い気きが滲にじみ出ている。そこには、朝霧らしい明るさや快活さはない。

　朝霧は何らかの意図を持って動いている。

　だが、元の世界へ戻もどりたいという意志は本物に感じられる。とはいえ確証はない。

　雫しずく石いしみたいに分かりやすい奴なら助かるんだが。

　艶つやの光る唇くちびるが開いた。

「エクソダス？　そっか……そんな名前になったんだ」

　──なったんだ？

　どういうことだ？

　朝霧の目が、俺の方を向いて、

「あのね、堂巡くん──」

　驚きよう愕がくに見開かれた。

「朝霧？」

　一体、何を見ているんだ？

　振ふり向くと、そこには薄うす汚よごれた、ボロボロの服を着た男がいた。

　音が消えた。

　波の音も、風の音も、人々のざわめきも。

　俺の全身が冷たくなる。

　南国のリゾートの背景に立つ、オークか野や盗とうのような、そいつの姿は異様だった。

　耳鳴りの向こうで声がした。

「堂巡ぃ……テメェ、こんなところにいやがったのか……」

　体が震ふるえ上がった。

「……し、式場？」

　心臓が早はや鐘がねのように鳴る。

　今の、口ぶり……なんか、ヘンじゃなかったか？

　──こんなところにいやがったのか？

　それに、朝霧や２Ａギルドじゃなくて、俺を名指し？　なぜだ？

　街の方から悲鳴と剣がぶつかり合う音が聞こえてきた。

　海沿いの道をバーサーカーの集団が走ってくる。そして並んでいる店に、片っ端ぱしから飛びこみ、破は壊かいと惨ざん殺さつを始めた。

　なに!?

「お前ら……どうやって、ここへ」

　俺の質問に、式場は顔を歪ゆがめた。

「あ？　んなもん、ダンジョンを掘ほり進んだに決まってんだろーが。死ぬまで掘り続けさせたせいで、雑ぞう兵ひようが三百人死んだじゃねーか。まあ、それはいいけどよ」

　口を広げ、残ざん虐ぎやくな微笑ほほえみを浮かべた。

「まあ、やっとこれで二年Ａ組全員を始末出来るぜ。ついでにこの町の連中も皆みな殺ごろしだ」

　その間にも悲鳴が響ひびき続けている。海辺の通りを逃げる人たちに、バーサーカーが襲おそいかかり、次々と血祭りに上げてゆく。

「式場くん！　やめさせて!!」

　朝霧は剣を抜ぬいた。

「あぁん？　他人の心配してる場合か？　コラ」

　式場の両りよう腕うでには、鈍にぶく光る銀と金の手てつ甲こうがはめられている。その金属の拳こぶしをぶつけ合わせ、火花を散らせた。

「他ほかの連中はどこだ？　白状したら、楽に殺してやる」

　朝霧は剣の切っ先を式場に向け、じりっと後ろに下がった。

「そう簡単には殺されないよ。あたしたちも、この世界へ来てから遊んでいたわけじゃないんだから」

　式場は突とつ然ぜん吹ふき出すと、ゲラゲラと笑い出した。

「ひゃはははははははははは！　ヤベーなそれ！　あんま笑わすんじゃねーよ」

　俺は指先を動かし、メニューを開いた。

　何とかこの場を切り抜けなければ。それには──、

「おいおい！　朝霧ぃ。テメー、レベルはいまいくつだよ？」

　冷や汗あせを垂らしながら、朝霧は答える。

「……いくつでもいいでしょ」

「何だ？　隠かくす程ほどのことじゃねえだろ？」

　朝霧のレベルは、恐らく45前後。しかし相手のレベルが分からないのは式場も同じ。なのに、何だ？　この余よ裕ゆうは。

「まあいいや。じゃ、俺のレベルを当ててみな？」

「……」

　俺も、朝霧も、口を閉とざし、式場が突とつ然ぜん飛びかかってくるのではないかと、警けい戒かいしていた。

「ざーんねん。時間切れ。答えはぁ……」

　式場は片目を歪め、優ゆう越えつ感に満ちた笑えみを浮かべた。

「99だ」

　──!?

「な……」

「ははははははは！　いいな！　その絶望のカオ！　さいっこうだぜ!!」

　きゅ……99だと!?　それってもしかして、カンストしてんじゃねえのか!?　どんだけ時間がかかるんだよ!?　本当に可能なのか!?

　だが、ログインしてから寝しん食しよくを忘れて、ひたすら経験値を稼かせぐことだけを続けていれば、或あるいは──、

　俺は自信満々な式場の姿を眺ながめた。

　誇こ張ちようしてるか、或いはハッタリの可能性もある。しかし、この自信。まさか、本当に？

「さて、そろそろ死ぬか？」

　く……まずい!!

　俺はメニューを開いたまま、何を使うべきか、答えを見いだせずにいた。

　式場が腰こしを落として拳を引く。足あし下もとに、魔ま法ほう陣じんが浮かんだ。

　ヤバイ。あれを喰くらったら、一いち撃げきで俺も朝霧も即そく死し。そんな予感がした。

　何か、魔ま王おうの鎧よろい!?　いや、ダメだ！　レベル99相手じゃ!!

「うらあああああああああああああっくぜぇええええええええええええええっ!!」

　俺は咄とつ嗟さに朝霧の前に出る。

「堂巡くん!?」

　リストから一つのアイテムを選ぶと、俺の手の中に一枚のカードが現れた。

「『プラチナ・リフレクト』!!」

　俺たちの前に白金の楯たてが出現した。鏡の如ごとく美しく輝かがやく楯は、式場の拳を跳はね返した。

「ぐがぅっ!?」

　式場の体が吹ふき飛ばされた。さっき立っていた場所のはるか後方まで押し戻され、膝ひざをついた。

「く……テメ……」

　式場が意外そうな顔をしていた。

　新しいガチャで手に入れたスーパーレアアイテム。

　敵の攻こう撃げきを倍にして反射するシールドだ。

　くそっ！　切り札にとっておきたかったのに！

　だが今の一撃で警戒したのか、式場は苦しげな表情で俺を睨にらんでいる。すぐに追つい撃げきしてくると思っていただけに、ちょっと意外だった。

　式場は俺たちを指さすと、大声で叫さけんだ。

「おぉおおい！　者どもぉおおおっ!!　あいつらを殺せ!!」

　店を襲っていたバーサーカーたちが一いつ斉せいに俺たちの方を向いた。

「逃にげるぞ！　朝霧！」

　俺はきびすを返すと、式場とは反対の方向へ走り出す。すぐに朝霧も続き、俺たちは桟さん橋ばし沿いの道を全力疾しつ走そうで駆かけ抜けた。

「凛り々り子こ！　堂巡!!」

　湾わん内ないに浮かぶヨットから、緊きん迫ぱくした表情の一之宮が呼び掛かける。そして舵かじを握にぎる扇谷に向かって指示を出した。

「港に戻れ！　二人を助けるぞ！」

「来るな！　一之宮!!」

　咄嗟に俺は叫んだ。

「お前らはそのまま逃げろ！　俺たちは別の船をつかまえる!!」

「馬ば鹿か野や郎ろう！　見捨てていけるか!!」

「接岸を待ってる間に殺されるんだよ！　いいから行け!!」

　一之宮は唇を嚙かむと、舵を取った。

「ラグーナで待っているからな！　必ず追い付いてこいよ!!」

　一之宮だけでなく、２Ａギルド全員が甲かん板ぱんに出て、俺たちを悲しそうな、申し訳なさそうな顔で見つめていた。

　おいおい、そんな見殺しにしてゴメンみたいな顔すんじゃねーよ。

　俺たちは港の端はじまで走る。そこには中古の船を売っている店がある。

　桟橋が何本か、海に向かって突つき出している。その中に、小さなヨットが係留されている桟橋を見つけた。

「時間を稼いでくれ！　朝霧っ!!」

　朝霧は返事の代わりに、その場で立ち止まるとくるりと身をひるがえした。振り向きざまに、追ってくるバーサーカーをまとめて二体斬きり倒たおす。

　プラチナ・リフレクトが功を奏したのか、式場本人は警戒して追ってこない。これなら何とかなりそうだ。しかし、

「一分が限界だからね!!」

　安あん堵どしかけた俺を、朝霧の声がひっぱたく。見み渡わたすと、海岸沿いの街から火の手が上がり、そこから百人以上のバーサーカーが湧わいて出てきた。

「ちっくしょう！」

　俺は桟橋を走り、ヨットまで行った。

　持ち主はいなかったが、幸い値札が出ている。俺はメニューを開き、素す早ばやく購こう入にゆうの手続きをした。

　舫もやいを解ほどき、ヨットに飛び乗ると、帆ほを張った。ゆっくりとヨットが動き始める。

「朝霧っ！　来いっ!!」

　しかし朝霧は、押し寄せるバーサーカーの群れに飲み込まれそうになっていた。

　服や髪かみを摑つかまれ、引っ張られる。

「くっ……」

「朝霧ぃいいいいいっ!!」

　苦しい姿勢で剣けんを構えると、朝霧は力任せに剣を振るった。

「『ライトニング』！」

　朝霧の必殺剣。朝霧の髪を摑んでいたバーサーカーの腕うでが、宙に舞まった。

　そのとき、朝霧の左手にもう一本剣が現れた。左右二本の剣が、青白く光る。

「『デュアル・ライトニング』!!」

　体を回転させながら、二本の剣を振るう。取り囲んでいたバーサーカーの体が両断され、上半身が地面に倒れた。

　朝霧は向きを変え、全力で桟橋を走ってくる。ヨットはもう桟橋を離はなれている。

　俺は手を伸のばした。

「飛べっ!!」

　朝霧は桟橋を蹴けり、海に飛び出した。まるで空を駆けるように。

　その跳ちよう躍やくは、俺の手に摑つかまるどころか、勢いが付きすぎて飛び越こえそうだった。

「──むぐっ!?」

　俺は体を張って朝霧を受け止めようとして──朝霧の豊かな胸が顔に激げき突とつした。

「……っ!?」

　そのまま押し潰つぶされるように、甲板に倒れる。

　背中と後頭部をしたたかに打ち、激痛と、顔面に感じる気持ちよさのサンドイッチに、感覚が分からなくなりそうだった。

　しかも俺の顔が朝霧の胸に隙すき間まなく埋うまっているので、かなり息苦しい。しかし朝霧は危機を乗り切ったことに安心していて、俺の顔におっぱいを載のせていることに気付いてすらいないらしい。深い安堵の溜ため息が耳元に吹きかけられた。

　──うおおおっ！　くすぐってええええ！　いや、それより息が！

「あ、あさぎり……く、くるし……」

　ギブアップの意思を伝えるべく、俺は朝霧の二の腕をぺちぺちと叩たたく。しかし、なかなか気付いてもらえない。

　俺の体から浮うかび上がる、ダメージを表す数字に気が付いて、やっとのことで朝霧は体を起こした。

「ごめんね。大だい丈じよう夫ぶ？」

「ああ……バーサーカーよりも、朝霧の方が殺傷力があったな」

　頰ほおを染めて、朝霧は胸を庇かばうように腕を組んだ。

「そんなこと言うと、もう二度と触さわらせてあげないからね」

　え？

　それってどういうこと？　と訊ききたかったが、すでに朝霧は真ま面じ目めな顔でサンディアーノを見つめていた。

　町の至る所から炎ほのおが上がり、人々の悲鳴が聞こえてくる。

　……ＮＰＣとはいえ、気分のいいもんじゃないな。やっぱ。

「式場くん……」

　そのつぶやきに、俺は桟橋に視線を移した。

　そこには、怒いかりと執しゆう念ねんに燃える式場の瞳ひとみがあった。

　奴やつはまだ諦あきらめていない。

　きっと俺たちをどこまでも追ってくるだろう。

　言いようのない恐きよう怖ふが体を駆け巡めぐり、指先を震ふるわせた。

　その指先に何かが触ふれた。

　何が？　と思ったとき、指先に細くしなやかなものが絡からみつく。

　朝霧……。

　朝霧が俺の手に指を絡めていた。いわゆる恋こい人びとつなぎだが、浮うわついた気分はない。

　その手も小刻みに震えている。

　俺と朝霧は、お互たがいに心を寄り掛からせることで、何とかその場に立っていた。
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　あれから俺と朝あさ霧ぎりは、一いち之の宮みやが待っていると言ったラグーナを素す通どおりして、グラスレーナへ行った。そこから馬車を雇やとって近きん隣りんのシャルトという村の外れ、森の中にひっそり佇たたずむ一いつ軒けん家やへ向かった。

　雫しずく石いし乃音のん率いる悪あく魔ま教『黒の黎れい明めい団』の本ほん拠きよ地ちだ。

「え？　ど、どどど堂どう巡めぐり？　な、ななな何しに来たの？」

　相変わらずどもる喋しやべり方をするのは五ご間ま邦くに明あき。その後ろで、怪け訝げんそうな顔をした瘦やせた男は鼓つづみ田だ正しよう雪せつ。二人とも、黒の黎明団の創設メンバー……と言っていいのか？　ほとんど雫石に脅きよう迫はくされてメンバーにされたようなもんだが。

「雫石に用があってきた。いるかな？」

「いねえ」

　鼓田がぶっきらぼうに答えた。

「いない？」

　首を伸ばして部屋の奥を覗のぞくと、そこにはグラスレーナの大聖堂から救出した、吉よし原わら幾いく之の助すけ、松戸昇しよう太たの二人が床ゆかに転がってゴロゴロしていた。

　思いっきりたるんでるな……雫石がいない、というのは本当か。

　ちなみに、この四人は壮そう馬まのオタク仲間だった。吉原の専門はエロマンガとエロラノベにエロゲー。松戸はフィギュアだ。

「……雫石はいつから戻もどって来ていないんだ？」

「もう二、いや三週間になるか？」

　とすると、モンフォールで俺の正体を知ってから、戻って来ていないということになる。

　死んだら復活出来ない仕様に変わったということを確かく認にんし、用心する様に伝えると、

「わわわわ、分かってるよ。弱いモンスターしか相手にしてないし。だ、だだだから、お金もないから、慎つつましく暮らしてるよ」

　俺はアジトを出ようとして、

「そういえば、魔ま法ほう石とか持ってないか？」

「魔法石？　ああ、クエストでもらったけど、これ何の役に立つんだ？」

　よし！　引き取らせてもらうか！

「一応、素材に使えるみたいなんだが、俺たちじゃどうしようもない。これからアステルに行くんで、譲ゆずってくれないか？」

「ん？　ああ、大おお原はらたちんとこか」

　胸が少し痛んだ。あいつらはもう死んだ、と伝えれば、いらぬ恐怖と混乱を招くかも知れない。俺は敢あえてそこには触れず、交こう渉しようを続けた。

「一個、十ゾルでどうだ？」

「そ、それって千円くらいじゃない!?　そんなに高くていいの!?」

「あ、じゃあ、二ゾルくらいで──」

　慌あわてたように鼓田が割り込んだ。

「十で!!」

　交渉成立。

　四人が持っていた魔法石を全部買い取ると、一万個もあった。

　こいつらも金があれば、命の危険を冒おかす必要もなくなる。脱だつ出しゆつの準備が整うまでは、ニート生活を満まん喫きつしていてもらおう。

　ご機き嫌げんの五間たちに見送られ、俺は少し離れた所に駐とめてあった馬車に戻った。

「どうだった？」

　中で待っていた朝霧が訊いてきた。

「雫石はいなかった。代わりにちょっとアイテムの交こう換かんをしてきたけど」

　しかし、よく考えると魔法石が一万個あっても、五連ガチャを二十回しか回せない。百回転だけだ。

　くそう。基本、課金前提のシステムだから、無課金で何とかしようとすると苦しいな。やっぱり。

　御ぎよ者しやにグラスレーナまで行くように指示を出すと、馬車は向きを変えて走り出した。

「のんのんがいても、あたしがいたら一いつ緒しよに来てくれなかったと思うけどね」

「……そうかな？」

「あたし、嫌きらわれてるから」

　思わず俺は苦笑いを浮かべた。

「あいつは、ほぼ全すべての人類を嫌っているぞ」

「なにそれ。ひどい」

　朝霧が笑えみを漏もらした。

　式しき場ばから逃のがれてから、朝霧と二人で行動している。ラグーナで朝霧をヨットから下ろして、俺は一人で行動するつもりだったのだが、

『あたしも行くよ』

『でも、一之宮たちが待ってるだろ……』

『堂巡くん。何か当てがあるんだよね？』

『断る。寝ね首くびを搔かかれちゃたまらないからな』

『だったら約束するよ。堂巡くんに危害は加えない』

『そう言われてもな……』

『だって堂巡くん、またあたしを助けてくれたよね』

『え？』

『ヨットで脱出するとき、あたしを見捨てなかった』

『それは……』

『今度はあたしが力になるよ』

　──結局、押し切られる形で朝霧と一緒に行動している。

　確かに俺を襲おそう素そ振ぶりはない。だが、お互い警けい戒かいはしている。表面上は以前の朝霧に戻ったように見えるが、やはりどこか違ちがう。

　自然に振ふる舞まおうとして、逆にぎこちなさが出ているような感じだ。

　尤もつとも、それは俺も同じ事だろう。

　──どうにも、つかみ所がないというか。分からないな、朝霧は。

　それに比べて、雫石は分かりやすい。もちろん、心の中で考えていることが全て分かるわけじゃないし、俺の知らないことも沢たく山さんあるだろう。

　それでも、あいつは裏表がない。良くも悪くも、自分に正直だ。真っ直すぐに生きている。

　そういうところは羨うらやましいと思う。結果、痛いキャラになってしまっているのは否いなめないが。

「楽しそうだね」

「え？　何で」

「笑ってたよ。口元」

「そ、そうかな……？」

「誰だれのことを思い返していたのかな？」

　口ではそう言いながら、あまり興味のなさそうなまなざしを窓の外へ向けた。

　俺も朝霧とは反対側の窓を見つめ、外を流れる風景に目をやった。

　本当に、朝霧は読めない奴だ。




　　　　＋　＋　＋




　それから馬車を乗り継つぎ、途と中ちゆうでドラゴンホースを買って山道をひた走り、俺たちは再びアステルの町へやって来た。

　一之宮たちの話では廃はい墟きよ同然ということだったが、今は少ないながらも人が戻ってきていた。倒たおれそうな建物を勝手に使って、生活必ひつ需じゆ品を売る店を開いている。

　元々アステルにいた人なのか、壁かべの向こうから来た奴やつらなのかは分からない。だが、後者だとしたら、何かのタイミングでバーサーカーになる恐おそれもある。油断は禁物だ。

　日中はアステルの様子を見て回り、日が暮れてから、外で軽く食事を済まし、比ひ較かく的てきまともな宿屋に部屋を取った。一人部屋がなかったので、ダブルを二部屋。

　これからの計画を相談する前に風ふ呂ろに入りたいというので、俺も一いつ旦たん部屋に下がって風呂に入った。

　割と長風呂をしたので体が熱い。宿屋に用意されていた浴衣ゆかたのようなラフな部屋着を着て、窓まど枠わくに腰こしを掛かけて、火ほ照てった体を夜風で冷やす。袖そでや胸むな元もとから風が入ってきて、気持ちがいい。

　瓦が礫れきだらけの街の向こうに、巨きよ大だいな壁がそびえていた。その前ではかがり火が焚たかれ、開きっぱなしになった門が、明るく浮うかび上がっている。その前には、武装した兵士と、門を通ろうとする人の列が並んでいた。

　一晩中、警備をしているのか。

　そのまま通れればいいが、もし二年Ａ組の奴らがいたり、式場から通行禁止リスト的なものを渡わたされていたりすると問題だな……。

「ん？」

　夜空を、きらきら光るものが飛んでいる。その光は、まっすぐこちらに向かってくる。

　あれは──、

　羽の生えた小さな妖よう精せいが俺の目の前までやって来ると、小さくお辞じ儀ぎをした。

　──お使い妖精フエアリー。

　エルフが使う通信手段。いわば伝でん書しよ鳩ばとのようなものだ。俺が手の平を出すと、その上にちょこんと降り立った。

「サタナキア様より伝言です。海側の壁に見張りはなく、問題なく侵しん入にゆうが可能です」

　順調だな。タイミングもいい。

「では魔ま王おうヘルシャフトよりサタナキアへ返答だ。壁を乗り越こえて進軍を開始せよ。だが目的はあくまで陽動だ。妙みように戦せん闘とう力の高そうな奴がいたら、迷わず撤てつ退たい。決して無理をするな、と伝えろ」

「承うけたまわりました！」

　手乗りサイズの妖精はぴしっと敬礼をすると、夜空に飛んでいった。

　壁の向こうには二年Ａ組の奴らがいるかも知れない。もしそいつらも式場のようにイカレてたら、相手にしない方が得策だ。

　それにしても──、

　サンディアーノに突とつ然ぜん現れた式場。

　思い返すと胸の内が冷たいもので満たされる。一体、何でなんだ？　何でこんなに恐きよう怖ふを感じるんだ。気持ちが、というより体が勝手に反応するみたいな。

　それに式場の、ようやく見つけたって言わんばかりの態度。

　俺は奴と何か因いん縁ねんがあったか？

　だが、ログインする前のことを思い返しても、心当たりは何もない。そもそもろくに接点なんて、なかったはずだ。

　そんなことを考えていると、ノックの音がした。

　俺は窓から離はなれ、扉とびらを開けた。

「こんばんは。お邪じや魔まするね」

「あ、ああ……」

　俺と同じ部屋着だが丈たけが短く、すらりとした腕うでと足が惜おしげもなく晒さらされている。前は胸の谷間が見えないようにきっちり合わせてあるが、それだけに胸の形が強調され、存在感が半はん端ぱない。

　俺は意識して見ないようにして、ベッドに座るように促うながした。そして俺は再び窓枠に座り、朝霧と見つめ合った。

　……なんか照れるな。

「あー、今窓から見てたんだが、見張りは厳重だな。夜になっても」

「そっか……じゃあ、向こうに行く方法を考えなきゃね。何か案はある？」

　一応は考えてあった。しかし、朝霧に伝えるのは直前になってからにしよう。

「それは何とかなると思う。但ただし、ここの人間がバーサク状態にならなければ、だけど」

「でも、バーサーカーになっている人、いなかったね」

「そうなんだよな……全員がバーサーカーじゃないのかも知れないし、式場の命令でバーサク状態になるとか、或あるいは危険がせまるとバーサーカーになるとか、何かしらのトリガーが──へっくしょん！」

　やべ、思いっきりくしゃみが出ちまった。

　朝霧は可笑おかしそうに笑うと、

「湯冷めするよ。窓を閉めて、こっち来たら？」

「……そうだな」

　俺は腰を上げて窓を閉めた。ちょっと迷ってから、朝霧の横に腰をかけた。この部屋はテーブルも椅い子すもないので、ベッドに座るしかない。やむを得ない。そう自分に言い聞かせ、平常心に努めた。

「それで、これからどうするの？」

　俺はメニューを開き、モンフォールで回収した地図を選ぶ。目の前に折おり畳たたまれた一枚の紙が現れ、それを摑つかんで広げて見せた。朝霧が覗のぞき込むようにして、体を寄せてくる。

「これは？」

「壁の向こうの地図。悪あく魔まの祭さい壇だんって場所が書かれているだろ？　ここが目的地だ」

　朝霧はじっと地図を見つめている。半信半疑といったところだろうか？

「どこで手に入れたの？」

「モンフォールって覚えてるか？　あそこで見つけた」

「……あの時、そんなことしてたんだ」

　誤解しているが、訂てい正せいすると余計に面めん倒どうそうだ。

「たまたま見つけただけだよ。で、推測に過ぎないけど、この悪魔の祭壇から、外の世界へ連れん絡らくをすることが出来るんじゃないかって思ってる」

「えっ!?」

　心底驚おどろいたように、朝霧は俺を見つめた。

「前、ここに古本屋があったろ？　店の爺じいさんが教えてくれたんだよ。悪魔の祭壇からヘルズラインってのが使えて、それで地じ獄ごくへ交信出来るって」

「地獄？」

　不ふ穏おんな単語に、朝霧が顔を曇くもらせた。

「この世界を作った会社だよ。ヘルズドメイン」

　あっと小さく声を上げた。

「……それじゃ」

「言っておくが、憶おく測そくがかなり入ってるぞ？　でも、もし本当に使えるのなら、助けを求めることに使えるんじゃないかって」

　本当のことを話すと、芋いもづる式に細かい説明を求められ、言いたくないことまで話さなきゃならなくなる。だから俺は、本当のことを言いながら、少し噓うそを混ぜる。噓を信じ込ませるには、事実でカモフラージュするに限る。

「それは……もし本当だったら、すごいね……」

　朝霧は穴が開くほど地図を見つめた。

「今なら式場もいないからな。上手うまくすれば、戦わずに助けを呼べるかも知れない」

　俺が地図をしまうと、朝霧は再び俺を見つめる。

「堂巡くん。ここまで来たら、話してくれるよね？　あなたが何者なのか」

「……俺はただの被ひ害がい者しやだ。この世界に詳くわしいのは、たまたまヘルズドメインの下した請うけバイトをしていたからなんだ」

「バイト……？」

　俺は自宅でデータ作成をしていたことを簡単に話した。朝霧は納なつ得とくしたように、俺の話を聞きながら何度もうなずいた。

「それで、朝いつも眠ねむそうだったんだ」

　納得するところ、そこ？

「それじゃ、何でこんなことになってるのか、世界遺産の体験学習が、どうしてゲームの世界に入ることになったのかについて、教えてくれないかな」

「……それは俺にも分からん。さっき言った通り、俺はただの下請けで、仕様書に従ったデータを納品していたに過ぎない。朝霧は？」

「あたしもただの被害者だよ」

　おいおい、それだけで済まそうっていうんじゃないだろうな？

「でも朝霧、今回の事件の中心には、お前が居るような気がして仕方ないんだ」

　朝霧が鋭するどい視線で睨にらむ。

「やっぱり、あたしのこと疑ってるんだ」

「誤解するなって。お前が犯人だと言ってるわけじゃない。だが、深く関かかわっている。違ちがうか？」

　視線をそらし、うつむいた。その横顔から感じるのは罪の意識。ごめん、と語っている。そんな気がした。

「多分、そうだね……あたしがみんなを巻き込んだんだ」

　巻き込んだ？

「……教えてくれ。なぜこの事件が起きた？」

「あたしが生きているからかな」

　それきり朝霧は唇くちびるを閉じた。俺はそのまま待っていたが、なかなか続きは始まらない。

「なあ、朝霧……」

　続きを促そうとしたとき、朝霧の手が俺の手に重ねられた。

「ねえ、堂巡くん。壁の向こうってどんなところかな？」

「え？」

「あたしね……すごく嫌いやな予感がするの」

「予感って、何かそう思う理由とかあるのか？」

「鏡の仮面がね、言ってたの。壁の向こうには恐怖と絶望があるって」

　──鏡の仮面。そんなことを警告する以上、朝霧と何らかの関係がある。だが、それがどんな関係なのか……？

「恐怖と絶望って、式場くんのことかも知れない。それと、まだ見つかっていない他ほかのみんなのことかも」

「ああ……式場、あいつはヤバイ。もし残りの奴らが、みんなあんな感じなら……見つかったら終わりだな」

「生きて帰れないかも知れないね」

　俺の方を向いた朝霧の瞳ひとみが、涙なみだで潤うるんでいる。

「何より、みんなで生きて帰りたいと思っていた。みんなを救いたいって。それなのに、クラスメート同士で殺し合わなきゃならないことになったら……それが一番恐こわいの」

「……朝霧」

　俺は思い切って朝霧の肩かたを抱だこうとした。しかし、背中に回した手を、肩に下ろす勇気がない。

「大だい丈じよう夫ぶだ。俺に考えがある。朝霧は、朝霧だけは……絶対に守ってみせる」

　ふわっと朝霧の顔が近付き、

　唇に柔やわらかいものが触ふれた。

　──朝霧っ!?

　不意打ちだった。

　朝霧にキスされていた。

　驚いているうちに、朝霧の唇が離れた。

「信じるよ、堂巡くん」

　完全に意表を衝つかれた俺は、何を言って良いか分からず、思っていることが、そのまま口を衝いて出た。

「お、おま……いきなりって、その、心の準備くらい、させてくれよ」

　朝霧は小さく吹ふき出すと、くすくす笑った。

「え……何かおかしかった？」

「女の子みたいなこと言うから、面おも白しろくて」

　何だよそれ。

「っていうか、朝霧はこういうことに慣れてるのか？　なんか、凄すごく軽くこなしてる感じがするけど」

「まさか。あたし、男の子とつき合った経験ないよ」

「そりゃ、余計に驚きだけど……でも、その……何でキス？」

「お礼とお詫わびかな。それと……」

　朝霧は顔を伏ふせると、額を俺の肩にこつんと当てた。

「明日あした死ぬかもしれないし。一度くらい、そういうの……しておきたいんだ」

「いや……そういうことでするもんじゃないだろ。そういうのは好きな男のためにとっておけよ。俺は絶対にお前のことを死なせない」

「もう……わざとなのかな？」

「へ？」

「だって、言い訳が欲しいじゃない」

　俺はその言葉を何度も頭の中で繰くり返した。

　今度こそ朝霧の背中に手を触れた。

　両手で細い体を抱きしめる。

　吸い寄せられるように、朝霧の体が俺の体に密着する。

「朝霧」

　名前を呼ぶと、小さな声が返ってきた。

「……凛り々り子こ」

　頰ほおを染めた顔で、ちょっと恥はずかしそうにつぶやいた。

「こういうときは、下の名前で呼んでよ」

　う……それって、

「り……」

　すげえ照れる。

「り、りりこ？」

「何で疑問形？」

　また朝霧は微笑ほほえみを浮うかべた。

　俺も思わず笑ってしまった。

「凛々子」

「うん……駆流かける」

　今度は不意打ちではなく、自然と唇を合わせた。

　軽く唇を合わせ、一度離はなし、次は強く。

　そして、唇を開いて舌を伸のばす。凛々子の舌は、怯おびえたように動かないが、抵てい抗こうもしない。凛々子の体の中に、自分の体の一部を入れるのは昂こう奮ふんする。

　というか、夢みたいだ。

　今、俺は魔ま王おうヘルシャフトとして敵を蹂じゆう躙りんしているわけじゃない。堂巡駆流として凛々子とキスをしている。無む理り強じいをしているわけでも、エクスタスを使っているわけでもない。こうしているのは、凛々子の意志だ。

　やばい、嬉うれしい。

　異常なまでの高こう揚よう感かんが俺の中を駆かけ巡めぐり、爆ばく発はつしそうだ。暴れ出したい。何かもう、メチャクチャにしたい。されたい。

　唇を離すと、目の前に凛々子の潤んだ瞳がある。突とつ如じよとして現実に引き戻もどされたような気がして、一転して緊きん張ちように体と心が縛しばられる。次に何をして良いのか分からなくなる。

　しっかりしろ。今までそれなりに経験を積んできたじゃないか。

　凛々子の部屋着の前を開くと、白くまぶしいブラジャーが現れる。飾かざり気がなく、清せい楚そなデザインだ。下に目を落とすと、上下お揃そろいのデザインであることが分かる。

「蛍ほたるみたいなモンスターに、魔ま法ほうをかけられて以来だね」

　頰を染めた凛々子が、上うわ目め遣づかいで俺を見上げた。

「ああ……あの時は悪かったな」

　凛々子は下着姿の自分の体を見おろした。

「この状じよう況きようで謝るの？」

　それもそうだ。

　返事に詰つまっていると、凛々子は微笑んで俺の頰に手を伸ばした。

「もっと自信を持って」

　それは、俺のことが本当に好きなんだ、と思わせる笑え顔がおだった。死ぬ前に一度経験したいから、相手はこの辺で妥だ協きようしよう、という雰ふん囲い気きじゃない。

　そう思いたいだけかも知れない。目が合っただけで、あの娘こ俺に気があるんだ、みたいな思い込みの延長かも知れない。でも──、

「女の子がここまで勇気を出してるんだよ？」

　俺が自分の部屋着を脱ぬぐと、凛々子が小さく息を吞のむ音が聞こえた。凛々子を抱きしめるように背中に手を回す。ちょっと時間がかかったが、ブラのホックを外すことに成功した。肩からずり落ちるブラを凛々子は手で押さえる。

「やっぱり……ちょっと恥ずかしいね」

「本当にいいのか？」

「……でなければ、こうなってないでしょ」

　凛々子は腕うでを下ろした。

　ふるっと揺ゆれて、胸が俺の目に飛びこんでくる。

「駆流は、本当はあたしのこと、どう思ってるの？」

　いきなり追い詰められた気分だ。

「今まで色々あったもんね。やっぱり、あたしのこと嫌な女って思ってる？」

「い、いや……それは、ない……が」

　どうしよう。

　恥ずかしい。

　でも、この流れと勢いでなければ、一生言えない気がする。

　震ふるえる舌で、俺は気持ちを絞しぼり出す。

「す……好き、だよ」

「ふうん……そうだったんだ。流れで言ってるだけじゃなくて？」

「こっ、これでも、元の世界にいるときから好きだったんだからな。お前は気付いてなかったろうけど」

「そうだね。そういう意思表示はされたことなかったし」

　凛々子はベッドの上に上がると、横になった。

「視線は感じてたよ。でも、そういう男の子いっぱいいたし」

　俺も凛々子の横で足を伸ばす。そして凛々子の顔を上から見おろした。

「まあ、朝……凛々子からすれば、俺なんかモブだろうからな。だから、いいのか？　って訊きいてんだ」

　凛々子はうーん、と唸うなる。

「駆流みたいに、人の見ていないところ、気付かれないところで、実は一いつ生しよう懸けん命めい頑がん張ばっていて、人の支えになっている。そういう人は、あたし好きだよ」

　でも──と凛々子は付け加えた。

「正直、元の世界にずっといたら、駆流のことはそんなに意識してなかったかも」

　じゃあ、何で今は意識しているのかと疑問に思っていると、

「多分、駆流がこの世界へ来て変わったからかな」

　……俺が？

「特に変わってないと思うけど」

「少なくとも、変わって見えるよ。もし、変わってないなら、駆流はこういった状況に向いてるとか」

「なんだ、それ」

「こっちの世界に来てから楽しそうだよ？」

「冗じよう談だんだろ」

「本気。だから怪あやしいなって思ったのもあるんだけど……でも、こっちへ来てから、一生懸命に何かをしているのが伝わってくる。生き生きしている」

　マジか？　本人的には、生き生きなんて表現とは真逆な、いつも追い詰められて死にそうな感じなんだが。

「過か酷こくな状況に追い詰められないと、本気を出せない……とかね」

　俺は凛々子に覆おおい被かぶさるようにして、もう一度キスをした。特に抵抗なく、凛々子は目を閉じると俺の舌を受け入れた。

　凛々子の顔に触れ、首筋をゆっくり撫なでると気持ちよさそうに顔を上げた。

「もしかしたら、元の世界に帰ったら、駆流のこと魅み力りよく的に見えなくなるかもね」

　挑ちよう発はつするように笑みを漏もらす。

　なに、そのフラれる予告。

「それは困ったな……って、俺……魅力……あるの？」

「さあ？」

　からかうように、含ふくみ笑い。

　俺は反はん撃げきするべく、凛々子の胸に触れた。からかわれたおかげで、踏ふん切りが付いた。俺は凛々子を感じさせようと、胸を優やさしく、ときに力を入れ、敏びん感かんな先せん端たんを転がすように揉もみしだいた。

　凛々子は眉まゆを寄せて目を閉じる。唇くちびるから、甘い吐と息いきが漏れ始めた。

「じ……自分でも……分からないよ。あっ……どこが好きになったの？　なんて言われても、……そんなの後付けだよ……あぁんっ！」

　感じている凛々子に気をよくした俺は、さらにあえぎ声を上げさせようと、脇わき腹ばらからお腹なか、そしておへそと、肌はだの質感を確かく認にんするように撫で回す。

　そして下腹部の大事な部分に、下着の上から軽く触ふれて太ももを割るように手を入れる。

「じゃあ、好きな理由とか訊いても、それは噓うそだってことか？」

「あぁんっ！　う、噓じゃないけど、その人の……はあっ、良い所を挙げてるだけで……どうして好きになったかを……は、はっきり分かってる人なんて……んうっ！　少ないと思うよ」

　やっぱ吊つり橋効果ってことなのか？

　そんな思いを否定するように、俺は今まで得た経験を凛々子にぶつけてゆく。

　そう。ウルリエルとゼラギエルの特訓の成果を、ここで活いかす。

「じゃあ、どんな人がタイプか自分でも分からないんだ」

　俺は凛々子のピンク色をした胸の先に顔を近付ける。

「自分を分ぶん析せきしてみるなら……あたしって謎なぞめいた人とか、底が見えない人に憧あこがれてるのかもね。だって駆流とこんな──ぁああんんっぅ♡」

　凛々子の胸の先に吸い付いた。舌に感じるかすかなしょっぱさ。鼻び腔こうをくすぐる、桃もものような甘い香かおり。ざらっとした硬かたい舌した触ざわり。

　以前の時とは違ちがって、正気な状態で味わうそれは最高だった。最高の果実だ。もっと味わいたい。いつまでも舐なめていたい。その思いをこらえ、一いつ旦たん口を離す。

「謎めいた人なら……じゃ、鏡の仮面とか最高だな」

「あ、あんな怪しい人、いやぁあんっ！」

　俺はさっき吸っていた胸と反対側に口を付ける。かすかに歯を立て甘あま嚙がみをすると、凛々子の体がびくっと震える。歯を立てたまま、舌で先を転がすように愛あい撫ぶする。

　そして片手は凛々子の股またの間をこすり上げる。その指先が、しっとりと湿しめってきた。

　俺が良い気分になるだけじゃダメだ。凛々子にも気持ち良くなって欲しい。二人で同じ快感を味わいたい。

　その一念で行こう為いに没ぼつ頭とうしかかったとき、

「駆流……初めてじゃないでしょ」

　不意打ちを食くらって、俺は固まった。

「え」

　胸から口を離し、その口で何を言えば良いか分からずに戸と惑まどった。

「……やっぱり」

　下から凛々子が睨にらんでくる。

「え、えっと……凛々子。別に俺は……」

「相手は誰だれなの？」

　平静を装っているが、その声にも、表情にも怒いかりが滲にじみ出ている。

「のんのん？　それとも毒ぶす島じまさん？」

　こ、恐こわい。

　なんか、今まで見た凛々子の中で、一番恐いかも。それに何で毒島まで入ってるの？

　俺は返事をする代わりに、凛々子のパンツに手をかけた。

「ちょ……な、なに普ふ通つうに脱がそうとしてるの!?」

　足をじたばたさせてももう遅おそい。凛々子は片足にパンツを引っかけたまま、俺に股を開かされる。

「な……なんてことするのよっ！」

　真っ赤になって俺を責める。しかしここで止まれない。俺は凛々子の大事なところを見つめた。

　これが……凛々子の。

　ごくり、と喉のどが鳴った。

「み、見ないでよっ！」

　足を閉じようとする。俺は膝ひざの下に手を入れ、体を転がすようにして、大事なところを上に向かせた。

　そしてキス。

「んんぅ[image: ～][image: ～]っ!?」

　凛々子が悶もだえるようなうめき声を上げる。

　俺は下の唇と熱い口づけを交かわしてゆく。

「しっ、信じられないっ！　やぁん♥　やめ……ひゃぁあああああああああっ!!♥」

　一番敏感な部分を探さぐり当て、舌先で可愛かわいがる。

「きっ、汚きたないから……はぁああああっ♥　ぅううっああああんんんんっ♥」

　何を言われようと放さない。

　しばらくそうしていると、凛々子の足から力が抜ぬけていった。俺は手を放し、指先も使って本格的に愛撫をしてゆく。

　凛々子はその間、ずっと喘あえぎ声を上げていた。その声はとても美しく、可愛らしい響ひびきだった。

　やがて、凛々子の体に力が入り、足が伸のびた。

　一ひと際きわ甲かん高だかい声を上げ、全身を震わせる。

　びくびくと痙けい攣れんする凛々子を上から見つめる。

　汗あせだくになって目を閉じ、激しい呼吸を繰くり返していた。

　とても綺き麗れいで、可愛い。

　頰ほおを優しく撫でてやると、うっすら目を開け、照れたように微笑ほほえんだ。

「やだ……もう、下半身が痺しびれて……動けないよ」

　俺は会心の笑えみを浮うかべた。

「こんなんじゃ、もう……抵てい抗こうできないよ……」

「……あ」

　もしかして、それってＯＫのサイン？

　熱っぽい瞳ひとみが俺を見つめている。

　俺は凛々子の足の間に入った。

「凛々子」

　しなやかな両手が俺に巻き付き、抱だきしめられた。

「うん……♡」




　　　　＋　＋　＋




　すぐ隣となりで横になっていた凛々子が、俺の方に顔を向けた。

「ねぇ、駆流って、学校に通ってるときから、ここにログインしてたの？」

「いや。俺は自宅でデータを作ってただけだから」

　そういや、ログインの前日は徹てつ夜やでデータを仕上げた勢いで、クソコラみたいな凛々子のデータを作ってたっけ……それが、こんなことになるなんて。

　目の前二十センチにある凛々子の顔と、布ふ団とんの隙すき間まから見える、ぐにゅっと形を歪ゆがめている豊かな胸を見つめた。

「もう、マジメな話してるんだから」

「あ、ごめん。つい」

　やっぱ実物は最高。クソコラの件は、俺の胸一つに収めて墓場まで持っていこう。

「あたしね、前にこの世界に来たのは四年前なんだ」

　四年!?

「ここへ来てから一年以上経たってると思うから、もっと前になるかも知れないけどね。その頃ころは、この世界もこんな大規模じゃなかった。多分、まだテスト的なものだったんじゃないかな。開発を進めるのに資金集めなきゃって、ところだったみたい」

　──お金持ちの、良い所のお嬢じようさん。

「それって、凛々子の家と関係があるのか？」

「うちのお父さんのところには、よく出資しないかって話がくるの。これもその一つだった。そのときのあたしには全然分からなかったけどね。あたしは、テーマパークみたいなところへ行こうかって言われて、喜んでお父さんと出かけたんだ」

「それが……エグゾディア・エクソダス」

「の、試作だったのかな？　大人の人が大勢いて、大きな機械がいっぱいあった。後で分かったことだけど、株主や投資家たちへの説明会だったんだ。関係者と招待客の中から誰かを選んで、実際にゲーム世界を体験してもらおうって企き画かくで、それに選ばれたのが、あたし」

「そうか……そういうことだったのか」

「アステルの広場覚えてる？　あそこで初プレイのセレモニーがあったんだよ」

「それであの時、じっとステージを見つめてたのか」

「大勢の人たちが歓かん迎げいを受けて、ステージに上がると、アイドルか大スターになった気分。街だって、おとぎ話の世界みたいで、もう本当に夢のようだった」

　凛々子は懐なつかしむように目を細めた。

「手がかりを元に、勇者を探して魔ま王おうを倒たおす。そんなことを王様から命じられてね、旅に出たんだよ。と言っても、当時はマップが全部出来ていなかったんだろうね。場所を選んでワープするみたいな感じだった」

「子供の時なら、夢みたいだったっていうのもうなずける。楽しかったろうな……」

「うん。他ほかのテーマパークなんか比べものにならないくらい、すごく楽しかった。幾いくつか謎を解くと、魔王を倒す勇者の名前が明らかになるんだ」

　……勇者の名前、だって？

「それって……勇者の名前は何だったんだ？」

　凛々子は残念そうに笑った。

「結局分からなかったよ」

「それって、もしかして本に書かれてたんじゃないか？」

　少し戸惑ったような目をして、凛々子は首を振ふった。

「分からないよ。カルダートに行けば手がかりがある、というところまでしか辿たどり着けなかったんだけど……どうして本だって思ったの？」

「いや、それは……」

　──魔王サタンを倒すパスワード。

　カルダートの本屋に隠かくされていた本に、そのパスワードが書かれていた。

　そこにあった暗号を解読すると、現れたのは、

　ＡＳＡＧＩＲＩＲＩＲＩＫＯ

　朝霧凛々子。

　そういうことなのか？

　スポンサーの子供にテストプレイをさせ、その子供が魔王を倒す手がかりを見つける。恐おそらくそれは二つ。一つは『魔王殺しの剣ホーリーグレイヴ』。もう一つは、サタンを倒すためのパスワードが記された本。

　そしてパスワードには、サタンを倒す勇者の名前が隠されている。

　それが自分の名前だと気付いた子供は、そりゃあ嬉うれしいだろう。

　──粋いきな計らい。

　スポンサーと子供を喜ばせ、その気にさせるための演出。

　まさか、あれはその名残なごりだったのか？

　そもそも魔王殺しの剣ホーリーグレイヴは、スポンサーとのタイアップ・イベント用のアイテムだったと、以前に哀あい川かわさんが説明してくれた。

　あれは最初から、凛々子のために用意されていたものだったのか。

　……なんだよそれ。

　いや、凛々子の言うことが事実であるという保証はないけれど。

　でも今の俺には、サタンのパスワードの謎なぞに、凛々子の存在がぴたりとはまったように感じた。

「ちなみに、前にログインしたのって、季節はいつ頃ごろなんだ？」

「十二月だったよ。クリスマスのちょっと前だったかな」

　パスワードの区切り文字に、ＳＡＮＴＡを使ったのはそれでか。

　何だか、急に笑いが込み上げてきた。

　そんな俺を、凛々子は怪け訝げんな顔で見つめている。

「どうかしたの？」

　あれだけ悩なやんで、疑って、神経をすり減らして来た原因が、そんな理由？

　明らかになってみれば、なんだそんなことか、というくらいに拍ひよう子し抜ぬけなオチだった。

　でも安心した。ほっとした。

　もし凛々子の言うことが事実なら、時を越こえて、凛々子がサタンを倒したのは、なにか必然的な巡めぐり合わせだったようにも思える。

「もう、駆流。何がおかしいの？」

　眉まゆを寄せて睨にらまれたので、俺は慌あわてて弁解した。

「ごめん、笑うつもりはなかったんだ。凛々子が四年も経って、やっと勇者の務めを果たしたんだなと思うと、ちょっと面おも白しろくなって」

「……勇者なんかじゃないよ」

「でも魔王を倒したじゃないか」

「もう一人、いたんだ」

「え？」

「滝たき沢ざわめぐるちゃん」

　たきざわ……めぐる？

　何だろう。

　どこかで聞いたような。

　胸が妙みようにざわついて、落ち着かない。

「あたしと同い年の女の子。四年前にここへ来たとき、その子と一いつ緒しよにログインしたの」

　滝沢めぐる……誰だれだったっけ？

　まさか、小学校か中学校で一緒だったとか？

「とってもいい子だった。あたしたちはすぐに仲良くなった。二人で謎を解いて魔王を倒そうって、アステルの町を出発したんだ」

　滝沢めぐるのことがなかなか思い出せないので、俺は諦あきらめ、凛々子の話に耳を傾かたむけた。

「めぐるちゃんと謎を次々に解いていって、次で手がかりの場所が分かる、というところまでは行ったんだ。でもね……事故が起きたんだ」

「事故？」

　痛みを感じているように、凛々子の顔が歪んだ。

「警報が鳴って、街がバグを起こしたみたいに、変な形になって……何が起きたのか分からなくて、あたしはめぐるちゃんと震ふるえてた。その内、メッセージが出て来た。『これから君たちをサルベージする。一人ずつだ』って」

　凛々子の声が震えた。

「次の瞬しゆん間かん、あたしの意識は途と切ぎれて……気付いたら病院だった」

「そうか……無事に助かったんだな」

　悲しげな瞳が、俺を見つめている。

「あたしだけね」

「……」

「めぐるちゃんは間に合わなかった。この世界に閉じ込められたまま、死んじゃった」

　──死んだ？

　その一言に俺は言葉を失った。頭の中が真っ白になり、胸の中で苦しげにあえぐ心臓の動きが痛い。

「エラーが起きて、最初の内はまだ操作が出来てたんだけど……あたしを引き上げた後は、一いつ切さい制せい御ぎよが出来なくなって」

　凛々子の潤うるんだ瞳から、涙なみだがこぼれ落ちた。

「あたしだけ助かったの。めぐるちゃんを犠ぎ牲せいにして、あたしだけ」

　凛々子の涙に、俺は我に返った。手を伸のばすと、凛々子の肩かたに触ふれた。

「そ……そんなの、凛々子のせいじゃないだろ」

「でも、データをサルベージするのに、一人ずつじゃなきゃ無理だったんだって。それで、お父さんはスポンサーだからって、あたしから……」

「……それでも！　お前のせいじゃない」

　俺はたまらなくなって、凛々子の体を抱きしめた。

「あたし、しばらくゲームが恐こわくて……でも、広く使われるようになってきて、安全も確かく認にん出来たからって。今回も思い切ってやってみたの。そうしたら、これだもん……あたし、疫やく病びよう神がみだよ」

　俺の胸が涙で濡ぬれて、温かい。

「でも、今度こそ、一人も犠ぎ牲せい者しやを出さない。絶対に、みんなで帰るんだって……そのためなら何でもする。どんな手段を使ったって……って、そう思って、今まで頑がん張ばってきたのに……」

　そうか。

　凛々子の執しゆう念ねんと精神力の源は、それだったのか。

　かつて死にかけ、友人を犠牲にして生き残った世界。凛々子にとってはトラウマの、この世界。恐らく、いるだけでもストレスだったろう。

　その中で、誰にも秘密を打ち明けることが出来ず、みんなを救おうと頑張ってきた。

　凛々子の言うことに証しよう拠こはないし、裏の取りようもない。

　でも、

　俺は本当だと思う。

　人は信じたいものを信じる生き物だと、俺は皮肉を込めて口にしたことがある。

　だから俺は凛々子を信じる。

　信じることにした。

　それで裏切られたとしても、後こう悔かいはない。

　凛々子の頭を、優やさしく撫なでた。

　だが、余計に凛々子の涙が増えた。肩をふるわせ、嗚お咽えつを漏もらした。

「死んじゃった……死んじゃったよ……めぐるちゃんも、なるちゃんも、大原くんたちも……みんな、死んじゃった……」

「確かに悲しいけどな……お前のせいじゃないからな」

　俺は凛々子が泣き疲つかれて寝ねてしまうまで、ずっとそうしていた。
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　モンフォールへやって来てからというもの、食事はいつもめぐると摂とっていた。めぐるはここではお姫ひめ様だった。

　王様はいない。王おう妃ひ様もいない。たった一人の孤こ独どくなお姫様。

　小さな島にしては、それなりに人が住んでいて、めぐるのことをお姫様として敬愛していた。ただ、全員ＮＰＣである。俺は久しぶりに巡り合った人間だった。

　今日もレストランで食事をした。すっかり暗くなった細い石いし畳だたみに、店の灯あかりが影かげを作る。急な坂を登り、二人並んで城へ帰る途と中ちゆう、町の人たちが手を振ったり、頭を下げたり挨あい拶さつをしてくれる。

　その顔はみな笑え顔がおだ。

「まあ、姫様。今日も仲なか睦むつまじくて」

「ご婚こん礼れいの日が楽しみね」

　そんな囁ささやきが耳に入ると、思わず誤解ですと訂てい正せいしたくなるが、そこはスルー。めぐるは「笑顔で聞き流せばいいのよ」と、頰ほおを染めて囁いた。

　急な斜しや面めんを登り、城門に続く階段を上ってゆく。

「足あし下もとに気を付けろよ」

「あたしが何年ここに住んでいると思ってるの？　駆流かけるこそ、転ばないでよ」

　振ふり向きながら言うものだから、めぐるは足を踏ふみ外した。

　ふらっと傾く体を、慌てて抱だきとめる。

「あ……」

　めぐるが目を見開いて、俺の顔を見つめた。助けたことより、抱きしめた罪悪感の方が先に立った。

「ご、ごめん。つい……」

「う、ううん。ありがと……」

　もう大だい丈じよう夫ぶだから体を離はなさなければ。そう思うが、このままでいたいとも思った。めぐるが離れようとしたら、俺も抱いた腕うでをほどこう。そう思っているのに、めぐるは一向に俺から離れる気配がない。

　俺の胸に赤くなった頰をよせ、今登ってきた町の明かりを見つめている。

「きれいね」

「ああ。いい町だな」

「駆流もそう思う？」

「きれいだし、平和だし、みんないい人たちだし。それに……」

　めぐるがいるし。

「駆流も、ずっといたくなっちゃったんじゃない？」

　まったくだ。こんな生活だったら、どれだけ続けてもいい。十年でも、二十年でも、飽あきない自信がある。

「でも……そうもいかないよね」

　町の明かりは島の端はしですっぱり終わり、その先には真っ暗な海が広がっている。さらにその先にはバルガイア大陸があるはずだが、今は何も見えない。

　昼間なら見ることが出来る。だが、上陸することは出来ない。あちらとこちらは、今は別の世界なのだ。

「駆流はこの世界から、出て行かなきゃならないもんね」

「もし、めぐるが一緒にいて欲しいなら、俺は──」

　めぐるは小さな頭を左右に振った。

「ダメよ。みんなが駆流のことを待ってる。このままじゃ、多分助けは来ない。今、みんなを、あの子を助けられるのは、駆流しかいない」

「……」

「あの子を助けてあげて」

「でも、めぐるを置いて行くなんて……」

　めぐるは悲しげな微笑ほほえみで俺を見上げる。

「あたしはもう手て遅おくれ。でも、駆流や他ほかの人たちはまだ助かる可能性がある。だから……」

　俺は背中に回した手に力を入れ、めぐるの体を強く抱きしめた。

「そんなこと言わないでくれ」

「でも、また会えるのは楽しみにしてる。だって、予定通りに行けば、あの子ともまた会えるし、駆流とだってまた会えるわ」

「それしか……方法がないのか？」

「それがベストよ。理想には程ほど遠いけどね」

　俺の背中を、めぐるの小さな手が優しく叩たたく。

「きっとあの子は怖こわがってる。それに落ち込んでるかも。ひょっとしたら、罪の意識とか持っちゃってるかも。だから、助けてあげて」

「めぐる……」

「あたしのお願いよ」

　自分だって寂さびしくて、悲しくて、つらいだろうに。

　俺は抱きしめる腕に、力を込めた。

「分かった。助けるよ。絶対に──」
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「目が覚めた？」

　凛り々り子こが俺の顔を覗のぞき込んでいた。

「──え」

　慌あわてて飛び起きた。

　凛々子は生まれたままの姿でベッドに横になって──いなかった。もう、きっちり装備を着込んで、ベッド脇わきに立っている。

「それじゃ、下で待ってるから。着き替がえて来てね」

　おはようのキスもなく、昨夜のことを思い出し、少し照れながら飲む目覚めのコーヒーもなく、凛々子はサバサバした様子で部屋を出ていった。

　……ま、こんなものかもな。

　でも、顔が少し赤かったから、照れてるだけかもな──と考えると、顔がにやけてしまう。俺はベッドから出ると、顔を洗って、手早く服を着た。

　一階の食堂で凛々子と合流すると、軽く朝食を済ませる。そして大通りに出て、壁かべの門へと向かった。

　門の前では、小こ汚きたない甲かつ冑ちゆうを着けた兵士が二十人くらい並んでいる。その前に人が行列を作り、荷物の確認を受けていた。いわゆるセキュリティチェックというやつだ。

　門番の一人が、行列に向かって濁だみ声ごえを張り上げた。

「いいか！　武器の持ち込みは禁止だ！　それに人間以外の種族も入国は出来ん！　また、剣けん士しや闘とう士し、魔ま導どう士しの職業を持つ者はこちらで確認をする。レベル40以上の者は通行禁止だ！」

　凛々子が心配そうな顔で俺を見上げた。

「だって。どうしよう？」

「準備をしよう。こっちへ」

　俺は凛々子の手を引き、近くの空き家へ忍しのび込んだ。

　俺はメニューを操作し、用意してあった装備を凛々子に渡わたす。

「なに、これ？」

「えーっと……敵の目をごまかす為ための装備？」

「何で疑問形なの？」

　問いただすような、じっとりした目で凛々子が睨にらんでいる。それはそうだろう。何せ、凛々子に渡したのは、哀あい川かわさん御ご用よう達たしの奴ど隷れい装備なのだ。

「駆流がこういう趣しゆ味みだったなんて、知らなかったよ」

「いや、趣味というわけじゃ」

「昨日も結構恥はずかしいことされたけど、あれでも我が慢まんしてたんだね。もしかしたら、こんな格好させられてたかも知れないんだ」

　凛々子に責められ、恥ずかしさと焦あせりが一いつ緒しよくたになって襲おそってくる。頰が熱くなり、額には汗あせが浮うかんだ。

「そ、それは誤解だって。その装備は門番をごまかすためだって！」

　俺は額の汗を拭ふくと、深呼吸をする。そしてジト目の凛々子に説得を試みた。

「いいか？　あいつらは恐おそらくただのＮＰＣだ。俺たちのステイタスを覗けるわけじゃない。要は自己申しん告こくと見た目が勝負。これを着れば、凛々子が剣士だとは思われない」

「駆流はどうするの？」

「俺は見た目強そうじゃないから、大丈夫だ」

　凛々子は大きく溜ため息を吐つくと、

「じゃ、ちょっと後ろを向いててくれる？」

「ああ……分かった」

　昨夜あんなことがあっても、着替えは見られたくないのか。複雑だな。いや、或あるいはあれは本当に一時の気の迷いで、俺のことなんてもうどうでも良くなったのか。

　そんなことを悶もん々もんと考えていると、後ろから声がかかった。

「もういいよ」

　振り向けば、そこには哀川さんのコスプレをした凛々子がいた。

「……」

　顔を赤らめて、凛々子がもじもじと体をよじる。

「な、何か言ってよ」

　……エロい。

　とは言えないので、俺は軽く咳せき払ばらいをした。

「似合って──じゃない。それなら凛々子が高レベルの剣士だとは思わないだろう。いけるぞ！」

　俺は親指を立てた、サムズアップ。

　そんな俺を、凛々子は白けた表情で見つめている。カミソリのような視線が痛い。

　もしかしたら好感度がメキメキ下がっているのでは？　という恐きよう怖ふにおののきながら、俺は凛々子の首輪につながっている鎖くさりを引いて、門へと向かった。

　哀川さんとは何度かやっているので耐たい性せいが付いているはずだが、相手が違ちがうと新しん鮮せんな気持ちになる。凛々子の首輪の鎖を引いて歩くなんて、背徳感が半はん端ぱない。

　しばらく並んで、俺たちの番。門番は濁にごった瞳ひとみをぎょろぎょろさせ、俺と凛々子を交こう互ごに睨ねめ付ける。

「お前らは何の用で壁の中へ入る？」

「はい、商売のためです。人間の奴隷がご入り用ではないかと思いまして」

「ほう……」

　門番は凛々子の頭の先から足の先まで、舐なめるように見つめた。

　だったら俺に売れ、と言われると面めん倒どうだが、普ふ通つうのＮＰＣならそんなことにはならないはず。

「だったら俺が買ってやる。いくらだ？」

　マジかよ!?

　凛々子が、どうするのよ!?　という目で俺を睨む。俺は必死で言い訳を考えた。

「ああ、すみませんっ！　実はこちら、見本として持ってこいと命じられていまして。連れて行かないと、どのような厳しいお叱しかりを受けるか分からなくて……」

「命じられた？　誰だれにだ」

「はい。第だい六ろく天てん魔ま王おうさまに」

　門番の間に、ざわっとした空気が広がる。

「第六天魔王さまの奴隷を横取りしたとなれば、あなたも無事では……」

「ま、待てっ！　分かった。行ってよし！」

　俺は申し訳なさそうに頭を下げると、凛々子の鎖を引いて、まんまと門の中へ入った。

「大成功だな」

　と言うと、凛々子にじろりと睨まれた。

「何が大成功よ……人にこんな辱はずかしめを受けさせて」

　微かすかに頰ほおを染め、口をへの字に結ぶ。凛々子はメニューを開くと、さっさといつもの装備に戻もどしてしまった。

　どうやって機き嫌げんを直してもらうかと悩なやみながら、俺たちは荒あれた道を進んでゆく。

　しばらくは砂と岩だらけの荒こう野やだが、先には森が見える。俺は地図を確かく認にんし、まずはあの森を抜ぬけることにした。

　荒野を横断し、森に入ってしばらくすると、ゴブリンが襲ってきた。しかし凛々子が瞬しゆん殺さつ。この森にはあまり強い敵はいないようだ。

　二時間ほどで森を抜けると、小さな村が現れた。村人に村の名前を訊きくと、エデッサという名前の村だと教えてくれた。

　エデッサは、特にこれといった特とく徴ちようのない村だった。

「どうかしたの？」

　先を歩いていた凛々子が、不思議そうな顔で俺の方へやって来る。

　俺は立ち止まって、緑の丘おかが続く眺ながめを見つめていた。何で立ち止まったのか、俺にも分からない。

「……何となく、この景色が気になって」

「ここ？」

　俺の横に並び、凛々子も波のように続く丘を眺めた。

　何の変へん哲てつもない風景である。

「のどかで綺き麗れいな景色だとは思うけど……何が気になってるの？」

「俺にも分からない」

　その後、村の食堂で一休みしたときにも、奇き妙みようなことがあった。

「あれ？　あんた、久しぶりだねえ」

「え？」

　見ず知らずの食堂のおっちゃんから声をかけられた。

　しかし俺には何のことか分からない。もしかしたら何かのクエストか？　とも思ったが、特に何もなかった。何だったんだ。

　店を出ると、凛々子が立ち止まって辺りを眺めた。

「ねえ、駆流。この村、本当に見覚えないの？」

　改めて俺は村を見回した。

　穏おだやかで、平和な田舎いなか暮らし。そんなイメージの風景だ。

「……正直、まったく記き憶おくにない」

「そっか」

　俺たちは歩き出した。村を出ると、草原を突つっ切るように道がまっすぐ続いていた。

「もしかしたら、駆流は昔この村にいたんじゃない？」

　俺は悩んでいることを表すように、眉み間けんにしわを寄せた。

「昔って……」

「カルダートに来る前の半年の間」

「いやいやいや。壁のこっち側なんて、どうやっても無理だから。っていうか、半年間の記憶はガチでないから」

「でも、お店の人も知ってるみたいだったし……」

「誰かと勘かん違ちがいしてるんじゃないのか？　それか、誰にでも言ってるとか。あくまで営業トークとして」

　うーん、と凛々子は唸うなった。

「そうかもね。でも、駆流……ログインして半年の間、何をしてたのか気にならない？」

「そりゃあ……」

　俺だって知りたい。が、

「俺のログイン直前の記憶は、何か電子空間というか、神経ネットワークのイメージ映像みたいなトンネルを通っている映像なんだよ。その直後に俺はフィールドに現れたんだ。そこから想像するに……半年の間は、意識データがどこかで保留になってたんじゃないかって、俺は思うんだが」

　凛々子は、まだ納なつ得とくいかないような顔をしている。

「やっぱり、さっきの村に戻って、聞き込みでもする？　何か手がかりがあるかも」

　俺は慌あわてて手を振ふった。

「いやいや。せっかく式しき場ばの留守を狙ねらって悪あく魔まの祭さい壇だんへ行こうとしてるんだから。時間が勿もつ体たいないって」

　それに魔ま王おう軍が敵を引きつけてくれているはずだ。のんびりはしていられない。

「そうだね……それじゃ、無事に救きゆう援えんのメッセージが送れたら、戻って来ようか」

　俺はうなずいて、同意を示した。

　だが、本当のことを言うと、あの村には戻りたくなかった。

　村にいる間、妙みように気分が悪かったのだ。

　でも、そんなことを凛々子に言ったところで、何にもならない。それに村を出ると、気持ちも落ち着いてきた。

　俺は地図を取り出すと、悪魔の祭壇があるジルデ山へのルートを確認する。

　そして村から逃にげ出すように、道を急いだ。




　　　　＋　＋　＋




　ジルデ山に近付くにつれ、木や草などの緑が減り、岩ばかりが続く荒こう涼りようとした風景へと変わっていった。

「あれか……」

　小高い丘を越こえると、山と崖がけに囲まれた平地があった。左手は断だん崖がい絶ぜつ壁ぺき。正面の崖には縦に裂さけ目があり、狭せまい道が反対側へとつながっている。

　地図によれば、魔王軍が暴れているのは、あの裂け目の向こうだ。しかし、ここからではその様子はまったく分からない。

　そして右手にあるのがジルデ山。登り口には、朽くち果てた石造りの建物。神しん殿でんのような形をしていて、その奥には山の斜しや面めんに沿って階段が続いている。

　悪魔の祭壇は、あの階段を上った先にある。

　もう日が暮れ、神殿にはかがり火が焚たかれていた。周りには宿屋もなく、ここまで来た以上その階段を上って、悪魔の祭壇へ急いだ方が良い。

　──が、困ったことに、その前の広場には式場の軍がおよそ一万。ずらりと整列をしていた。

　俺たちは大きな岩に身を隠かくし、そこから神殿の様子を窺うかがった。

「よりにもよって、こんなところで駐ちゆう留りゆうしていやがるとはな……」

「ねえ、どうするの？　さすがにあれは突とつ破ぱ出来ないよ」

　困り果てた様子で、凛々子が訊いてきた。

「ああ……分かってる」

　頼たのみの綱つなは、ヘルゼクター率いる魔王軍。あいつらが、暴れてくれれば、あの軍も動くはず。ここにいる連中も、きっと出しゆつ陣じんの準備で集まっているに違いない。

「もう少ししたら、奴やつらも動くと思う。それまでは、待ちだな」

　しかし気になることが一つある。

　この軍勢の中にも、二年Ａ組の生徒がいない。これだけの数なら、誰かが指揮をしているのかと思ったのだが。

　一体どこにいるのだろうか、と考えていると、唐とう突とつにあることを思いだした。

　──そうだ。今のうちにやっておくことがあった。

　俺は慌てて、メニューを開く。

「何をしているの？」

「ちょっとガチャを回す」

「ええー……」

　呆あきれきったような凛々子に、俺は慌てて言い訳をした。

「いや、何言ってんだって思うかも知れないけど、これも決戦の準備なんだよ。前に式場の攻こう撃げきを跳はね返した楯たても、このガチャで手に入れたんだ」

　へえーと感心したような声を上げると、凛々子もメニューを開く。しかし、ガチャメニューが見つからずに首をひねっていた。

　どうやら、このガチャはアダルトモード会員専用らしい。

　俺は黒の黎れい明めい団から巻き上げた魔ま法ほう石を全すべて突っ込み、百回転。




　──結果は惨さん憺たんたるものだった。




　またしても唯ゆい一いつの成果は、プラチナ・リフレクト。しかも一個。

　肩かたを落とす俺を、凛々子が心配そうに覗のぞき込む。

「……元気ないね。あまりいいの引けなかったんだ？」

　五連で回したので、スーパーレアとウルトラレアは確かに引けた。ほぼアダルトグッズだった。

「ねえ、あれ」

　落ち込んでいる俺の袖そでを、凛々子がぐいぐい引っ張った。

　見てみると、天てん下か布ふ武ぶの旗を掲かかげた兵たちが移動を開始していた。向かっているのは、俺たちから見て正面奥の亀き裂れつの入った崖。

　約一万の軍が、亀裂によって出来た細い道へと殺さつ到とうして行く。

　──よし！　援えん軍ぐんに向かったか！

「凛々子、もう少しだ。奴らが全員あの崖の向こうへ姿を消したら、俺たちも──」

　裂け目の奥で、何かが光った。

　そう思った時には、

　裂け目から一本の矢が飛び出していた。

　その矢は渦うずを巻き、巨きよ大だいな竜たつ巻まきとなって式場の軍をなぎ倒たおした。

　──あれはサタナキアの!?

　人間の兵たちが一いつ瞬しゆん怯ひるむ。

　その隙すきに、裂け目からダークエルフ軍団が飛び出した。先頭を切るのは、銀色の髪かみをなびかせるダークエルフ軍団長。

　──って!?　おいっ!!　何でこんなとこまで、来てんだよっ!?　陽動でいいって言ったのに!!

「三列横隊！」

　サタナキアが叫さけぶと、飛び出てきたダークエルフたちが横三列に並ぶ。そして次々と矢を放ち、人間たちを血祭りに上げて行く。

　──が、

「うぉおおおおおおおぉおおおおぉおぉオオオオオオオオオオオッ!!」

　人間の兵たちが、凄すさまじい形相で雄お叫たけびを上げた。目は血走り、こめかみに血管が浮うき上がる。岩に囲まれた谷間に、一万人の雄叫びが轟とどろいた。

　バーサク状態に入りやがった!!

　こうなったら、奴らは人間を越えた狂戦士バーサーカーとして、恐きよう怖ふも痛みも感じることなく、死ぬまで戦い続ける。

　その叫び声はもはや人間のものではなく、獣けもののそれだ。崖に挟はさまれた谷間を、身の毛がよだつ咆ほう哮こうが震ふるわせる。こうなればもう、奴らはダークエルフの矢など恐おそれない。

　戦せん闘とうへの狂きよう乱らんに突き動かされ、矢が何本刺ささろうとサタナキアに向かって突とつ進しんして行く。一万のバーサーカーが隊列も何もなく、殺到した。

　魔王軍も早くこの広場に兵を投入したい。しかし裂け目の幅はばは狭く、一度に何人もは通れない。まだ通過したのはダークエルフが五十人程ほど。これではすぐに飲み込まれる。

　だが、そのとき、

　裂け目の道から、遠とお吠ぼえが響ひびいた。

　それは本物の獣の叫び。

　裂け目から飛び出したそいつは、ダークエルフの隊列の前に一気に躍おどり出る。

「ウオオオオオオオオオオオオオオオ!!」

　あと少しでダークエルフを飲み込もうとしていたバーサーカーを、凄まじい剛ごう拳けんが吹ふき飛ばす。たった一いち撃げきで十人ものバーサーカーが空に舞まった。

「うおおおおっいいじゃねえか!!　メッチャたぎってきたぜっ!!」

　グラシャが牙きばを剝むき、最高の笑え顔がおを見せた。

　続けて魔ま獣じゆう軍団の精せい鋭えいが十数匹ひき飛び出し、バーサーカーの群れに飛びこむ。

　すかさずサタナキアが指示を変える。

「遠えん距きよ離り射しや撃げき！　距離百！」

　ダークエルフたちは一いつ斉せいに弓を上に向ける。放った矢は弧こを描えがき、百メートル先のバーサーカーを上から刺し貫つらぬいた。

「はははははは！　やっぱ戦いはこうでなくっちゃなあ！」

　グラシャはご機き嫌げんで暴れ回る。いかにバーサーカーといえど、本物の魔獣、それもグラシャ相手では歯が立たない。

　だが多勢に無勢。水の流れが岩を避よけるように、バーサーカーたちは魔獣軍団を避けて谷の裂け目へと流れて行く。

　──まずい！

　俺の心の声を聞いたかのように、黒い霧きりがバーサーカーの前に立ちこめる。その黒い霧は集まると、タキシードを着た美青年へと姿を変えた。

　血で出来た剣けんを振るい、目にも留まらぬスピードでバーサーカーを斬きり伏ふせる。

「吸きゆう血けつ鬼き軍団、軍団長アドラ。魔王ヘルシャフト様の名の下もとに、貴様らを成敗する」

　その後ろに、ゴシック風なドレスとタキシードを着た吸血鬼軍団が並ぶ。そして戦線を駆かけ巡めぐり、防衛ラインを突破しようとするバーサーカーを次々に斬り捨てる。

　よし！　いいぞ、アドラ！

　じりじりと押されてはいるが、兵の進め方としてはベストだ。裂け目からは、一人ずつではあるが、順調に兵が補ほ充じゆうされて行く。こうして兵を戦線に送り込んでゆくんだ。アンデッド軍団は足が遅おそいので、一番後だ。

　しかし──、

「『セイクリッド』！」

　目もくらむような神の光が、谷間の広場を横切った。

　バーサーカーの軍勢を斬り裂いたその光は、俺たちが隠れている岩をかすめ、地面ごと吹き飛ばした。

「うおおおお!?」

「きゃぁああああああっ!!」

　俺と凛々子は、爆ばく風ふうで地面を転がった。

　ったくフォルネウスの奴！　今の、味方も吹き飛ばしたんじゃねえだろうな!?

　体を起こして裂け目を睨にらむと、上空でフォルネウスが吞のん気きに伸のびをしていた。

「うーん。やっぱりストレス解消には、これが一番なんだもん♪」

　ストレスが溜たまるような生活送ってねえだろうが!!

　思わずそう毒づきたくなるのを、ぐっとこらえる。

「駆流！　早く立って！　行くよ！」

「え？」

　凛々子はもう立ち上がり、神殿の方を見つめている。

「今なら、この広場を突つっ切れるよ！」

　確かにバーサーカーたちはあらかた移動していて、神殿に残っているのはごくわずかだ。そいつらもセイクリッドの一撃のおかげで、混乱に陥おちいっている。

「よし、分かっ──」

　俺が立ち上がる気配を察し、凛々子は走り出した。って、ちょっと待って!?

　必死になって追いかけるが、凛々子の足は速く、追い付けない。

　凛々子は先に神殿に辿たどり着くと、襲おそいかかってきたバーサーカーを逆に斬り伏せた。そして振ふり向くと、焦じれったそうに俺に向かって手招きをする。

「早く!!」

　やっとのことで神しん殿でんに辿り着くと、凛々子にどやされ、休む間もなく上に続く階段を駆け上がる。

　振り返ると、幸い追ってくるバーサーカーはいない。俺は凛々子に続いて、長い階段を上って行った。

「くっそ……どんだけ登らせんだ」

　息が切れて、もう限界だと音を上げそうになったとき、目の前が開けた。

「こ……ここ……か？」

　山を削けずって造ったような、広い空間があった。石が敷しき詰つめられた円形の広場。正面の一段奥まったところに、やはり石で作られたテーブルのようなものがある。

　全面に悪あく魔まの姿が彫ほり込まれた石の祭さい壇だん。その周囲をぐるりと囲む、奇き怪かいな彫ちよう刻こく。

　──これが、悪魔の祭壇か。

　辺りに、冷たく湿しめった空気が漂ただよっている。

　下界では魔ま王おう軍とバーサーカー軍が戦争をしているが、その音も届かない。

　隔かく絶ぜつされた、別世界のような雰ふん囲い気きがある。静せい謐ひつとも、不気味とも呼べる空間だった。

　俺と凛々子は正面の祭壇に向かって歩き出した。

　祭壇の手前には、まるで衛兵の如ごとく、四角柱の石が一直線に並んでいる。

　あれも何かの儀ぎ式しき用なのだろうか。

　大きさといい、形といい、まるで墓石だ。

　この広場の雰囲気と相まって、山奥にある寺院の墓場に思えてくる。

　全部で十、いや十四。

　その石柱には文字が彫られていた。




　的まと場ば一いち路ろ

　腕うで木き剛つよし

　多た岐き川がわ人じん生せい

　介かい添ぞえ幸こう作さく

　出で頭がしら旗はた男お

　板ばん東どう白しら羽は

　西にし山やま小こ春はる

　下しも白しら石いし麗れい

　立たち波なみ沖おき美み

　棚たな橋はし美み樹き

　荻おぎ無な里さ碧へき流る

　薬やく師し神じん奥おく美み

　田たノの村むら陽よう

　そして無記名が一つ。




　俺と凛々子の足は自然と止まっていた。

　呆ぼう然ぜんとその名前を見つめる。

　見覚えのある、少し懐なつかしさすら感じる文字列。

　この世界へ来て、まだ出会っていない二年Ａ組のクラスメート。

　恐らくは、式場と組んでいると思っていた連中の名前。

　それが石に彫られて並んでいる。

　頭の中に生まれた不ふ吉きつな考えを、何とか否定しようとした。

　だがその声は、無情にも現実を突き付けた。

「ここじゃ墓は珍めずらしいだろ」

　振り返ると、式場がいた。

　何日も寝ねていないような目つきに、狂きよう気きの微笑ほほえみ。

　凛々子が震える声で訊きいた。

「お墓って……どういうこと？　何があったの？」

　帰ってきたのは、乾かわいた笑い声。

「決まってんだろ。俺が殺した」

　予想していた答えだった。にも拘かかわらず、頭を殴なぐられたような衝しよう撃げきを受けた。

　凛々子は真っ青な顔で、よろけるように後ずさった。

「そんな……どうして」

　式場からの返事はない。

　俺は一番端はじにある、名前の彫られていない墓に視線を走らせた。

「そいつはお前のだ」

　式場が俺に向かって、そう言った。

　え？

　何を言ってるんだ？　こいつ。

　俺の表情を見て、式場は繰くり返した。

「お前の墓だよ。堂どう巡めぐり」

「俺のって……な、何でだよ!?」

　凛々子も、驚おどろきの目で俺を見つめている。

　そんな目で見られても、俺は何も答えられない。

　式場は準備運動でもするように、左右の鋼鉄の拳をぶつけ合わせた。

「もう逃にがさねえ。ここで殺す」

　凛々子がすかさず抜ばつ刀とうし、俺の前に立ちふさがった。その体は、もう震えていない。

「駆流！　早く悪魔の祭壇を！」

「凛々子!?　ま──」

　止める間もなく、凛々子は式場に向かってゆく。

「『ライトニング』!!」

　凛々子の必殺剣を、虫をはらうようにして簡単に弾はじき返した。そしてはらった手で、平手打ち。

「きゃぁああああっ!!」

「凛々子っ!?」

　ビンタで凛々子の体が吹っ飛んだ。石いし畳だたみの上を、もんどり打って倒たおれる。

　しかし必死のまなざしで、凛々子はすぐに飛び起きる。そして再び、式場の前に立ちふさがり、剣を向けた。

「殺させない！　絶対に!!」

「無む茶ちやだ！　凛々子!!」

　しかし振り返らずに、凛々子は叫さけぶ。

「いいから行って！　みんなを助けるためでしょ!!」

　く……!!

　このままでは二人とも殺される。

　だからといって、凛々子を犠ぎ牲せいにすることなんて出来ない。

　指の関節を鳴らしながら、式場がのんびりやって来る。

「テメーらのレベルはやっぱそんなもんか。ま、助かったぜ。簡単に殺やれる」

　裏返った声で、凛々子が必死に叫ぶ。

「はやく!!　駆流!!」

　でも──、

「お前を犠牲になんて、出来るかよ!?」

　凛々子は涙なみだを散らし、俺を振り向いた。

「じゃあ、二人で死ぬ!?」

　死。

　俺は、

「お前を犠牲にするくらいなら、その方がいい」

「……バカだね」

　しかし凛々子は、ほっとしたように微笑んだ。

　そんな俺たちをせせら笑う、式場の声が響ひびく。

「ははは、テメーら、どっちもバカだぜ。早いか遅いかの違ちがいでしかねーんだ」

　そして鋼鉄の拳こぶしを握にぎりしめる。

「じゃ、死ねよ」




「『メガデストラクション』!!」




　目もくらむような閃せん光こうが走る。

「なっ……!?」

　凄すさまじい爆ばく発はつが式場を飲み込んだ。

　俺は爆ばく炎えんの向こうに立つ、黒い人ひと影かげを見つめた。

「お前……」

「のんのん!?」

　雫しずく石いし乃音のんは、愛用の魔ま導どう書しよ『ネクロノミコン』を片手に、長い黒くろ髪かみをはらう。そして、アンダーリムのメガネを顔に装着した。

「その呼び方やめて」

　炎の中で、式場は後ろを振り返った。

「テメェ……雫石」

　炎に炙あぶられながらも、式場は平然と言った。だが雫石も平然と返す。

「そうよ。黒の黎れい明めい団の総そう帥すい。雫石乃音」

　それだけ言うと、雫石は式場など眼中にないとでも言うように、俺を指さした。

　そして雫石は、まっすぐなまなざしで俺を見つめた。

「私をその気にさせた責任を取りなさい！」

　その顔に一いつ切さいの迷いはない。美しく、澄すみ切った瞳ひとみが俺を捕とらえている。

「あなたはもう、死ぬまでヘルシャフトよ！　ヘルシャフトとして生きなさい！」

　それは恐おそらく、雫石が悩なやみ抜ぬいた末に辿たどり着いた結論。こいつらしい、裏表のない、まっすぐな思いだ。子供っぽく、単純とすら呼べる願いかも知れない。

　だがそのシンプルさが、俺の胸を激しく揺ゆさぶった。

　そして雫石は、己おのれの覚かく悟ごを俺に叩たたき付ける。

「でなければ殺す!!」

　……お前って奴やつは。

　思わず吹ふき出しそうになった。

　まったく、殺さつ伐ばつとした活を入れられたもんだ。

　だが、おかげで腹が据すわった。

　あれほど凄すさまじかった式場に対する恐きよう怖ふが、噓うそのように消えていた。

「そうだよな。こんなところで、死んでる場合じゃなかった」

　俺はメニューを開く。

　さあ、俺の信者に応こたえようじゃないか。

　ヘルゼクターたちだって戦っている。俺の勝利を信じて戦っている。

　凛々子を救うと誓ちかった。

　頼たのむぜ、魔ま王おうの鎧よろい。

　俺の体に、今となってはこれ以上はなく馴な染じむ、黒の鎧が装着された。





「下天のうちをくらぶれば

　全すべては夢か幻まぼろしか

　されど我ら　ここにあり

　天下統一成し遂とげし　我こそ第六天魔王

　戦国の覇は者しや　魔王ヘルシャフト!!」






　凛々子は俺を見上げて、目を大きく見開いた。

「堂巡くん……」

「驚いたか？」

　しかし凛々子は、得意げな笑えみで見つめ返した。

「知ってたよ」

　俺は兜かぶとの下で、苦笑いを浮うかべた。

　さて、鬼おに退たい治じといこうか。

　式場が、初めて驚きよう愕がくの表情で俺を見つめていた。

「テメエ、堂巡……何だよ、その格好は……」

　焦あせり、戸と惑まどい、そういったものが顔に渦うず巻まいている。

　俺はメニューを操作し、いきなり切り札を出した。

「『ヘル＆ヘヴン』!!」

　だが式場はレベル99。果たしてどれだけ効果があるか。

　壮そう馬まは式場のような高レベルではなかった。しかし、デバッガーの経験を活いかして、膨ぼう大だいなこの世界の知識を使い、アイテムによる魔ま術じゆつ防ぼう御ぎよ、精神力強度を高めていた。その結果、『エクスタス』や『ヘル＆ヘヴン』が通用しなかった。

　しかし式場は最高レベル。だが、それは基き礎そ能力が高いだけで、武装以外は丸まる腰ごしだとも言える。であれば、勝ち目はある！

　──しかし、

　いつも変わるはずの周囲の環かん境きように、特に変化がない。

「おい、何だそりゃ？」

　式場の警けい戒かい心しんが消え、代わりに殺意が膨ふくれあがってゆく。

「ハッタリか？　なめんじゃねえぞ」

　くそっ！　やはり式場には効かないのか!?

　そう思った時、式場を取り囲むように、見覚えのある人影が浮かび上がった。

　あれは……多岐川？

　一つだけではない。二つ、三つと次々とゆらめく姿が現れた。

　的場、立浪、板東……全部で十ちょっと。墓石に名前の刻まれた連中が、ゆらゆらと式場に近付いてゆく。

　式場の顔色が変わった。

「な……なん、で……」

　泡あわを食ったように、じりじりと後ずさった。

「くっ！　来るな！」

　女子の影かげが、ふわりと式場に近寄る。

『どうしたの式場くん。あたしよ？　立波』

「来るなあぁあっ！　お前は死んだ！　死んだはずだ!!」

『そうね。あなたに殺されたわね』

「ぐ……っ!?」

　これは……式場の記き憶おく？

『ヘル＆ヘヴン』が式場の意識データを解かい析せきしているのか？

『大だい丈じよう夫ぶよ。何もしないわ。怖こわがることなんてないんだから』

『そうだぞ。俺たち仲間じゃないか』

『そうね、仲間だわ。でも』

　式場は目を血走らせ、取り囲む影をぐるぐると見回した。

『それなのに、どうして皆みな殺ごろしにしたの？』

　滝たきのような汗あせを流し、式場は必死に幻を振ふり払はらおうとした。

「な、仲間だとっ……お、俺を、陰で俺をハメようと、してやがったくせに！」

　耐たえきれなくなった式場は、幽体のようなクラスメートに拳を振り上げる。しかし、まったく手て応ごたえがなく、空から振ぶりしたようによろけた。

『あたし泣いて頼んだわ。殺さないでって』

「うわぁあああああっ！」

　式場はさらに大おお振ぶりのパンチを繰くり出し、地面に転んだ。

「よ、寄るな！　俺は、俺は、恐こわかっただけなんだ！」

『どうしてそんなに恐かったの？　だって、式場の方が強かったじゃない』

「俺だって殺したくなかったんだ！　でも死にたくない！　仕方なかったんだ！」

　腰こしを抜かしたように地面を這はいずり回り、つばを飛ばしながら必死に叫ぶ。

「そうだ、しょうがなかったんだ！　俺は悪くない！　俺のせいじゃない!!」

　亡ぼう霊れいに怯おびえるような式場を、凛々子はあっけにとられたように見つめている。

「駆流……これは？」

「『ヘル＆ヘヴン』が、式場に見せているんだ。殺した連中の亡霊を」

　精神的なダメージが式場の体からＨＰを奪うばってゆく。四つん這ばいの式場の背中から、ダメージを表す数字が浮かび上がっている。

　その数字を見つめ、雫石が昂こう奮ふんしたように微笑ほほえむ。

「ふふふ……いいわ。それでこそ、魔王ヘルシャフトよ」

　そして、苦く悶もんする式場を見物しながら、俺のもとへやって来た。

「精神的にいたぶって、精神を破は壊かいする。脳筋のバカには丁度良いわね」

　見下すように言うと、頰ほおを染めて、嗜虐的な悦よろこびに体を震ふるわせていた。

　雫石の言うとおり、恐らくこれは、式場に最も効果的な攻こう撃げき。奴が一番望んでいながら、恐れているもの。

　信しん頼らい出来る仲間が欲しい。やり直したい。生き返って欲しい。だがそれは己が断罪されることでもある。

　まさに天国と地じ獄ごく。

　式場の体からは、ダメージを表す数字がひっきりなしに浮かび上がっている。

　しかし、これで勝負が決まる程甘くはないだろう。

『ヘル＆ヘヴン』の効果が切れたら、奴は逆上して本気で襲おそってくる。この隙すきに、俺はさらなる準備を進める。それは、

　──攻撃力強化薬ストロンガー。

　サタンを倒たおしたときに使った切り札。攻撃力を１上げる地味なパワーアップアイテム。これを重複利用して、無む理り矢や理り攻撃力を上げる。早い話がドーピングみたいなものだ。

　しかし、その前に。

　俺はガチャで辛かろうじて引いた、スーパーレアアイテム『プラチナ・リフレクト』を凛々子に使う。本当は全員に使いたいが、残念ながら一つしかない。

「駆流、これは？」

「式場の攻撃を倍にして反射するアイテムだ。それで一時はしのげるだろう。雫石は、くれぐれも式場に近付くなよ！」

『ヘル＆ヘヴン』の効果が切れたら、二人に時間稼かせぎをしてもらう。

　その間、俺は──、

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　連打。ひたすら連打。

　一回の使用で、攻撃力は１しか上がらない。式場のレベルは99だ。一体、何千、何万回連打すればいいのだろう？　計算している余よ裕ゆうもないし、奴のステイタスの数字も分からない。

　とにかく時間切れまで、ただただ叩き続けるだけだ！

　式場にまとわりつく、今は亡なき二年Ａ組の亡霊に望みを託たくす。

『俺は何もしてないのに、何でお前に殺されたんだ？』

『何でアタシが殺されなきゃならなかったの？』

『仕方ないって、なに？　それってどんな理由なの』

「うわぁああぁああぁぁあぁああああああっ!!　やめろおおおおおおお！」

　式場が正気を失いかけた瞬しゆん間かん、亡霊たちが消えた。

「へ……」

　式場は何が起こったのか理解出来ないように、怯えた瞳で辺りを見回している。

　くそっ!!　『ヘル＆ヘヴン』の効果が切れた！

「来るぞ！　凛々子、雫石！」

　凛々子は剣けんを構えて、前に出る。

「のんのん！　アシスト魔ま法ほうを中心にかけて！」

「それより、ちゃんと式場を引きつけなさいよ！　こっちは一いち撃げきでも食くらったら、ヤバいんだから！」

　言い終わるとすぐに防ぼう御ぎよ魔ま法ほうの『プロテクト』を、まず自分にかけた。そしてすぐに凛々子に三重に『プロテクト』をかける。

　その間に、冷静さを取り戻もどした式場の顔は、さんざん晒さらした醜しゆう態たいの分だけ、凶きよう悪あくさを増していった。

「テメェら……殺す……よくも、あんな俺を……ゆるさねえ、ゆるさねえ……」

　ぶつぶつと小さな声で繰り返す。そして、

「うがぁああああぉおおおおおおおおおぁあああああああああああああ!!」

　内臓を吐はき出しそうな絶ぜつ叫きようを上げ、式場が向かって来た。

「はぁああああああっ！」

　凛々子が剣を振り上げ迎むかえ撃うつ。

　しかし、凛々子の剣より早く、式場の拳こぶしが凛々子の腹を抉えぐった。

　怒いかりにまかせた、強きよう烈れつな一撃。

　この一発で、凛々子のＨＰを全て刈かり取りそうな拳。

　しかし、今の凛々子には特別なアイテムがある。

　光の楯たてが、凛々子の体と式場の拳の間に割り込んでいた。

「ぐぅおおぅ!?」

　式場の体が跳はね返される。

「『ティルト』！」

　雫石が重力魔法をかけると、式場の足が敷しき石いしにめり込んだ。

　式場の体に、何倍もの重力がのしかかっている。動きを遅おそくするだけでなく、攻撃力も下げ、地味ながらダメージも与あたえる。単に相手の動きを遅くするだけの遅ち延えん魔ま法ほうよりも、はるかにお得だ。

「なめんなぁあ！　クズどもがぁ！」

　それでも式場の攻撃はレベルが違ちがう。

「ぐうぅっ!!」

　プラチナ・リフレクトごと、凛々子の体が後ろに押される。無論、ダメージは式場に跳ね返っているのだが、式場は怯ひるむ様子がない。

　雫石が焦ったように言った。

「ねえ！　あいつ自動回復してない!?」

「なに!?」

　確かに、ダメージを表す数字とは別に、回復を表す数字が定期的に浮かび上がる。

「今いま頃ごろ気付いたか、バカが」

　式場は得意げに、両手にはめた金と銀の拳をぶつけ合わせる。

「このカイザーナックルは、ＨＰを自動的に回復すんだよ。この世界じゃ、どうやって死なねえようにするかが勝負の鍵かぎだからな」

　間の悪いことに、凛々子のプラチナ・リフレクトがダメージの限界を超え、消滅した。

「死ねや！」

「『ファントム』!!」

　雫石が幻げん惑わく魔ま法ほうをかけた。

　おかげで式場の拳が逸それ、凛々子の肩かた口ぐちをかすめる。

「きゃぁあああああああああああああっ!!」

　それでも段だん違ちがいの破壊力。凛々子の体は、軽く吹ふき飛ばされた。

　──凛々子っ!?

「『メガヒール』!!」

　すかさず雫石が回復魔法をかける。凛々子の体が消えていないことに、ほっとした。

　だが──、

「次はテメェだ。その大層な鎧よろいの力を見せてみろよ」

　ここまでか！

　俺はパワーアップを切り上げる。

　購こう入にゆう数は１５６３。攻撃力１５８３。金額は７８１５００円。

　魔ま王おうの鎧は、熱く熱した赤しやく銅どう色に染まっている。

　サタンの時より大盛りだぜ！　これで通じるか分からねえけどな！

「いくぞ、式場!!」

「つりゃあああああああああああああ!!」

　拳がぶつかる。

　ヘルシャフトの巨きよ大だいな拳と、手てつ甲こうをしているとはいえ普ふ通つうの人間の小さな拳。

　だが、その攻撃力は、

「ぐおっ!?」

「がっ!?」

　拳が弾はじかれた。

　相打ち──いや。

　俺の拳にヒビが入った。明らかに式場の方が強い。

　たった一撃で、驚おどろく程ほどＨＰが減っていた。

　だが──、

　俺は踏ふみとどまる。

「俺はっ!!　退ひくわけに、いかないんだ!!」

「偉えらそうに言ってんじゃねえ！　陰いん気きで暗いぼっち野や郎ろうがぁあああ!!」

　再び拳がぶつかりあう。

「ぐおぅ!?」

　今度は俺だけが吹っ飛ばされた。俺の体から浮うかび上がる赤い数字が点てん滅めつする。

「駆流っ!?」

「『メガヒール』っ!!　凛々子も名前呼ぶ暇ひまがあったら、回復薬!!」

　式場と殴なぐり合う俺に、雫石と凛々子が回復を連発する。そうしなければ、あっという間に俺は死んでしまう。

　死ぬのは恐こわい。

　式場が死神に見える。

　本当は逃にげ出したい。誰だれもいないところで、一人になりたい。

　だが、俺の背後には仲間がいる。

　守ると誓ちかった仲間が。

「『強回復薬ハイエナジー』！」

「『メガヒール』！」

　こんな俺を支えてくれる、仲間が。

　二人に支えられ、俺は拳を振ふるう。

「ぬおおおおおおおおおっ！」

「ご……っ!?」

　初めて式場の顔をぶん殴った。

「式場！　今からでも遅くない！　こんなことはもうやめろ!!」

「もう俺は後に引けねえ！　生きるには殺すしか！　殺し続けるしかないんだ！」

　式場が泣きそうな顔で拳を振るう。

「なぜだ!?　お前は元の世界に戻りたくないのか!?」

「戻れるワケねえだろが！　このバカがぁあ！」

　恐おそろしいほどの連打を両りよう腕うでで受ける。腕の骨が折れそうな衝しよう撃げきがして、装そう甲こうが剝はがれた。

「もう殺しちまってんだよ！　ぶっ殺したんだよ！　元の世界になんか帰ったら、ムショ行きだろうが！　死し刑けいだろうが！　ざっけんなよ、このクソが!!」

「罪を償つぐなえばいいだろう！」

「この世界に！　罪があれば！　こんなことになってねえよ!!」

　ここは元の日本とは違う。
















　法律もない。だから罪もない。だから人の行動を縛しばるものがない。

　でも、２Ａギルドには無言のルールがあった。それは平和なカルダートをホームタウンにしていたからだろうか。

　いや、

　おそらくは、死んでも生き返るというシステムだったからだ。

　だから死の恐きよう怖ふがない。相手を恐れる必要がない。

　だから２Ａギルドは秩ちつ序じよが保たれていたんだ。

　しかし、壁かべのこちら側は違う。

　法律も警察も正義もない世界で、式場は疑ぎ心しん暗あん鬼きに耐たえられなかった。

　もし俺たちも最初から死んだら終わりというルールだったら、俺たちだってそうなっていたのか？

　──違う、とは断言出来ない。

　でも、そうなるとも限らない。

　人は、何もないところから秩序を作ってきたんだ。

　人間だけじゃない。

　魔王軍を見てみろ。

　悪あく魔まの集団だぞ？

　それなのに規律があり、秩序がある。

　親愛があり、尊敬があり、友情がある。

　だったら、人間の俺たちに出来ないはずはない。

「式場！　だったら今から作ればいい！　俺たちで！」

「だから！　もう遅おせえってんだよ!!」

　式場が思いっきり拳を叩たたき付ける。

「ぐあぁああっ！」

　渾こん身しんのストレートを腹に受け、俺は地面を転がった。

「のんのん！　回復魔ま法ほう！」

「もうＭＰ切れよ！　アイテムは!?」

「……っ！」

　凛々子が鳴きそうな顔で歯を食いしばる。

　俺たちの様子を見て、式場の顔から必死さが抜ぬけた。勝利を確信したのだ。

　式場は余よ裕ゆうの笑えみを浮かべると、広場の奥を見つめた。

「そういや、さっきあれを悪魔の祭さい壇だんだ、何だって言ってやがったな」

　式場が悪魔の祭壇へ歩いて行く。俺の背筋がさっと冷えた。

「待て！　あれはこの世界から脱だつ出しゆつする手段なんだ！」

「だったら、尚なお更さらぶっ壊こわさなきゃな」

　な──、

　俺は震ふるえる足で立ち上がる。

「馬ば鹿か野や郎ろう！　お前、何をしようとしてんのか、分かってるのか!?　もとの世界へ戻る、たった一つの希望なんだぞ!?」

　祭壇の前に立つと、式場は拳こぶしを振り上げた。

「ってことは、こいつを壊せば、俺のしたことは発覚しないってことだ」

　この……バカが！　そんな保身の方法があるかよ！

「やめろ!!　式場ぁああああああああああああ!!」

　式場の拳が振り下ろされた。

　レベル99の強きよう烈れつな一いち撃げきは、悪魔の祭壇を粉々にした。

「……っ!!」

　地面が凹へこみ、敷石が割れて宙に舞まった。

　バラバラになった祭壇は、原形を留とどめない破は片へんに変わり果てた。

　俺も、凛々子も、雫石も、その場に立ち尽つくした。

　たった一つ残された希望が、粉々に砕くだけ散った。

　式場は残ざん忍にんな瞳ひとみを俺たちに向ける。

「待たせたな。でも死ぬ前に絶望が味わえて良かったろ？」

「式場……てめぇって奴やつは……」

　もう、救いようがないぜ。

　そう心の中でつぶやくが、絶体絶命なのは俺たちの方だ。

　式場は拳をぶつけ合わせながら、ゆっくりと近付いてくる。

　何とか、凛々子と雫石を助けないと。

　どうやって？

　くそ、

　俺は、凛々子を助けるって誓ったのに。あの娘こと、

　……あの娘？

　あの娘って、だれのことだ？

「堂巡ぃ。テメエは、徹てつ底てい的にいじめてから殺してやるぜ」

　完全に理性を失った目。

　だが、俺は拳を握にぎり、前に出た。

　俺は諦あきらめない。

　死の寸前でも。

　たとえ死んでも。

　最さい期ごの瞬しゆん間かんまで、前に──、




　そのとき、空から一筋の流れ星が落ちた。




　目の前が白銀の光に包まれる。

「なっ!?」

　その星は俺たちと式場の間に落ち、激しい爆ばく風ふうを巻き起こした。

　一体、何が!?

「ぐ!?　テメェらの仕し業わざかっ!?」

　爆ばく煙えんの向こうで式場が叫さけぶ。しかし俺にも、何が起きたのか分からない。

　煙けむりが晴れてゆく中に、一人の少女の姿が浮かび上がった。

　小こ柄がらな少女のシルエット。

　ドレスを着た姿は、まるでお姫ひめ様。

　角の生えた白金竜プラチナ・ドラゴンのお姫様。

　──メル!?

　それは紛まぎれもなく、メルだった。

　だが、どこか……雰ふん囲い気きが違ちがう。

　振り向いて見つめる、どこか悲しげな瞳。いつもなら、子犬のように飛びついてくるのに、じっと俺を見つめている。

「めぐる……ちゃん？」

　そう呼ぶ、凛々子の声がした。

　え？

　めぐる、って……？

　メルが目を細めて微笑ほほえんだ。

「りりこちゃん……」

　凛々子は目も口も、めいいっぱいに広げ、

「めぐるちゃん!?」

　走り出し、メルに抱だきついた。

「生きて、生きていたんだ！　めぐるちゃんっ！　よ、よかった……よかったよぉ」

　涙なみだを流し、嗚お咽えつ混じりの声で、何度も名前を呼んだ。

　俺が知らない、メルの名前を。

　そしてメルも、それを受け入れている。というか俺の知っているメルじゃない。

「大きくなったんだね……りりこちゃん。もう、お姉さんだ……」

　愛いとおしそうに、そして悲しげに微笑む。

　これはまるで、あの時の──アステルの町で突とつ然ぜん人が変わったようになった、あの時と同じ──、

「駆流、ありがとう。りりこちゃんを守ってくれて」

「え……」

　メルがなぜそんな礼をするんだ？

「この前はごめんね。突然だったから、あたしもパニクっちゃって。でも今度は大だい丈じよう夫ぶ」

　大丈夫って、何が？

　俺の顔を見て、メルはまた悲しそうに微笑んだ。

「そっか……やっぱり、そうだったんだ。ごめんね、駆流。それに、りりこちゃんも……ごめん」

「な、なんで？　あやまるの、あたしだよ？」

　涙で顔をぐしゃぐしゃにした凛々子に、メルは悲しそうに首を振ふる。

「こんなことになってるの、多分あたしのせい。だから──」

　メルは、今にも飛びかかろうとしている式場を睨にらんだ。

「あの人は、あたしが何とかする」

「あぁん？　テメエ、モンスターか？　人か？　ま、どっちだろうと、俺には関係ねーけどな。俺に倒たおせねえモンスターはいねえ」

　式場はレベル99。恐らくは、それがレベルＭＡＸ。この世界における、文字通りの最強。ステイタスもカンスト状態だろう。己おのれの力を信じ、揺ゆるぎがないのも道理だ。一方、メルの強さは俺も知ってはいるが……果たして式場に通用するのだろうか？

　俺の不安そうな空気を読み取ったのか、メルは安心させるように微笑んだ。

「大丈夫。あたしには、最後の手段があるから」

　最後の？

「命と引き換かえに、一度だけ使える技わざが」

「……って、ちょっと待て！」

　慌あわてる俺に続き、凛々子の顔色も変わった。

「そ、それって、どういうこと？」

「りりこちゃん。あたしはね、もう死んでるの。意識だって消えかかってる。次、意識を失ったら、完全にメルちゃんになる。今は奇き跡せき的に、目が覚めているだけ。だからこれが、あたしがりりこちゃんと駆流にしてあげられる、最後のこと」

　メルの腰こしから翼つばさが生え、お尻しりからは尻尾しつぽが伸のびた。

「だから待てって！　メル!!」

　いつものドラゴンモード、と思ったら──、

「め……メル？」

　メルの体がみるみる変へん貌ぼうしてゆく。

　人から竜へ。

　体は、見上げる程ほどに巨きよ大だい化していた。鱗うろこの鎧よろいに包まれた長い首を伸ばす。翼を大きく広げる。いつもの可愛かわいらしい姿から、美しい白金の竜へと変身を遂とげていた。

　これが、メルのもう一つの姿……なのか？

　巨大な竜を見上げて、式場が顔を引きつらせていた。

「ど、ドラゴン……？　き……聞いてねえぞ……」

　恐きよう怖ふと自信の間で、表情が揺れている。

　冷や汗あせを垂らし、足が震えている。

「い、いや。負けるはずがねえ。い、いや、でも……」

　式場は、拳を突つき上げた。

「バーサーカーども!!　第六天魔王のもとへ!!」

　だが、白金竜プラチナ・ドラゴンの口は既すでに大きく開いている。

　その奥が、紫むらさき色いろに渦うず巻まいていた。

「は……早く、こ──」

　式場の顔が、死の恐怖に歪ゆがんだ。

「死にたく、死にたくねえ……いや、死ぬはずがねえ。俺は最強なんだ。これ以上強くはなれないんだ。だから、勝てない相手なんざ、いるはずがねえ……そうだ、そうに決まってる」

　拳を下ろし、唇くちびるを震わせ、白金竜プラチナ・ドラゴンに向かって行った。

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお──」

　その姿が、紫色の光にかき消された。

　白金竜プラチナ・ドラゴンの口から吐はき出された紫の光が、式場を直ちよく撃げきした。

　それは、あまりに美しく神こう々ごうしい光だった。夜明けの空に広がる紫色のように、暗い闇やみをはらう、荘そう厳ごんで絶対的な輝かがやき。

　有う無むを言わせぬ、神の雷いかずち。

　俺は本能的に理解した。

　これは確実に相手を死に至らしめる光だ。

　どんな相手でも関係なく、一撃で。

　ワンターンキル。

　己の命を、その代だい償しようとして。

　白金竜プラチナ・ドラゴンの口から伸びる光が、徐じよ々じよに細くなり、やがて消えた。

　もはや、式場の姿は影かげも形もない。

　敷しき石いしが割れておらず、爆ばく発はつも、炎ほのおもなかった。ただ、式場が消え失うせていた。

　ふと気付くと、

　白金竜プラチナ・ドラゴンの姿が、メルに戻もどっていた。

　そして小さな体がぐらりと傾かたむき、

「メル!?」

「めぐるちゃん!!」

　俺と凛々子はメルに駆かけ寄ると、その体を抱だき起こした。

「メル、お前……」

「あ、あたしたちを、助けるために？　噓うそでしょ……死んじゃうなんて。噓って言って！　噓って言ってよ！」

　メルは懐なつかしそうな目で、凛々子を見上げた。

「ごめん。本当なんだ」

「っ!?」

　凛々子の瞳ひとみから涙が溢あふれた。

「そんな……せっかく会えたのに。まだ、何もお話してないのに……」

　メルは弱々しく首を横に振る。

「気にしないで。もうほとんど、白金プラチナの竜姫・プリンセスメルになりかけてたの」

「アバターに？」

「あたしはこのキャラが好きだったの。だからアバターにしてもらった……って前に話したよね？　でもね、長い時間ログインしていると、キャラクターの性格設定に飲み込まれちゃうみたい。あたしの意識データが使われなくなって、元々のキャラの意識データ、性格設定が使われて……」

「でも、今はちゃんとめぐるちゃんだよ！　ねえ、何か助かる方法はないの!?」

　メルは、すっと視線を俺に向けた。

「駆流……最後のお願い」

　メルであって、メルでない誰だれかに見つめられているような、不思議な感覚だった。俺の返事も、よそよそしいものになる。

「な、何だ？」

「キスして」

「……っ!?」

　な、いきなり、何を言い出すんだ？

　俺は困って、凛々子に顔を向けた。

　どうしたらいいのか、その決断を仰あおぐように。

「駆流。してあげて」

　凛々子は涙に濡ぬれた顔で、迷わず答えた。

　それは、メル──いや、めぐるの希望を叶かなえてあげたいという、切実な願いに聞こえた。

　俺は魔ま王おうの鎧を脱ぬぎ、堂巡駆流の姿へと戻る。

　凛々子の前で、というのは気が引ける。だが、その凛々子の希望でもあるのだ。

　それに、これが本当にメルなら、本当に死んでしまうなら、俺に出来ることは何でもしてやりたい。

　色々面めん倒どうなことも多かったが、俺はメルのことが好きだった。可愛かった。もっと余よ裕ゆうがあれば、もっと希望を叶えて、遊んでやれたのに。

　そんな後こう悔かいの念を込めて、腕うでの中のメルを見つめた。その顔は間ま違ちがいなくメルのもの。しかし、潤うるんだ瞳はメルではない、誰かのものだった。

　俺はメルに顔を近付け、目を閉じた。そして唇が触ふれ合う。

　その瞬しゆん間かん──まぶたの裏で、光が弾はじけた。

　電子回路の中を進むような、光の奔ほん流りゆう。その光が頭の中を駆け巡めぐる。頭の中にあるブロックが組み替かえられるような感覚。線がつなぎ直され、次々と回路が活性化される。その中に真っ暗でどこにも繫つながれていない空間があった。そこに光の筋が伸び、接続される。

　眠ねむっていた情報へのアクセスが可能になり──、
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　俺は走っていた。

　暗い森の中を走っていた。

　バーサーカーに追われている。

　あれは恐おそらく、式場の手下だ。

　俺は他ほかの連中に危害を加えようとは思わない。だからあいつらと縁えんを切った。

　なのに、どうして放ほうって置いてくれないんだ。

　どうして殺しに来る。

　俺があの日、見てしまったからか。

　式場が多岐川を殺す瞬間を。

　そして、共きよう謀ぼうして式場を殺そうと相談している現場を。

　もう、こいつらは駄だ目めだ。

　お互たがいが疑ぎ心しん暗あん鬼きになり、恐怖に支配されている。恐怖から逃のがれるために、その原因を消そうとしている。全員が被ひ害がい者しやではなく加害者になろうと、必死でもがいている。

　こうなれば歯止めはきかない。全員が死に絶えるまで、殺し合いが続くだろう。

　だから俺は、あいつらから逃にげ出した。なのに！

　背後から聞こえる足音が、少しずつ大きくなっている。

　もう終わりなのか、

　こんなところで、

　こんな形で、

　暗い森を突とつ然ぜん抜ぬけて、まぶしい日差しに包まれた。

「──え」

　唐とう突とつに体が宙に浮うき、足あし下もとから地面がなくなっていた。

　晴れ渡わたった青い空。遠くには、日差しに輝く青い海。

　一体何が起こった？

　呆ぼう然ぜんとしている間に、地面に落ちた。

「うおぅ!?」

　地面を転がった俺を、人々が何ごとかと取り囲んだ。

「あんた、どっから来たんだい？　なんか宙からぱっと現れたみたいだったが」

　宙からぱっと？

　俺は辺りを見回した。山やま肌はだに張り付くように町が造られている。その頂上には、小さな石の城がそびえている。

　俺が必死に逃げてきた森はどこにもない。

「ここは、どこなんだ？」

「モンフォールって島だよ」

　……モンフォール？　聞いたことがない。

「余所よそもんかね？　おい、誰か姫ひめ様にお伝えするんじゃ」

「その必要はありません」

　そこに現れたのは、びっくりするくらい美しい少女だった。金きん髪ぱつに交じるピンクの髪かみ。恐ろしく端たん整せいな顔に、わずかな警けい戒かい心しんを帯びた金色の瞳。

「あなたはどこからやって来たのですか？」

「俺は、エデッサという村から……襲おそってきたバーサーカーから逃げて、いつの間にかこんなところに……」

「バーサーカーから？　一体、何があったのです？」

　俺の体が震ふるえた。

「こっちの世界に一いつ緒しよに来た奴やつらが……殺し合いを始めたんだ。それで──」

　その女の子は驚おどろきの表情を浮かべると、俺の肩かたを摑つかんだ。

「あなたは人間なの!?」

　それがめぐるとの出会いだった。

　式場が追ってこられないように、俺が出現したあたりを石とコンクリートで封ふう印いんした。

　それからは、穏おだやかで幸せな日々を過ごした。

　封印が破られる、あの日までは。

「……めぐる」

　鼻が触れ合いそうな距きよ離りで、俺はめぐると見つめ合った。

「よかった。ちゃんと『リロード』のバグはつぶせたみたいね」

　安心したように、めぐるが笑う。

　──そうだった。

　俺はめぐるが作ってくれた『リロード』を使って、この世界にログインし直した。

　本来俺に紐ひも付づいているはずの、魔王ヘルシャフトになるために。

　俺が悪あく魔ま属性になれば、悪魔の祭さい壇だんからヘルズラインを使うことが出来る。

　その間、めぐるはデータ保護装置に入って式場の軍から逃れる。そしてヘルシャフトとなった俺は、拡張パックの適用条件を揃そろえ、めぐるを目覚めさせる。

　──そのはずだった。

「めぐる……俺、おれは……」

　震える手で、めぐるの頰ほおに触れる。その上から、めぐるも手を重ねた。

「……ごめん、バグフィックスが遅おくれちゃって。大変だったでしょ？」

　俺は必死に首を左右に振ふった。

「俺……俺、あんなこと言ってて、全部忘れて……」

　あんなにずっと一緒にいたのに。

　約束したのに。

　絶対に忘れないだなんて、カッコ付けたセリフを言っておきながら。

　キレイさっぱり忘れてた。

　胸が苦しい。

　自分を殺したいほどの後悔が俺を締しめ付けた。

「ごめん。めぐる……本当に、ごめん……俺、俺は」

　めぐるは俺を慰なぐさめるように、優やさしく微笑ほほえみかける。

「何であやまるの？　駆流はあたしの願いを全部叶えてくれたよ？　迎むかえに来てくれたじゃない。お姫様みたいにキスで起こしてくれた。指輪もくれた……」

　俺の目から涙なみだが溢れた。涙がめぐるの頰に落ちる。

　めぐるの瞳も潤んでいた。

「あたしね、メルちゃんだったときのこともちゃんと覚えているよ。うるさいあたしにつきあってくれて、ありがとう。メルちゃんは元々ああいう性格のキャラだから──」

　そこが好きなんだけどね、とめぐるは付け加えた。

「そこに、あたしの駆流への想おもいが追加されて、メルちゃんを暴走させてたんだと思う。だからすごく迷めい惑わくをかけちゃった。でもね、すごく嬉うれしかったんだよ」

「俺なんか……何も、何もしてないじゃないか。お前を邪じや険けんにして、軽くあしらって、全然相手をしてやらなくて」

「二人のお家うちも建ててくれたじゃない。一緒にご飯も食べたし、一緒にお出かけもした。取り残されて、この世界でひとりぼっちで、死んで消えるだけだったあたしなのに、こんなにたくさんの思い出をくれた。夢を叶えてくれた」

「違ちがうんだ、俺は……」

　嗚お咽えつが止まらず、上手うまく喋しやべれない。

　もっと、色々話さなきゃいけないのに。もうこれが最後かもしれないのに。

「本当にありがとう。駆流……あなたはあたしの王子様だったわ」

　バカ野や郎ろう。

　俺なんかが王子様のわけないだろうが。

　俺はただの根暗のボッチだ。

　恐こわくて逃げ出して、たまたまお前に助けられただけだ。

　こんな俺を王子様だなんて呼ぶめぐるが、不ふ憫びんでならない。

「最後のお願い。りりこちゃんを守ってあげて。元の世界に戻もどしてあげて」

「さ、最後なんて……言うなよ！　まだ、これからだ！　やっと思い出して、２Ａギルドとも合流出来て、これからなんだよ!!」

「りりこちゃん」

「……なに？　めぐるちゃん」

「駆流をお願い。結構甘えん坊ぼうで、すぐ心も折れるし、手がかかると思うけど」

　なに、勝手に引き継つぎみたいなこと、してんだよ。そうじゃないだろ。違うだろ。凛々子だって、そんなの納なつ得とくできねえだろ!?

　凛々子は止めどもなく涙をこぼしながら、うなずいた。

「うん……あたしが面倒見るよ。安心して」

「な……」

　文句を言いたいのに、でも、何て言っていいか分からない。俺の目の前で、めぐるは凛々子と見つめ合い、手を伸のばした。凛々子も応こたえるように手を出し、二人の手が触れ合った。

「──」

　腕の中から、めぐるが消えていた。

　空っぽの腕を、俺は見つめ続けた。

　どうしようもない後悔と悔くやしさが俺の理性を壊こわそうとする。

　俺は石いし畳だたみに拳こぶしを打ち付け、慟どう哭こくし続けた。




　　　　＋　＋　＋




「そういえばね、めぐるちゃんと冒ぼう険けんしてるとき、聞いたことがあるんだ」

　やっと泣き止やんだ俺に、凛々子が手を差し伸べる。

　俺はその手をつかんだ。幸い、凛々子はめぐるみたいに消えはしなかった。

「めぐるちゃんの夢はね、ステキな王子様が現れて、自分を助けてくれる。そして、その王子様と結けつ婚こんすることだったんだよ」

　凛々子の言葉は、俺には叱しつ責せきにしか聞こえなかった。しかし凛々子は優しく、いたわるように俺に話しかける。

「ありがとう。めぐるちゃんを助けてくれて。夢を叶かなえてくれて」

「……全然助けてないよ」

　暗い気持ちのままだが、俺は立ち上がることが出来た。

　引っ張り上げてくれる人がいるから。

　凛々子だってむちゃくちゃ悲しいはずなのに。

　だから俺も、いつまでも座り込んでいるわけにいかない。

　取り返しの付かない後こう悔かいと、やるせなさに胸に穴が開いたようだが、俺にはやることがある。

『最後のお願い。りりこちゃんを守ってあげて。元の世界に戻してあげて』

　今度こそ、めぐるとの約束を守る。

　それがめぐるの望んだことだから。

　改めて凛々子を見つめると、その目の周りは、泣きはらして真っ赤になっていた。

「それで、これからどうしようか……」

　凛々子はぽつりとつぶやき、すぐに首を横に振った。

「ごめん。今は悲しくて、それどころじゃないよね」

　俺は拳を握にぎりしめ、心の中で気合いを入れる。

「いや。この世界から脱だつ出しゆつする方法を探す。そして、帰ろう。元の世界へ。だから力を貸してくれ、凛々子も雫石も」

　雫石は、少し離はなれたところで腕うでを組んで、ずっと黙だまっていた。不ふ遜そんな顔つきだが、こいつなりに気を遣つかってくれていたらしい。

「ふん。言われるまでもないわ。私の目的は魔ま王おうヘルシャフトの伝説を作り上げること。むしろ、ぬるいことを言っていたら、容よう赦しやなくダメ出しをするから覚かく悟ごしなさい」

　俺は凛々子と顔を見合わせると、苦笑いを浮かべた。

　雫石がいてくれて良かった。俺と凛々子だけだったら、落ち込んだまま脱出できなくなっていたかも知れない。

「──でも」

　粉々になった祭壇を見つめ、凛々子は肩を落とす。

「肝かん心じんの悪魔の祭壇を壊されちゃったね……」

「ああ。でも、諦あきらめちゃ駄だ目めだ」

　俺は自分に言い聞かせるように繰くり返した。

「諦めない。俺は最後まで諦めないぞ。俺は、元の世界に必ず帰れると約束することは出来ない。だが、最後まで諦めないと約束することは出来る」

「駆流……」

　凛々子が目に涙を浮うかべて微笑んだ。

「おおーいっ!!　王様あああああっ!!」

　遠とお吠ぼえのように俺を呼ぶ声が響ひびいた。

　階段の上から下を覗のぞくと、上ってくる四人の姿があった。

　グラシャ、アドラ、サタナキア、フォルネウス。俺が最も頼たよりにし、信しん頼らいしている仲間たち。

　──って、ヤバっ!?

　俺は慌あわてて身を隠かくすと、魔王の鎧よろいを再び身に着けた。

　凛々子の前で、俺の体が巨きよ大だいな黒い鎧へと変へん貌ぼうする。視点が高くなると同時に、階段からグラシャが姿を現した。

「おっ！　そこにいたのか王様っ!!」

「キング」

「ヘルシャフト様」

「へるさまーっ♪」

　得意げな微笑みでやって来る四人を、俺は誇ほこらしく迎えた。

「お前たち、良くやった。戦いは我らの勝利で幕を閉じたな」

　グラシャは満面の笑えみで、拳を前に突つき出した。

「ああ！　敵は全員蹴け散ちらしたぜ！　最後の方は負けを悟さとったのか、散り散りに逃にげ出しちまったけどな！」

　メルが式場を倒たおした瞬しゆん間かんに、バーサーカーの効果も切れたということか。

　アドラが、ついっとメガネを上げる。

「現在、掃そう討とう作戦を展開中です。魔王軍に楯たて突ついた愚おろかな人間共は、一人残らず成敗致いたします」

　だが俺は首を左右に振った。

「いや、その必要もあるまい。奴やつらには最も早はやバーサーカーとしての力はない。それよりも、この地方を開かい拓たくする人足として利用するのだ。兵たちは休ませ、ねぎらってやれ」

　は、とアドラは頭を下げると、手下の吸きゆう血けつ鬼きを呼び伝令を飛ばした。

　その間に、サタナキアは気付いたように首を傾かしげた。

「ヘルシャフト様、その者たちは……」

　凛々子と雫石を交こう互ごに見つめた。

「ああ、此奴こいつらは……だな」

　困った。何て答えよう？

　サタナキアは雫石を見つめ、思い出したように口を開いた。

「ああ、以前に魔王軍への参加を希望していた人間ですね。ヘルシャフト様がお使いになっていたのですか？」

「む……ま、まあな」

　雫石が妙みようなことを口走るのではないかと気が気ではなかったが、幸いむっつりと黙り込んで並んでいる墓石の方を向いていた。

「それで、そちらの人間も……どこかで見覚えがあるような……」

「あ、ああ。サタンからインフェルミアを取り戻すときにも、顔を合わせていたな。何度か見かけたことがあるはずだ」

　俺と凛々子が逃とう亡ぼう生活をしていた折、サタナキアとフォルネウスは凛々子に対して、かなり過激な性奴ど隷れいの適性検査を行っていたのだが……忘れているのか？　それなら、そのことには触ふれないでおくか……凛々子も蒸むし返されるのは、嫌いやだろうしな。

　サタナキアは警けい戒かいした目で、凛々子を睨にらんだ。

「２Ａギルドの女がなぜここに？」

　う……何て説明したものか？

　俺が悩なやんでいると、凛々子はすっとサタナキアの前に進み出た。

「実はあたしも魔王軍の一員に加えて頂きたいと、魔王様にお願いしたんです。それで、第六天魔王を倒す戦いに参加致しました」

　ほう、とサタナキアは息を漏もらすと、確かめるような視線を俺に向けた。

「う、うむ。確かだ。此奴の働きがなければ、第六天魔王を倒すのは難しかったであろう。入隊の資格はありそうだからな、しばらくは俺が直接使ってみることにした」

「そう……ですか」

　サタナキアは少し悔しそうな、微び妙みような表情を浮かべた。

　人間の部下が増えることに納得がいっていないのだろうか？　俺の直ちよつ轄かつというのが気に食わないのか？　しかし、ダークエルフ軍団に配属したところで、生き物としての特性が違い過ぎるので、運用が難しいだろう。それは他ほかの軍団でも同じ事だ。

　そんなことを考えていると、凛々子はサタナキアに微笑ほほえみかけた。

「サタナキア様。以前、大変お世話になったことがあります。あの時は、奴隷としての嗜たしなみもなく……サタナキア様に色々ご指導頂きました」

　自分から蒸し返した!?

　そこでサタナキアも、はっと気付いた。

「ああ、あの時の性奴隷でしたか……そうならそうと、早く言いなさい」

　急にサタナキアの警けい戒かい心しんが解けたようだ。

「そうですか、性奴隷の身でありながら、ヘルシャフト様の守りとなるべく、剣けんも修めましたか……頑がん張ばりましたね」

　そう言ってサタナキアは凛々子の頭を撫なでた。

　素す直なおだなあ、サタナキア……お前、本当にダークエルフに向いてないよ……いい子すぎる。何だか、凛々子の方がよっぽど黒く見えてくるのは、気のせいだろうか？

　でも、凛々子も頭を撫でられ、満まん更ざらでもないようだった。ちょっと恥はずかしそうだが、子供のような笑みが顔から溢あふれている。

「あ、ありがとうございます……サタナキア様がお忙いそがしい分、あたしが魔王様のお世話をして、サタナキア様のお力になれればと……思います」

「まあ、殊しゆ勝しような心がけですね。頑張るのですよ」

　サタナキアの細い指が、凛々子の頰ほおを優やさしく撫でる。

「はい……サタナキア様」

　凛々子は頰を染め、少し潤うるんだ瞳ひとみでサタナキアを見上げている。

　……何この、百合ゆりっぽい光景。

　サタナキアは女にモテるしな……何だか少し心配になってきた。

「図ずう々ずうしい……」

　棘とげのある声で、ぽつりと雫石がつぶやいた。

「何か言った？　のんのん」

　余よ裕ゆうの笑みで凛々子が訊きくと、雫石はギロリと凛々子を睨む。

「魔王軍では私の方が先せん輩ぱいなんだから。あまり大きな顔をしないでよ」

　嚙かみ付くような雫石に、サタナキアは眉まゆを寄せると、めっと言うように睨んだ。

「こら、黒くろ髪かみの魔ま女じよ。そのようなことを言うのではありません。あなたたちは同じ人間なのでしょう？　きちんと後こう輩はいの面めん倒どうを見てあげなさい。つらく当たってはいけませんよ」

「く……」

　歯ぎしりをする雫石を見ていると、何だか気の毒になってきた。なんか凛々子って、意外と世よ渡わたり上手？

「キング。この後はいかが致しますか？」

　アドラに訊かれて、俺は目指す行き先を失っていることを思い出した。

　粉々になった悪あく魔まの祭さい壇だんの残ざん骸がい。

　その残骸を見つめていると、改めて失望感に押し潰つぶされそうになる。

　もう少しで、外と連れん絡らくが取れるはずだったのに。

　残骸に歩み寄り、その破は片へんを見つめた。

　原形を留とどめないほど破は壊かいされてしまったが、祭壇のレリーフはいくつかに分かれただけで、その彫ちよう刻こくを見ることが出来た。だからといって、何かの役に立つものでもないが。

「……フォルネウス？」

　レリーフの破片を寄せ集め、パズルのように組み合わせては、唸うなっている。

「どうかしたのか？　フォルネウス」

「あ、へるさまーっ。これ、何なんだもん？」

　俺を見上げると、レリーフを指さした。

「俺が探していたものだ。もう、壊こわれてしまったがな」

　そう、もう悪魔の祭壇はない。

　いつまでも悔くやんでいても仕方がない。これからどうするのか？　生き残るために、考えなければならない。

　それに、俺には新たな仲間が出来た。

　凛々子と雫石という仲間が見つかったんだ。

　きっと新しい方法だって見つかる。

　そう信じて進むしかない。

「よし！　インフェルミアに戻もど──」

「だったら、他のところへ行けばいいんだもん」

　しれっと言ったフォルネウスの言葉に、俺は目を剝むいた。

「……なに？」

　思わず、じっとフォルネウスを見つめる。なぜ見られているのか分からないらしく、フォルネウスは何も考えていない目で、首をかくっとかしげた。

　俺はしゃがみ込むと、フォルネウスの肩かたをつかんだ。

「まさか……これと同じものを、よそでも見たことがあるのか!?」

「ふえ？　これ、そんなに珍めずらしいものだったんだもん？」

「いいから！　教えてくれ！　お前はこれをどこで見たんだ!?」

　俺はフォルネウスの体を、がくんがくん揺ゆらした。

「ふわわわわっ！　お、おうち、なんだもん」

　なにい!?

「おうちって……インフェルミアか!?」

「ち、ちがうんだもん。ま、前のおうちなんだもんんんんん」

　フォルネウスがぐるぐると目を回しているのに気付き、俺は手を止めた。

「前の……と言うと？」

「て、天国なんだもん。神様のいるところだもん」

　……天国？

　思わず俺は天を仰あおいだ。

　ふと、以前サタンと対決したときのことを思い出した。

『俺は、俺はッ！　これから神を倒す、魔ま王おう──神魔王サタンだぞッ！』

「神様……か」

　俺はフォルネウスの顔をまじまじと見つめた。

　そういえばこいつは堕だ天てん使しだったっけ。あまりのアホっぷりに忘れそうになるが、一応天使だったんだよな。

　この世界におけるラスボスは魔王である俺のはず。ならば神とは、何だ？

　人間を助ける存在なら、話は早い。だが──、

　クリア後に控ひかえている、裏面のボスというのも有り得うる話だ。

　そういえば、サタンはこうも言っていた。

　魔王とは、神と戦う資格を持つ者のみに許された称しよう号ごう──だとか。

　これは、魔王になった俺の宿命なのかも知れない。
















「──よし。インフェルミアに戻るのはやめだ。行き先が決まったぞ」

「キング？」

「王様？」

　アドラとグラシャが戸と惑まどいの顔を向ける。

　俺は両りよう腕うでを広げ、高らかに宣言した。

「これより天国へ赴おもむく！」

　耳を立ててグラシャが叫さけぶ。

「なにぃ!?」

「キング！　それでは!?」

「そうだ！　もはやこの世界は全すべて俺のもの。残っているフロンティアはただ一つ」

　そう言うと、俺は人差し指を天に向かって突つき上げた。





「世界は全て手に入れた

　強い相手はどこにいる

　天に広がる未開拓の世界フロンテイア

　最強最高の成り上がり、今こそ悪魔が神を倒たおすとき

　開幕の頂上対決！　魔王ヘルシャフト参戦!!」






「行くぞ！　神の国へ!!」

　ヘルゼクターたちがどよめいた。

「すげぇ！　陸や海だけじゃなくて、天まで攻せめ上るのかよ!?」

「さすがキング！　凄すごい！　凄すぎます！　このアドラ、興奮が抑おさえきれません!!」

「ヘルシャフト様……あなたは、この世界に収まるような器うつわではないのですね」

「うわーい！　天国へ行くの久しぶりなんだもんっ！」

　盛り上がるヘルゼクターたちだが、凛々子は心配そうな顔で俺を見上げた。

「でも、大だい丈じよう夫ぶかな？　戦わずに、その祭壇を使わせてくれるといいんだけど」

「それは行ってみないと分からないがな……」

　だが今はこれが一いち縷るの望み。

「よし！　行くぞ、者ども!!　天へ向かって。そしてこの魔王ヘルシャフトが天も地も支配するのだ！」

　盛り上がっている中、水を差すように、雫石の冷たい声が割り込んだ。

「気取っているところ悪いけど。私からも一つ訊きたいことがあるわ」

　まったく、空気を読まない奴やつだな！

「何だ、一体？」

「そこに並んでる墓石なんだけど」

　思わず、息を吞のんだ。

　そうか、こいつはまだ知らなかったんだな。

　この事実を、伝えるという役目も……俺にはある。言いづらいし、雫石だってショックを受けるだろう。でも、言わなければならない。

「実はな、それは……見つからなかった二年Ａ組……お前らの仲間の墓──」

「そんなのは見れば分かるわ」

　雫石は恐おそろしい程ほどあっさりと答える。

「さっきの話を聞いてたって分かる。式場が殺したんでしょ？」

　ある一面において、こいつの神経の図太さは驚きよう嘆たんに値あたいする。

「だったら、何が疑問なんだ？」

　雫石はメガネの位置を直し、鋭するどい視線を墓石に投げかける。

「私はね、なぜ十四基あるのか、と訊いているのよ」

　──は？

「なぜって、お前……」

　２Ａギルドが俺を含ふくめて十一人。

　雫石を含む悪魔教が五人。

　大おお原はらと大原ガールズが六人。

　それに壮馬。

　墓標が十四。一個は俺のと言っていたが、今となっては式場のものになった。

　合計すれば、

　三十七……人？

　あれ？

　変だ。

　おかしい。数え間ま違ちがえたか？

　しかし何度数えても、三十七。

　背筋に、冷たい刃やいばが当てられたような感覚。

　ぞくりとしたものが、胸の中に突き刺ささる。だって、




　二年Ａ組は、全部で三十六人だ。




　何で、一人多いんだ？

　かつてウルリエルにログインした人数を訊いたことがある。

　そのとき三十九人という答えを聞いた。哀川さんを抜ぬかしても、二人多い。

　つまり、犯人は二人組だとそのとき思った。

　しかしその内の一人はメル──滝たき沢ざわめぐるだった。

　だから、残るは一人。

　二年Ａ組の他ほかに、この世界に存在する人間がいる。それが犯人のはず。

　なのに、なぜ二年Ａ組が一人多いんだ。

　認めたくない。

　しかし、それが事実だ。

　俺はごくりとつばを飲み込む。

　全身から嫌いやな汗あせが噴ふき出した。

　簡単なことだ。

　最初から一いつ緒しよにいたんだ。

　俺たちを罠わなにかけ、この世界に閉じ込めて、こんな地じ獄ごくを見せている奴が。

　犯人は、２Ａギルドの中にいる。

　でも、

　恐きよう怖ふが足あし下もとから這はい上がってくる。

　だって、二年Ａ組にいなかった、見ず知らずの人間が交じっているのに、

　俺たちが、その一人に疑問を感じていないのは、なぜだ？




　２Ａギルドの中の、いるはずのない一人とは、一体誰だれなんだ？








あとがき









　久く慈じマサムネです。

　七巻の初稿を終えた頃、大きな衝撃と悲しみをもたらす知らせがありました。

　エクスタス・オンラインのコミカライズを担当されていました、マンガ家の鬼おに八や頭ずかかし先生がご逝去されたという知らせでした。

　その訃報はあまりに唐突で、にわかには信じられませんでした。御通夜に出席させて頂き、お別れをした後も、現実感がなくどこか噓のような気持ちでした。

　エクスタスのコミカライズは本当に素晴らしく、毎月本当に楽しみにしていました。美しく、可愛く、カッコ良い原稿に、惚れ惚れすると共に、深く感謝し、ますます鬼八頭さんのファンになりました。その素晴らしい仕事ぶりには、本当に感謝の言葉しかありません。ただただ感謝と、心よりのご冥福をお祈り申し上げます。

　原作であるこのエクスタス・オンラインの小説も、いよいよ最終章。クライマックスが近付いてきました。

　この物語は、人間と人間関係を描きたいと思って始めました。元は同じクラスメートであっても、環境や条件の差で、ここまで異なる人間関係になってしまうのか。或いは同じ条件でも、考え方や個性の差で、こうも違う行動になってしまうのか──というようなことを、少しでも感じ取って頂けると嬉しく思います。

　謎の渦巻くエクスタス・オンラインですが、本巻では、様々な謎が解き明かされます。そして、次はいよいよ全ての謎が明らかに！　そのとき、堂どう巡めぐりたちはどうするのか？　無事に脱出出来るのか？　でも、そうしたらヘルゼクターたちはどうなってしまうのか？　人間と架空のキャラクターのどちらが大切なのか。両者に違いはあるのか？　そういったエクスタス・オンラインの隠れたテーマについても迫ります。ぜひお楽しみに！

　それでは謝辞を。今回もイラスト素晴らしいです!!　マーベラス！　平たいらつくねさん。いつもお世話になってます、おにぎりマンこと担当編集のＩさん。この本の出版に携わって頂いた全ての方と、読者の方々に深い感謝を！

　次は最終巻となる予定ですが、その前に新シリーズが始まります!!　詳細はまだ秘密ですが、魔装学園Ｈ×Ｈの後継作品的なものになりそうです。（世界観は全然違うけど！）

　久慈マサムネのツイッター（@Kuji_Masamune）などで告知してゆくので、チェックを宜しくお願いします!!　それでは次の新刊で！
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